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8:10 16:40
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11
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9
10

7
8

倉庫・物置 公共用 鉄骨造 1
45.54 2015 耐震改修_不要

鉄骨造 1

29.40 2015 耐震改修_不要

2015 耐震改修_不要

6 0006 第一小学校機械室 配電室・電気室 公共用 鉄筋C造 1
5 0005 第一小学校倉庫

3,946.29

108.00 2015 耐震改修_不要

4 0004 第一小学校体育館 体育館 公共用 鉄骨造 1 1,265.97
3 0003 第一小学校機械室 配電室・電気室 公共用

6,385.06 2015 耐震改修_不要

2 0002 第一小学校給食室 給食室 公共用 鉄骨造 1 198.00 2015 耐震改修_不要

1 0001 第一小学校校舎 校舎・園舎 公共用 鉄筋C造 3

階数
地上 地下

建 築 面 積 延 床 面 積
耐震診断 改修年度

耐 震 情 報棟 名 称棟 番 号No. 建 物 用 途 財産
区分 構 造 主 体

（㎡） （㎡）
建築年

25222.08
6535.77

1
2

■　建物情報
No. 施 設 名

5

■　施設情報　特記事項

　棟　情　報

4

基準日 令和5年3月31日

須賀川市立第一小学校

3

供用廃止日
時 間 備 考

■　敷地・建物情報
指定管理者

営 業 時 間

外　観　写　真
■　運営・管理情報

直接運営

8031.97

設 置 目 的

設 置 根 拠

運 営 形 態

財 産 区 分
地 域 区 分
小 学 校 区
中 学 校 区

用途地域
所 有 者
敷 地 面 積
借 地 面 積

総建築面積
総延床面積
施 設 面 積 8031.97

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
　施　設　情　報

大黒町100番地
須賀川市 教育委員会事務局教育総務課

施 設 名 称

所 在 地
所管局部課

施設大分類
施 設 番 号

施設中分類
施設小分類

E050-0010
共通
学校教育系施設
学校

3946.29

公共用
須賀川地域

供用開始日 2015/07/27

学校施設として使用するため

地方自治法並びに学校教育法



(千円)

/

【施設サービス提供状況】

【単位当たりコスト比較】

令和2年 令和3年 令和4年

　　【歳入の推移】

　財　務　情　報

年度

歳 入

使用料・手数料等
0.0 0.0 0.0

(円/㎡)

総額

令和2年 令和3年 令和4年

令和2年 令和3年 令和4年

令和2年 令和3年 令和4年

実績値
対前年度比

生徒等数

996.7 971.1
人件費 13,775.0 13,810.0 22,613.0

光熱水費 7,373.8 9,003.0 11,245.0
維持保全費
使用料及び賃借料 1,161.2

　　【歳出の推移】

比較単位： 総額 施設面積 【当該施設】 【分類平均】

歳 出 対前年度増減率(%) 8.6 39.4
総額 26,694.5 29,002.6 40,429.6

4,384.6 5,192.8 5,600.5

国・県支出金
0.0 0.0 0.0

その他 0.0 0.0 0.0

- -
0.0 0.0 0.0

対前年度増減率(%)

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名
施設大分類 共通 施設中分類 学校教育系施設 施設小分類 学校

施 設 番 号 E050-0010須賀川市立第一小学校
基準日 令和5年3月31日

519

令和2年 令和3年 令和4年
25 25 25

（人）

項目
教室数

特別教室数
500

102.5% 103.8%

　施設サービス提供状況

（室）
（室） 17 17 10

488

0 1000 2000 3000 4000 5000 6000

0 20000 40000 60000 80000 100000

当該施設

0.0
0.2
0.4
0.6
0.8
1.0

0.0

5,000.0

10,000.0

15,000.0

生徒等数1人あたりコスト （円/人）

㎡あたりコスト （円/㎡）
0

5

10

15

20

25

30

0

100
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生徒等数 生徒等数平均

教室数 教室数平均



【費用対効果評価】
財務情報と利用情報からみる定量的な評価

区分 対応 費用対効果評価の考え方
Ａ 継続 コストも利用度も良好
Ｂ１ コスト改善 コストは高いが利用度も高い
Ｂ２ 利用度改善 コストは低いが利用度も低い
Ｃ 見直し コストも利用度も不良

・軸の交差箇所は，用途を同じとする施設全体の移動平均値です。
・コスト/㎡ = の ／ 施設面積
・利用度   = の ／ 施設面積

凡例： ■ … 当該施設 ◆ … 比較対象（分類）の他施設

【施設性能評価】
◯評価小分類によるチャート ◯評価大分類によるチャート

【一次評価】
費用対効果と施設性能のクロス評価結果からみる方向性の位置付け

区分 方向性 一次評価の考え方

Ａ 長寿命化（維持継続）
Ｂ１ 施設性能向上
Ｂ２ 費用対効果向上
Ｃ１ 更新、大規模改修
Ｃ２ 費用対効果と施設性能の改善
Ｃ３ 用途変更、運営管理方針改善
Ｄ１ 建替え等および費用対効果改善
Ｄ２ 用途変更等および施設性能改善
Ｅ 廃止、除却

凡例： ■ … 当該施設 ◆ … 比較対象（分類）の他施設

令和4年 歳出総額
令和4年 生徒等数

①建物の外壁 ⑬周辺環境
⑭必要性
⑮交通アクセス

⑯環境保全
⑰バリアフリー
⑱満足度

②建物の屋根・屋上
③建物の内壁・天井

④冷暖房
⑤給排水

向上
向上 優

基準日 令和5年3月31日

　費用対効果評価

Ⅴ利用 Ⅵ特性

　施設性能評価

⑦指摘事項
⑧位置関係
⑨災害影響

⑩保存価値
⑪地域利用
⑫避難所機能

改善 改善

改善 改善
改善 優

優

改善優

優 優

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名 須賀川市立第一小学校 施 設 番 号 E050-0010
施設大分類 共通 施設中分類 学校教育系施設

費用対効果

施設小分類 学校

向上 改善
改善 向上

⑥衛生

施設性能

　一次評価

凡
例

Ⅰ施設 Ⅱ設備 Ⅲ安全 Ⅳ地域

利
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高← →低コスト／㎡

B1 A

C B2

0
2
4
6
8

10
①

②
③

④

⑤

⑥

⑦

⑧
⑨

⑩
⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

⑯

⑰
⑱

C1 B1 A

D1 C2 B2

E D2 C3

費
用
対
効
果

優
←

→
劣

劣← →優施 設 性 能

0
20
40
60
80

100
Ⅰ施設

Ⅱ設備

Ⅲ安全

Ⅳ地域

Ⅴ利用

Ⅵ特性

当該施設の値
比較対象（分類）の他施設の平均値



テーマ 項目 回答 内容 備考 配点

18 Ⅵ特性 ⑱満足度 ① 不特定多数の住民に利用されていますか。

2

1

基準日 令和5年3月31日

Ⅰ施設 ②建物の屋根・屋上 ③ 建物の屋根・屋上の防水工事は行っていますか？ 5

3 Ⅰ施設 ③建物の内壁・天井 ③ 建物は耐震性を有していますか？ 5

4 Ⅱ設備 ④冷暖房 ③ 冷暖房設備の年式と稼働状況について教えてくださ
い。 5

5 Ⅱ設備 ⑤給排水 ③ 建物の給排水管の更新工事は行っていますか？ 5

6 Ⅱ設備 ⑥衛生 ③ 施設環境（衛生、音、光）に問題はありますか。 5

7 Ⅲ安全 ⑦指摘事項 ③ 過去１年間の消防の定期検査や定期報告で指摘事
項がありますか。 5

8 Ⅲ安全 ⑧位置関係 ① 施設敷地内または施設から概ね５０ｍ以内に危険
物施設はありますか。 1

9 Ⅲ安全 ⑨災害影響 ① 施設やその敷地が自然災害による影響を受けたことは
ありますか。 1

10 Ⅳ地域 ⑩保存価値 ① 施設や建物等について歴史的・文化的な評価を受け
ていますか。 1

① 地域のお祭りや自治会・町会の会合など、住民による
地域活動の拠点として利用されていますか。 1

5

5

共通 施設中分類 学校教育系施設
須賀川市立第一小学校

施設小分類 学校

⑫避難所機能 ③ 自然災害時等の避難所として指定されていますか。 5

⑬周辺環境 ①
施設や建物，その周辺環境（駐車場，日影，ビル
風，電波障害，騒音，光害，排水，排気，廃熱
等）に関して，利用者や周辺住民等から問題指摘や

1

1

15 Ⅴ利用 ⑮交通アクセス ③ 最寄りの公共交通機関乗り場（駅，バス停）からど
のくらいの距離がありますか。 5

16 Ⅵ特性 ⑯環境保全 ③ 太陽光パネルやLED照明等の省エネルギー設備を導
入していますか。

17

11 Ⅳ地域 ⑪地域利用

14 Ⅴ利用 ⑭必要性 ③ 近隣１km以内に用途機能の類似する公共施設
（国・県・他市等）または民間の施設はありますか。

Ⅵ特性 ⑰バリアフリー ③ バリアフリー（誘導ブロック，手すり，スロープの設置
等）への対応ができていますか。

12 Ⅳ地域

13 Ⅴ利用

　施設管理者アンケート結果

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名
施設大分類

番号

1 Ⅰ施設 ①建物の外壁 ③ 建物の外壁修繕は行っていますか？ 5

施 設 番 号 E050-0010
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17
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16

8:15 16:45

15

13
14

11
12

9
10

7
8

便所 公共用 ブロック造 1 0 11.00
54.00 2017 新耐震基準適合

鉄骨造 1 0 136.00

11.00 1978 耐震診断_未実施

2016 新耐震基準適合

6 0006 第二小学校更衣室 脱衣室・更衣室 鉄筋C造 1 0 54.00
5 0005 第二小学校屋外便所

0 5,093.48

136.00 2016 耐震改修_不要

4 0004 第二小学校給食室 給食室 公共用 鉄筋C造 1 0 213.00 213.00
3 0003 第二小学校渡り廊下 校舎・園舎 公共用

5,093.48 2016 新耐震基準適合

2 0002 第二小学校体育館 体育館 公共用 鉄骨造 1 0 697.00 697.00 1973 耐震改修_実施済

1 0001 第二小学校校舎（三階建） 校舎・園舎 公共用 鉄筋C造 3

階数
地上 地下

建 築 面 積 延 床 面 積
耐震診断 改修年度

耐 震 情 報棟 名 称棟 番 号No. 建 物 用 途 財産
区分 構 造 主 体

（㎡） （㎡）
建築年

19134.18

1
2

■　建物情報
No. 施 設 名

5

■　施設情報　特記事項

　棟　情　報

4

基準日 令和5年3月31日

須賀川市立第二小学校

3

供用廃止日
時 間 備 考

■　敷地・建物情報
指定管理者

営 業 時 間

外　観　写　真
■　運営・管理情報

直接運営

6204.48

設 置 目 的

設 置 根 拠

運 営 形 態

財 産 区 分
地 域 区 分
小 学 校 区
中 学 校 区

用途地域
所 有 者
敷 地 面 積
借 地 面 積

総建築面積
総延床面積
施 設 面 積 6204.48

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
　施　設　情　報

弘法坦151番地
須賀川市 教育委員会事務局教育総務課

施 設 名 称

所 在 地
所管局部課

施設大分類
施 設 番 号

施設中分類
施設小分類

E050-0020
共通
学校教育系施設
学校

6204.48

公共用
須賀川地域

供用開始日 2016/03/25

学校施設として使用するため

地方自治法並びに学校教育法



(千円)

/

【施設サービス提供状況】

【単位当たりコスト比較】

令和2年 令和3年 令和4年

　　【歳入の推移】

　財　務　情　報

年度

歳 入

使用料・手数料等
0.0 0.0 0.0

(円/㎡)

総額

令和2年 令和3年 令和4年

令和2年 令和3年 令和4年

令和2年 令和3年 令和4年

実績値
対前年度比

生徒等数

0.0 0.0
人件費 11,020.0 11,048.0 19,724.0

光熱水費 6,820.6 8,988.5 9,980.0
維持保全費
使用料及び賃借料 125.0

　　【歳出の推移】

比較単位： 総額 施設面積 【当該施設】 【分類平均】

歳 出 対前年度増減率(%) 7.0 45.2
総額 21,388.7 22,895.0 33,234.6

3,423.1 2,858.6 3,530.6

国・県支出金
0.0 0.0 0.0

その他 0.0 0.0 0.0

- -
0.0 0.0 0.0

対前年度増減率(%)

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名
施設大分類 共通 施設中分類 学校教育系施設 施設小分類 学校

施 設 番 号 E050-0020須賀川市立第二小学校
基準日 令和5年3月31日

355

令和2年 令和3年 令和4年
17 19 18

（人）

項目
教室数

特別教室数
361

98.1% 98.3%

　施設サービス提供状況

（室）
（室） 10 9 10

368
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【費用対効果評価】
財務情報と利用情報からみる定量的な評価

区分 対応 費用対効果評価の考え方
Ａ 継続 コストも利用度も良好
Ｂ１ コスト改善 コストは高いが利用度も高い
Ｂ２ 利用度改善 コストは低いが利用度も低い
Ｃ 見直し コストも利用度も不良

・軸の交差箇所は，用途を同じとする施設全体の移動平均値です。
・コスト/㎡ = の ／ 施設面積
・利用度   = の ／ 施設面積

凡例： ■ … 当該施設 ◆ … 比較対象（分類）の他施設

【施設性能評価】
◯評価小分類によるチャート ◯評価大分類によるチャート

【一次評価】
費用対効果と施設性能のクロス評価結果からみる方向性の位置付け

区分 方向性 一次評価の考え方

Ａ 長寿命化（維持継続）
Ｂ１ 施設性能向上
Ｂ２ 費用対効果向上
Ｃ１ 更新、大規模改修
Ｃ２ 費用対効果と施設性能の改善
Ｃ３ 用途変更、運営管理方針改善
Ｄ１ 建替え等および費用対効果改善
Ｄ２ 用途変更等および施設性能改善
Ｅ 廃止、除却

凡例： ■ … 当該施設 ◆ … 比較対象（分類）の他施設

令和4年 歳出総額
令和4年 生徒等数

①建物の外壁 ⑬周辺環境
⑭必要性
⑮交通アクセス

⑯環境保全
⑰バリアフリー
⑱満足度

②建物の屋根・屋上
③建物の内壁・天井

④冷暖房
⑤給排水

向上
向上 優

基準日 令和5年3月31日

　費用対効果評価

Ⅴ利用 Ⅵ特性

　施設性能評価

⑦指摘事項
⑧位置関係
⑨災害影響

⑩保存価値
⑪地域利用
⑫避難所機能

改善 改善

改善 改善
改善 優

優

改善優

優 優

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名 須賀川市立第二小学校 施 設 番 号 E050-0020
施設大分類 共通 施設中分類 学校教育系施設

費用対効果

施設小分類 学校

向上 改善
改善 向上

⑥衛生

施設性能

　一次評価

凡
例

Ⅰ施設 Ⅱ設備 Ⅲ安全 Ⅳ地域
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テーマ 項目 回答 内容 備考 配点

18 Ⅵ特性 ⑱満足度 ① 不特定多数の住民に利用されていますか。

2

1

基準日 令和5年3月31日

Ⅰ施設 ②建物の屋根・屋上 ② 建物の屋根・屋上の防水工事は行っていますか？ 3

3 Ⅰ施設 ③建物の内壁・天井 ② 建物は耐震性を有していますか？ 3

4 Ⅱ設備 ④冷暖房 ② 冷暖房設備の年式と稼働状況について教えてくださ
い。 3

5 Ⅱ設備 ⑤給排水 ③ 建物の給排水管の更新工事は行っていますか？ 5

6 Ⅱ設備 ⑥衛生 ② 施設環境（衛生、音、光）に問題はありますか。 3

7 Ⅲ安全 ⑦指摘事項 ② 過去１年間の消防の定期検査や定期報告で指摘事
項がありますか。 3

8 Ⅲ安全 ⑧位置関係 ① 施設敷地内または施設から概ね５０ｍ以内に危険
物施設はありますか。 1

9 Ⅲ安全 ⑨災害影響 ③ 施設やその敷地が自然災害による影響を受けたことは
ありますか。 5

10 Ⅳ地域 ⑩保存価値 ① 施設や建物等について歴史的・文化的な評価を受け
ていますか。 1

① 地域のお祭りや自治会・町会の会合など、住民による
地域活動の拠点として利用されていますか。 1

5

1

共通 施設中分類 学校教育系施設
須賀川市立第二小学校

施設小分類 学校

⑫避難所機能 ③ 自然災害時等の避難所として指定されていますか。 5

⑬周辺環境 ③
施設や建物，その周辺環境（駐車場，日影，ビル
風，電波障害，騒音，光害，排水，排気，廃熱
等）に関して，利用者や周辺住民等から問題指摘や

5

1

15 Ⅴ利用 ⑮交通アクセス ③ 最寄りの公共交通機関乗り場（駅，バス停）からど
のくらいの距離がありますか。 5

16 Ⅵ特性 ⑯環境保全 ③ 太陽光パネルやLED照明等の省エネルギー設備を導
入していますか。

17

11 Ⅳ地域 ⑪地域利用

14 Ⅴ利用 ⑭必要性 ③ 近隣１km以内に用途機能の類似する公共施設
（国・県・他市等）または民間の施設はありますか。

Ⅵ特性 ⑰バリアフリー ① バリアフリー（誘導ブロック，手すり，スロープの設置
等）への対応ができていますか。

12 Ⅳ地域

13 Ⅴ利用

　施設管理者アンケート結果

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名
施設大分類

番号

1 Ⅰ施設 ①建物の外壁 ② 建物の外壁修繕は行っていますか？ 3

施 設 番 号 E050-0020



～

㎡
㎡ ㎡
㎡ ㎡

19
20

17
18

16

8:15 16:45

15

42.00 2011 新耐震基準適合

91.20 2011 新耐震基準適合

70.91 2023 新耐震基準適合

13
14

11 0012 第三小学校渡り廊下 校舎・園舎 公共用 鉄骨造 1 0 70.91
12

9 0010 第三小学校物置 倉庫・物置 公共用 鉄骨造 1 0 42.00
10 0011 第三小学校渡廊下 校舎・園舎 公共用 鉄骨造 1 0 91.20

51.00 1967 耐震診断_未実施

7 0007 第三小学校ポンプ室 ポンプ室 公共用 鉄骨造 1 0 15.00
8 0008 第三小学校プール更衣室 脱衣室・更衣室 公共用 ブロック造 1 0 51.00

その他 公共用 鉄筋C造 1 0 35.00

15.00 2009 新耐震基準適合

32.00 2009 新耐震基準適合

鉄筋C造 1 0 273.00

35.00 2009 新耐震基準適合

2009 新耐震基準適合

6 0006 第三小学校オイルタンク室 その他 公共用 鉄筋C造 1 0 32.00
5 0005 第三小学校ボンベ庫

0 839.00

273.00 2009 新耐震基準適合

4 0004 第三小学校ゴミ置場 その他 公共用 鉄筋C造 1 0 8.00 8.00
3 0003 第三小学校給食室 給食室 公共用

839.00 1970 耐震改修_実施済

2 0002 第三小学校校舎 校舎・園舎 公共用 鉄筋C造 3 0 5,988.00 5,988.00 2009 新耐震基準適合

1 0001 第三小学校体育館 体育館 公共用 鉄骨造 1

階数
地上 地下

建 築 面 積 延 床 面 積
耐震診断 改修年度

耐 震 情 報棟 名 称棟 番 号No. 建 物 用 途 財産
区分 構 造 主 体

（㎡） （㎡）
建築年

19840.06

1
2

■　建物情報
No. 施 設 名

5

■　施設情報　特記事項

　棟　情　報

4

基準日 令和5年3月31日

須賀川市立第三小学校

3

供用廃止日
時 間 備 考

■　敷地・建物情報
指定管理者

営 業 時 間

外　観　写　真
■　運営・管理情報

直接運営

7445.11

設 置 目 的

設 置 根 拠

運 営 形 態

財 産 区 分
地 域 区 分
小 学 校 区
中 学 校 区

用途地域
所 有 者
敷 地 面 積
借 地 面 積

総建築面積
総延床面積
施 設 面 積 7445.11

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
　施　設　情　報

朝日田53番地
須賀川市 教育委員会事務局教育総務課

施 設 名 称

所 在 地
所管局部課

施設大分類
施 設 番 号

施設中分類
施設小分類

E050-0030
共通
学校教育系施設
学校

7445.11

公共用
須賀川地域

供用開始日 2009/12/01

学校施設として使用するため

地方自治法並びに学校教育法



(千円)

/

【施設サービス提供状況】

【単位当たりコスト比較】

令和2年 令和3年 令和4年

　　【歳入の推移】

　財　務　情　報

年度

歳 入

使用料・手数料等
0.0 0.0 0.0

(円/㎡)

総額

令和2年 令和3年 令和4年

令和2年 令和3年 令和4年

令和2年 令和3年 令和4年

実績値
対前年度比

生徒等数

0.0 0.0
人件費 13,775.0 13,810.0 22,613.0

光熱水費 9,747.2 10,889.0 13,057.7
維持保全費
使用料及び賃借料 199.2

　　【歳出の推移】

比較単位： 総額 施設面積 【当該施設】 【分類平均】

歳 出 対前年度増減率(%) 38.4 662.2
総額 29,337.8 40,608.8 309,531.0

5,616.5 15,909.8 273,860.2

国・県支出金
0.0 0.0 0.0

その他 0.0 0.0 0.0

- -
0.0 0.0 0.0

対前年度増減率(%)

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名
施設大分類 共通 施設中分類 学校教育系施設 施設小分類 学校

施 設 番 号 E050-0030須賀川市立第三小学校
基準日 令和5年3月31日

447

令和2年 令和3年 令和4年
24 24 23

（人）

項目
教室数

特別教室数
444

96.3% 100.7%

　施設サービス提供状況

（室）
（室） 11 10 11

461
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【費用対効果評価】
財務情報と利用情報からみる定量的な評価

区分 対応 費用対効果評価の考え方
Ａ 継続 コストも利用度も良好
Ｂ１ コスト改善 コストは高いが利用度も高い
Ｂ２ 利用度改善 コストは低いが利用度も低い
Ｃ 見直し コストも利用度も不良

・軸の交差箇所は，用途を同じとする施設全体の移動平均値です。
・コスト/㎡ = の ／ 施設面積
・利用度   = の ／ 施設面積

凡例： ■ … 当該施設 ◆ … 比較対象（分類）の他施設

【施設性能評価】
◯評価小分類によるチャート ◯評価大分類によるチャート

【一次評価】
費用対効果と施設性能のクロス評価結果からみる方向性の位置付け

区分 方向性 一次評価の考え方

Ａ 長寿命化（維持継続）
Ｂ１ 施設性能向上
Ｂ２ 費用対効果向上
Ｃ１ 更新、大規模改修
Ｃ２ 費用対効果と施設性能の改善
Ｃ３ 用途変更、運営管理方針改善
Ｄ１ 建替え等および費用対効果改善
Ｄ２ 用途変更等および施設性能改善
Ｅ 廃止、除却

凡例： ■ … 当該施設 ◆ … 比較対象（分類）の他施設

令和4年 歳出総額
令和4年 生徒等数

①建物の外壁 ⑬周辺環境
⑭必要性
⑮交通アクセス

⑯環境保全
⑰バリアフリー
⑱満足度

②建物の屋根・屋上
③建物の内壁・天井

④冷暖房
⑤給排水

向上
向上 優

基準日 令和5年3月31日

　費用対効果評価

Ⅴ利用 Ⅵ特性

　施設性能評価

⑦指摘事項
⑧位置関係
⑨災害影響

⑩保存価値
⑪地域利用
⑫避難所機能

改善 改善

改善 改善
改善 優

優

改善優

優 優

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名 須賀川市立第三小学校 施 設 番 号 E050-0030
施設大分類 共通 施設中分類 学校教育系施設

費用対効果

施設小分類 学校

向上 改善
改善 向上

⑥衛生

施設性能

　一次評価

凡
例
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比較対象（分類）の他施設の平均値



テーマ 項目 回答 内容 備考 配点

18 Ⅵ特性 ⑱満足度 ① 不特定多数の住民に利用されていますか。

2

1

基準日 令和5年3月31日

Ⅰ施設 ②建物の屋根・屋上 ③ 建物の屋根・屋上の防水工事は行っていますか？ 5

3 Ⅰ施設 ③建物の内壁・天井 ② 建物は耐震性を有していますか？ 3

4 Ⅱ設備 ④冷暖房 ③ 冷暖房設備の年式と稼働状況について教えてくださ
い。 5

5 Ⅱ設備 ⑤給排水 ③ 建物の給排水管の更新工事は行っていますか？ 5

6 Ⅱ設備 ⑥衛生 ③ 施設環境（衛生、音、光）に問題はありますか。 5

7 Ⅲ安全 ⑦指摘事項 ② 過去１年間の消防の定期検査や定期報告で指摘事
項がありますか。 3

8 Ⅲ安全 ⑧位置関係 ① 施設敷地内または施設から概ね５０ｍ以内に危険
物施設はありますか。 1

9 Ⅲ安全 ⑨災害影響 ③ 施設やその敷地が自然災害による影響を受けたことは
ありますか。 5

10 Ⅳ地域 ⑩保存価値 ① 施設や建物等について歴史的・文化的な評価を受け
ていますか。 1

① 地域のお祭りや自治会・町会の会合など、住民による
地域活動の拠点として利用されていますか。 1

5

1

共通 施設中分類 学校教育系施設
須賀川市立第三小学校

施設小分類 学校

⑫避難所機能 ③ 自然災害時等の避難所として指定されていますか。 5

⑬周辺環境 ③
施設や建物，その周辺環境（駐車場，日影，ビル
風，電波障害，騒音，光害，排水，排気，廃熱
等）に関して，利用者や周辺住民等から問題指摘や

5

1

15 Ⅴ利用 ⑮交通アクセス ③ 最寄りの公共交通機関乗り場（駅，バス停）からど
のくらいの距離がありますか。 5

16 Ⅵ特性 ⑯環境保全 ③ 太陽光パネルやLED照明等の省エネルギー設備を導
入していますか。

17

11 Ⅳ地域 ⑪地域利用

14 Ⅴ利用 ⑭必要性 ③ 近隣１km以内に用途機能の類似する公共施設
（国・県・他市等）または民間の施設はありますか。

Ⅵ特性 ⑰バリアフリー ① バリアフリー（誘導ブロック，手すり，スロープの設置
等）への対応ができていますか。

12 Ⅳ地域

13 Ⅴ利用

　施設管理者アンケート結果

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名
施設大分類

番号

1 Ⅰ施設 ①建物の外壁 ③ 建物の外壁修繕は行っていますか？ 5

施 設 番 号 E050-0030



～

㎡
㎡ ㎡
㎡ ㎡

19
20

17
18

16

8:10 16:40

15

16.00 1978 耐震診断_未実施

36.00 1977 耐震診断_未実施

493.00 2020 新耐震基準適合

13
14

11 0012 西袋第一小学校増築校舎 校舎・園舎 公共用 鉄筋C造 2 0 493.00
12

9 0010 西袋第一小学校ポンプ室 ポンプ室 公共用 鉄筋C造 1 0 16.00
10 0011 西袋第一小学校渡り廊下 校舎・園舎 公共用 鉄骨造 1 0 36.00

53.49 2019 新耐震基準適合

7 0008 西袋第一小学校プール機械室 配電室・電気室 公共用 ブロック造 1 0 11.00
8 0009 西袋第一小学校物置 倉庫・物置 公共用 鉄骨プレ 1 0 53.49

便所 公共用 ブロック造 1 0 6.00

11.00 1978 耐震診断_未実施

48.00 1978 耐震診断_未実施

鉄骨造 1 0 174.90

6.00 1981 耐震診断_未実施

1988 新耐震基準適合

6 0007 西袋第一小学校プール更衣室 脱衣室・更衣室 公共用 ブロック造 1 0 48.00
5 0005 西袋第一小学校屋外便所

0 3,561.00

174.90 2009 新耐震基準適合

4 0004 西袋第一小学校石油貯蔵庫 その他 公共用 鉄筋C造 1 0 5.00 5.00
3 0003 西袋第一小学校給食室 給食室 公共用

3,561.00 1977 耐震改修_実施済

2 0002 西袋第一小学校体育館 体育館 公共用 鉄骨造 1 0 450.00 450.00 1970 耐震改修_実施済

1 0001 西袋第一小学校校舎 校舎・園舎 公共用 鉄筋C造 3

階数
地上 地下

建 築 面 積 延 床 面 積
耐震診断 改修年度

耐 震 情 報棟 名 称棟 番 号No. 建 物 用 途 財産
区分 構 造 主 体

（㎡） （㎡）
建築年

18928.34

1
2

■　建物情報
No. 施 設 名

5

■　施設情報　特記事項

　棟　情　報

4

基準日 令和5年3月31日

須賀川市立西袋第一小学校

3

供用廃止日
時 間 備 考

■　敷地・建物情報
指定管理者

営 業 時 間

外　観　写　真
■　運営・管理情報

直接運営

4854.39

設 置 目 的

設 置 根 拠

運 営 形 態

財 産 区 分
地 域 区 分
小 学 校 区
中 学 校 区

用途地域
所 有 者
敷 地 面 積
借 地 面 積

総建築面積
総延床面積
施 設 面 積 4854.39

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
　施　設　情　報

日向町115番地
須賀川市 教育委員会事務局教育総務課

施 設 名 称

所 在 地
所管局部課

施設大分類
施 設 番 号

施設中分類
施設小分類

E050-0040
共通
学校教育系施設
学校

4854.39

公共用
須賀川地域

供用開始日 1977/02/28

学校施設として使用するため

地方自治法並びに学校教育法



(千円)

/

【施設サービス提供状況】

【単位当たりコスト比較】

令和2年 令和3年 令和4年

　　【歳入の推移】

　財　務　情　報

年度

歳 入

使用料・手数料等
105,597.0 0.0 0.0

(円/㎡)

総額

令和2年 令和3年 令和4年

令和2年 令和3年 令和4年

令和2年 令和3年 令和4年

実績値
対前年度比

生徒等数

0.0 0.0
人件費 13,775.0 13,810.0 22,613.0

光熱水費 6,599.5 8,107.6 9,055.6
維持保全費
使用料及び賃借料 184.5

　　【歳出の推移】

比較単位： 総額 施設面積 【当該施設】 【分類平均】

歳 出 対前年度増減率(%) △ 81.2 26.8
総額 143,092.8 26,897.3 34,096.2

122,533.8 4,979.6 2,427.6

国・県支出金
0.0 0.0 0.0

その他 0.0 0.0 0.0

△ 100.0 -
105,597.0 0.0 0.0

対前年度増減率(%)

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名
施設大分類 共通 施設中分類 学校教育系施設 施設小分類 学校

施 設 番 号 E050-0040須賀川市立西袋第一小学校
基準日 令和5年3月31日

564

令和2年 令和3年 令和4年
23 26 25

（人）

項目
教室数

特別教室数
564

98.6% 100.0%

　施設サービス提供状況
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【費用対効果評価】
財務情報と利用情報からみる定量的な評価

区分 対応 費用対効果評価の考え方
Ａ 継続 コストも利用度も良好
Ｂ１ コスト改善 コストは高いが利用度も高い
Ｂ２ 利用度改善 コストは低いが利用度も低い
Ｃ 見直し コストも利用度も不良

・軸の交差箇所は，用途を同じとする施設全体の移動平均値です。
・コスト/㎡ = の ／ 施設面積
・利用度   = の ／ 施設面積

凡例： ■ … 当該施設 ◆ … 比較対象（分類）の他施設

【施設性能評価】
◯評価小分類によるチャート ◯評価大分類によるチャート

【一次評価】
費用対効果と施設性能のクロス評価結果からみる方向性の位置付け

区分 方向性 一次評価の考え方

Ａ 長寿命化（維持継続）
Ｂ１ 施設性能向上
Ｂ２ 費用対効果向上
Ｃ１ 更新、大規模改修
Ｃ２ 費用対効果と施設性能の改善
Ｃ３ 用途変更、運営管理方針改善
Ｄ１ 建替え等および費用対効果改善
Ｄ２ 用途変更等および施設性能改善
Ｅ 廃止、除却

凡例： ■ … 当該施設 ◆ … 比較対象（分類）の他施設

令和4年 歳出総額
令和4年 生徒等数

①建物の外壁 ⑬周辺環境
⑭必要性
⑮交通アクセス

⑯環境保全
⑰バリアフリー
⑱満足度

②建物の屋根・屋上
③建物の内壁・天井

④冷暖房
⑤給排水

向上
向上 優

基準日 令和5年3月31日

　費用対効果評価

Ⅴ利用 Ⅵ特性

　施設性能評価

⑦指摘事項
⑧位置関係
⑨災害影響

⑩保存価値
⑪地域利用
⑫避難所機能

改善 改善

改善 改善
改善 優

優

改善優

優 優

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名 須賀川市立西袋第一小学校 施 設 番 号 E050-0040
施設大分類 共通 施設中分類 学校教育系施設

費用対効果

施設小分類 学校

向上 改善
改善 向上

⑥衛生

施設性能

　一次評価

凡
例
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テーマ 項目 回答 内容 備考 配点

18 Ⅵ特性 ⑱満足度 ① 不特定多数の住民に利用されていますか。

2

1

基準日 令和5年3月31日

Ⅰ施設 ②建物の屋根・屋上 ② 建物の屋根・屋上の防水工事は行っていますか？ 3

3 Ⅰ施設 ③建物の内壁・天井 ② 建物は耐震性を有していますか？ 3

4 Ⅱ設備 ④冷暖房 ② 冷暖房設備の年式と稼働状況について教えてくださ
い。 3

5 Ⅱ設備 ⑤給排水 ② 建物の給排水管の更新工事は行っていますか？ 3

6 Ⅱ設備 ⑥衛生 ② 施設環境（衛生、音、光）に問題はありますか。 3

7 Ⅲ安全 ⑦指摘事項 ② 過去１年間の消防の定期検査や定期報告で指摘事
項がありますか。 3

8 Ⅲ安全 ⑧位置関係 ③ 施設敷地内または施設から概ね５０ｍ以内に危険
物施設はありますか。 5

9 Ⅲ安全 ⑨災害影響 ③ 施設やその敷地が自然災害による影響を受けたことは
ありますか。 5

10 Ⅳ地域 ⑩保存価値 ① 施設や建物等について歴史的・文化的な評価を受け
ていますか。 1

① 地域のお祭りや自治会・町会の会合など、住民による
地域活動の拠点として利用されていますか。 1

3

3

共通 施設中分類 学校教育系施設
須賀川市立西袋第一小学校

施設小分類 学校

⑫避難所機能 ③ 自然災害時等の避難所として指定されていますか。 5

⑬周辺環境 ③
施設や建物，その周辺環境（駐車場，日影，ビル
風，電波障害，騒音，光害，排水，排気，廃熱
等）に関して，利用者や周辺住民等から問題指摘や

5

1

15 Ⅴ利用 ⑮交通アクセス ③ 最寄りの公共交通機関乗り場（駅，バス停）からど
のくらいの距離がありますか。 5

16 Ⅵ特性 ⑯環境保全 ② 太陽光パネルやLED照明等の省エネルギー設備を導
入していますか。

17

11 Ⅳ地域 ⑪地域利用

14 Ⅴ利用 ⑭必要性 ③ 近隣１km以内に用途機能の類似する公共施設
（国・県・他市等）または民間の施設はありますか。

Ⅵ特性 ⑰バリアフリー ② バリアフリー（誘導ブロック，手すり，スロープの設置
等）への対応ができていますか。

12 Ⅳ地域

13 Ⅴ利用

　施設管理者アンケート結果

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名
施設大分類

番号

1 Ⅰ施設 ①建物の外壁 ③ 建物の外壁修繕は行っていますか？ 5

施 設 番 号 E050-0040



～

㎡
㎡ ㎡
㎡ ㎡

19
20

17
18

16

8:10 16:40

15

451.00 1976 耐震改修_実施済

13
14

11
12

9 0009 西袋第二小学校体育館 体育館 公共用 鉄骨造 1 0 451.00
10

29.00 1993 新耐震基準適合

7 0007 西袋第二小学校倉庫 倉庫・物置 公共用 鉄骨造 1 0 29.00
8 0008 西袋第二小学校倉庫 倉庫・物置 公共用 鉄骨造 1 0 29.00

給食室 公共用 鉄筋C造 1 0 137.00

29.00 1993 新耐震基準適合

27.00 1993 新耐震基準適合

ブロック造 1 0 65.00

137.00 1993 新耐震基準適合

1993 新耐震基準適合

6 0006 西袋第二小学校渡り廊下 校舎・園舎 公共用 鉄骨造 1 0 27.00
5 0005 西袋第二小学校給食室

0 2,719.00

65.00 1983 新耐震基準適合

4 0004 西袋第二小学校機械室 配電室・電気室 公共用 鉄筋C造 1 0 60.00 60.00
3 0003 西袋第二小学校プール更衣室 脱衣室・更衣室 公共用

2,719.00 1993 新耐震基準適合

2 0002 西袋第二小学校屋外便所 便所 公共用 ブロック造 1 0 5.00 5.00 1981 耐震診断_未実施

1 0001 西袋第二小学校校舎 校舎・園舎 公共用 鉄筋C造 3

階数
地上 地下

建 築 面 積 延 床 面 積
耐震診断 改修年度

耐 震 情 報棟 名 称棟 番 号No. 建 物 用 途 財産
区分 構 造 主 体

（㎡） （㎡）
建築年

12814.61

1
2

■　建物情報
No. 施 設 名

5

■　施設情報　特記事項

　棟　情　報

4

基準日 令和5年3月31日

須賀川市立西袋第二小学校

3

供用廃止日
時 間 備 考

■　敷地・建物情報
指定管理者

営 業 時 間

外　観　写　真
■　運営・管理情報

直接運営

3522.00

設 置 目 的

設 置 根 拠

運 営 形 態

財 産 区 分
地 域 区 分
小 学 校 区
中 学 校 区

用途地域
所 有 者
敷 地 面 積
借 地 面 積

総建築面積
総延床面積
施 設 面 積 3522.00

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
　施　設　情　報

袋田字小田切21番地
須賀川市 教育委員会事務局教育総務課

施 設 名 称

所 在 地
所管局部課

施設大分類
施 設 番 号

施設中分類
施設小分類

E050-0050
共通
学校教育系施設
学校

3522.00

公共用
須賀川地域

供用開始日 1993/08/24

学校施設として使用するため

地方自治法並びに学校教育法
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【施設サービス提供状況】

【単位当たりコスト比較】

令和2年 令和3年 令和4年

　　【歳入の推移】

　財　務　情　報

年度

歳 入

使用料・手数料等
0.0 0.0 0.0

(円/㎡)

総額

令和2年 令和3年 令和4年

令和2年 令和3年 令和4年

令和2年 令和3年 令和4年

実績値
対前年度比

生徒等数

0.0 0.0
人件費 8,265.0 8,286.0 10,709.0

光熱水費 2,506.6 2,645.6 3,348.1
維持保全費
使用料及び賃借料 183.1

　　【歳出の推移】

比較単位： 総額 施設面積 【当該施設】 【分類平均】

歳 出 対前年度増減率(%) 2.5 12.2
総額 14,208.2 14,556.9 16,332.8

3,253.5 3,625.3 2,275.6

国・県支出金
0.0 0.0 0.0

その他 0.0 0.0 0.0

- -
0.0 0.0 0.0

対前年度増減率(%)

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名
施設大分類 共通 施設中分類 学校教育系施設 施設小分類 学校

施 設 番 号 E050-0050須賀川市立西袋第二小学校
基準日 令和5年3月31日

39

令和2年 令和3年 令和4年
7 8 8

（人）

項目
教室数

特別教室数
40

90.9% 97.5%

　施設サービス提供状況

（室）
（室） 6 6 6

44
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【費用対効果評価】
財務情報と利用情報からみる定量的な評価

区分 対応 費用対効果評価の考え方
Ａ 継続 コストも利用度も良好
Ｂ１ コスト改善 コストは高いが利用度も高い
Ｂ２ 利用度改善 コストは低いが利用度も低い
Ｃ 見直し コストも利用度も不良

・軸の交差箇所は，用途を同じとする施設全体の移動平均値です。
・コスト/㎡ = の ／ 施設面積
・利用度   = の ／ 施設面積

凡例： ■ … 当該施設 ◆ … 比較対象（分類）の他施設

【施設性能評価】
◯評価小分類によるチャート ◯評価大分類によるチャート

【一次評価】
費用対効果と施設性能のクロス評価結果からみる方向性の位置付け

区分 方向性 一次評価の考え方

Ａ 長寿命化（維持継続）
Ｂ１ 施設性能向上
Ｂ２ 費用対効果向上
Ｃ１ 更新、大規模改修
Ｃ２ 費用対効果と施設性能の改善
Ｃ３ 用途変更、運営管理方針改善
Ｄ１ 建替え等および費用対効果改善
Ｄ２ 用途変更等および施設性能改善
Ｅ 廃止、除却

凡例： ■ … 当該施設 ◆ … 比較対象（分類）の他施設

令和4年 歳出総額
令和4年 生徒等数

①建物の外壁 ⑬周辺環境
⑭必要性
⑮交通アクセス

⑯環境保全
⑰バリアフリー
⑱満足度

②建物の屋根・屋上
③建物の内壁・天井

④冷暖房
⑤給排水

向上
向上 優

基準日 令和5年3月31日

　費用対効果評価

Ⅴ利用 Ⅵ特性

　施設性能評価

⑦指摘事項
⑧位置関係
⑨災害影響

⑩保存価値
⑪地域利用
⑫避難所機能

改善 改善

改善 改善
改善 優

優

改善優

優 優

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名 須賀川市立西袋第二小学校 施 設 番 号 E050-0050
施設大分類 共通 施設中分類 学校教育系施設

費用対効果

施設小分類 学校

向上 改善
改善 向上

⑥衛生

施設性能

　一次評価

凡
例
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テーマ 項目 回答 内容 備考 配点

18 Ⅵ特性 ⑱満足度 ① 不特定多数の住民に利用されていますか。

2

1

基準日 令和5年3月31日

Ⅰ施設 ②建物の屋根・屋上 ② 建物の屋根・屋上の防水工事は行っていますか？ 3

3 Ⅰ施設 ③建物の内壁・天井 ② 建物は耐震性を有していますか？ 3

4 Ⅱ設備 ④冷暖房 ② 冷暖房設備の年式と稼働状況について教えてくださ
い。 3

5 Ⅱ設備 ⑤給排水 ③ 建物の給排水管の更新工事は行っていますか？ 5

6 Ⅱ設備 ⑥衛生 ② 施設環境（衛生、音、光）に問題はありますか。 3

7 Ⅲ安全 ⑦指摘事項 ② 過去１年間の消防の定期検査や定期報告で指摘事
項がありますか。 3

8 Ⅲ安全 ⑧位置関係 ① 施設敷地内または施設から概ね５０ｍ以内に危険
物施設はありますか。 1

9 Ⅲ安全 ⑨災害影響 ③ 施設やその敷地が自然災害による影響を受けたことは
ありますか。 5

10 Ⅳ地域 ⑩保存価値 ① 施設や建物等について歴史的・文化的な評価を受け
ていますか。 1

① 地域のお祭りや自治会・町会の会合など、住民による
地域活動の拠点として利用されていますか。 1

3

1

共通 施設中分類 学校教育系施設
須賀川市立西袋第二小学校

施設小分類 学校

⑫避難所機能 ③ 自然災害時等の避難所として指定されていますか。 5

⑬周辺環境 ②
施設や建物，その周辺環境（駐車場，日影，ビル
風，電波障害，騒音，光害，排水，排気，廃熱
等）に関して，利用者や周辺住民等から問題指摘や

3

1

15 Ⅴ利用 ⑮交通アクセス ② 最寄りの公共交通機関乗り場（駅，バス停）からど
のくらいの距離がありますか。 3

16 Ⅵ特性 ⑯環境保全 ② 太陽光パネルやLED照明等の省エネルギー設備を導
入していますか。

17

11 Ⅳ地域 ⑪地域利用

14 Ⅴ利用 ⑭必要性 ③ 近隣１km以内に用途機能の類似する公共施設
（国・県・他市等）または民間の施設はありますか。

Ⅵ特性 ⑰バリアフリー ① バリアフリー（誘導ブロック，手すり，スロープの設置
等）への対応ができていますか。

12 Ⅳ地域

13 Ⅴ利用

　施設管理者アンケート結果

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名
施設大分類

番号

1 Ⅰ施設 ①建物の外壁 ② 建物の外壁修繕は行っていますか？ 3

施 設 番 号 E050-0050



～

㎡
㎡ ㎡
㎡ ㎡

19
20

17
18

16

8:10 16:40

15

13
14

11
12

9
10

7
8

鉄筋C造 1 0 38.00
2019 新耐震基準適合

6
5

0 636.00

38.00 2019 新耐震基準適合

4 0010 稲田学園プール更衣室 脱衣室・更衣室 公共用 鉄筋C造 1 0 53.00 53.00
3 0009 稲田学園プール機械室 配電室・電気室 公共用

636.00 2015 新耐震基準適合

2 0008 稲田学園校舎 校舎・園舎 公共用 鉄筋C造 2 0 3,350.00 3,350.00 2018 新耐震基準適合

1 0004 稲田学園体育館 体育館 公共用 鉄筋C造 1

階数
地上 地下

建 築 面 積 延 床 面 積
耐震診断 改修年度

耐 震 情 報棟 名 称棟 番 号No. 建 物 用 途 財産
区分 構 造 主 体

（㎡） （㎡）
建築年

11830.00

1
2

■　建物情報
No. 施 設 名

5

■　施設情報　特記事項

　棟　情　報

4

基準日 令和5年3月31日

須賀川市立稲田学園（前期）

3

供用廃止日
時 間 備 考

■　敷地・建物情報
指定管理者

営 業 時 間

外　観　写　真
■　運営・管理情報

直接運営

4077.00

設 置 目 的

設 置 根 拠

運 営 形 態

財 産 区 分
地 域 区 分
小 学 校 区
中 学 校 区

用途地域
所 有 者
敷 地 面 積
借 地 面 積

総建築面積
総延床面積
施 設 面 積 4077.00

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
　施　設　情　報

岩渕字岡谷地1番地
須賀川市 教育委員会事務局教育総務課

施 設 名 称

所 在 地
所管局部課

施設大分類
施 設 番 号

施設中分類
施設小分類

E050-0060
共通
学校教育系施設
学校

4077.00

公共用
須賀川地域

供用開始日 2018/03/16

学校施設として使用するため

地方自治法並びに学校教育法



(千円)

/

【施設サービス提供状況】

【単位当たりコスト比較】

令和2年 令和3年 令和4年

　　【歳入の推移】

　財　務　情　報

年度

歳 入

使用料・手数料等
0.0 0.0 0.0

(円/㎡)

総額

令和2年 令和3年 令和4年

令和2年 令和3年 令和4年

令和2年 令和3年 令和4年

実績値
対前年度比

生徒等数

0.0 0.0
人件費 8,265.0 8,286.0 12,751.0

光熱水費 1,910.6 3,294.8 4,214.5
維持保全費
使用料及び賃借料 135.8

　　【歳出の推移】

比較単位： 総額 施設面積 【当該施設】 【分類平均】

歳 出 対前年度増減率(%) △ 35.2 47.5
総額 19,671.8 12,748.8 18,808.1

9,360.5 1,168.0 1,842.6

国・県支出金
0.0 0.0 0.0

その他 0.0 0.0 0.0

- -
0.0 0.0 0.0

対前年度増減率(%)

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名
施設大分類 共通 施設中分類 学校教育系施設 施設小分類 学校

施 設 番 号 E050-0060須賀川市立稲田学園（前期）
基準日 令和5年3月31日

168

令和2年 令和3年 令和4年
10 9 9

（人）

項目
教室数

特別教室数
183

102.2% 91.8%

　施設サービス提供状況

（室）
（室） 7 8 7

179

0 1000 2000 3000 4000 5000

0 20000 40000 60000 80000 100000 120000

当該施設

0.0
0.2
0.4
0.6
0.8
1.0

0.0

5,000.0

10,000.0

15,000.0

生徒等数1人あたりコスト （円/人）

㎡あたりコスト （円/㎡）
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生徒等数 生徒等数平均

教室数 教室数平均



【費用対効果評価】
財務情報と利用情報からみる定量的な評価

区分 対応 費用対効果評価の考え方
Ａ 継続 コストも利用度も良好
Ｂ１ コスト改善 コストは高いが利用度も高い
Ｂ２ 利用度改善 コストは低いが利用度も低い
Ｃ 見直し コストも利用度も不良

・軸の交差箇所は，用途を同じとする施設全体の移動平均値です。
・コスト/㎡ = の ／ 施設面積
・利用度   = の ／ 施設面積

凡例： ■ … 当該施設 ◆ … 比較対象（分類）の他施設

【施設性能評価】
◯評価小分類によるチャート ◯評価大分類によるチャート

【一次評価】
費用対効果と施設性能のクロス評価結果からみる方向性の位置付け

区分 方向性 一次評価の考え方

Ａ 長寿命化（維持継続）
Ｂ１ 施設性能向上
Ｂ２ 費用対効果向上
Ｃ１ 更新、大規模改修
Ｃ２ 費用対効果と施設性能の改善
Ｃ３ 用途変更、運営管理方針改善
Ｄ１ 建替え等および費用対効果改善
Ｄ２ 用途変更等および施設性能改善
Ｅ 廃止、除却

凡例： ■ … 当該施設 ◆ … 比較対象（分類）の他施設

令和4年 歳出総額
令和4年 生徒等数

①建物の外壁 ⑬周辺環境
⑭必要性
⑮交通アクセス

⑯環境保全
⑰バリアフリー
⑱満足度

②建物の屋根・屋上
③建物の内壁・天井

④冷暖房
⑤給排水

向上
向上 優

基準日 令和5年3月31日

　費用対効果評価

Ⅴ利用 Ⅵ特性

　施設性能評価

⑦指摘事項
⑧位置関係
⑨災害影響

⑩保存価値
⑪地域利用
⑫避難所機能

改善 改善

改善 改善
改善 優

優

改善優

優 優

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名 須賀川市立稲田学園（前期） 施 設 番 号 E050-0060
施設大分類 共通 施設中分類 学校教育系施設

費用対効果

施設小分類 学校

向上 改善
改善 向上

⑥衛生

施設性能

　一次評価

凡
例

Ⅰ施設 Ⅱ設備 Ⅲ安全 Ⅳ地域

利
用
度

高
←

→
低

高← →低コスト／㎡

B1 A

C B2
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10
①

②
③

④
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⑱
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費
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対
効
果

優
←

→
劣

劣← →優施 設 性 能

0
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60
80

100
Ⅰ施設

Ⅱ設備

Ⅲ安全

Ⅳ地域

Ⅴ利用

Ⅵ特性

当該施設の値
比較対象（分類）の他施設の平均値



テーマ 項目 回答 内容 備考 配点

18 Ⅵ特性 ⑱満足度 ① 不特定多数の住民に利用されていますか。

2

1

基準日 令和5年3月31日

Ⅰ施設 ②建物の屋根・屋上 ③ 建物の屋根・屋上の防水工事は行っていますか？ 5

3 Ⅰ施設 ③建物の内壁・天井 ③ 建物は耐震性を有していますか？ 5

4 Ⅱ設備 ④冷暖房 ② 冷暖房設備の年式と稼働状況について教えてくださ
い。 3

5 Ⅱ設備 ⑤給排水 ② 建物の給排水管の更新工事は行っていますか？ 3

6 Ⅱ設備 ⑥衛生 ② 施設環境（衛生、音、光）に問題はありますか。 3

7 Ⅲ安全 ⑦指摘事項 ② 過去１年間の消防の定期検査や定期報告で指摘事
項がありますか。 3

8 Ⅲ安全 ⑧位置関係 ② 施設敷地内または施設から概ね５０ｍ以内に危険
物施設はありますか。 3

9 Ⅲ安全 ⑨災害影響 ③ 施設やその敷地が自然災害による影響を受けたことは
ありますか。 5

10 Ⅳ地域 ⑩保存価値 ① 施設や建物等について歴史的・文化的な評価を受け
ていますか。 1

① 地域のお祭りや自治会・町会の会合など、住民による
地域活動の拠点として利用されていますか。 1

5

3

共通 施設中分類 学校教育系施設
須賀川市立稲田学園（前期）

施設小分類 学校

⑫避難所機能 ③ 自然災害時等の避難所として指定されていますか。 5

⑬周辺環境 ②
施設や建物，その周辺環境（駐車場，日影，ビル
風，電波障害，騒音，光害，排水，排気，廃熱
等）に関して，利用者や周辺住民等から問題指摘や

3

1

15 Ⅴ利用 ⑮交通アクセス ② 最寄りの公共交通機関乗り場（駅，バス停）からど
のくらいの距離がありますか。 3

16 Ⅵ特性 ⑯環境保全 ③ 太陽光パネルやLED照明等の省エネルギー設備を導
入していますか。

17

11 Ⅳ地域 ⑪地域利用

14 Ⅴ利用 ⑭必要性 ③ 近隣１km以内に用途機能の類似する公共施設
（国・県・他市等）または民間の施設はありますか。

Ⅵ特性 ⑰バリアフリー ② バリアフリー（誘導ブロック，手すり，スロープの設置
等）への対応ができていますか。

12 Ⅳ地域

13 Ⅴ利用

　施設管理者アンケート結果

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名
施設大分類

番号

1 Ⅰ施設 ①建物の外壁 ③ 建物の外壁修繕は行っていますか？ 5

施 設 番 号 E050-0060



～

㎡
㎡ ㎡
㎡ ㎡

3740.45

公共用
須賀川地域

供用開始日 2002/08/30

学校施設として使用するため

地方自治法並びに学校教育法

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
　施　設　情　報

塩田字作田1番地
須賀川市 教育委員会事務局教育総務課

施 設 名 称

所 在 地
所管局部課

施設大分類
施 設 番 号

施設中分類
施設小分類

E050-0070
共通
学校教育系施設
学校

設 置 目 的

設 置 根 拠

運 営 形 態

財 産 区 分
地 域 区 分
小 学 校 区
中 学 校 区

用途地域

5

■　施設情報　特記事項

　棟　情　報

4

基準日 令和5年3月31日

須賀川市立小塩江小学校

3

供用廃止日
時 間 備 考

■　敷地・建物情報
指定管理者

営 業 時 間

外　観　写　真
■　運営・管理情報

直接運営

3740.4516343.65

1
2

■　建物情報
No. 施 設 名

所 有 者
敷 地 面 積
借 地 面 積

総建築面積
総延床面積
施 設 面 積 3740.45

棟 名 称棟 番 号No. 建 物 用 途 財産
区分 構 造 主 体

（㎡） （㎡）
建築年

2

階数
地上 地下

建 築 面 積 延 床 面 積
耐震診断 改修年度

耐 震 情 報

公共用

2,801.00 2002 新耐震基準適合

2 0003 小塩江小学校音楽室外 校舎・園舎 公共用 鉄筋C造 1 0 164.00 164.00 2002 新耐震基準適合

1 0002 小塩江小学校校舎 校舎・園舎 公共用 鉄筋C造

5 0006 小塩江小学校物置

0 2,801.00

164.00 2002 新耐震基準適合

4 0005 小塩江小学校機械室 配電室・電気室 公共用 鉄筋C造 1 0 74.00 74.00
3 0004 小塩江小学校給食室 給食室

6 0007 小塩江小学校体育館 体育館 公共用 鉄骨造 1 0 450.00

鉄筋C造 1 0 164.00

15.00 1990 新耐震基準適合

2002 新耐震基準適合

倉庫・物置 公共用 木造 1 0 15.00

38.00 2014 新耐震基準適合

450.00 1968 耐震改修_実施済

22.00 2014 新耐震基準適合

7 0008 小塩江小更衣室 脱衣室・更衣室 公共用 鉄筋C造 1 0 38.00
8 0009 小塩江小学校倉庫 倉庫・物置 公共用 鉄筋C造 1 0 22.00

10 0011 小塩江小学校便所 便所 公共用 木造 1 0 7.45
9 0010 小塩江小学校倉庫 倉庫・物置 公共用 他非木造 1 0 5.00

11
12
13
14

5.00 不明 耐震診断_未実施

7.45 2014 新耐震基準適合

15

8:10 16:40

16
17
18
19
20



(千円)
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【施設サービス提供状況】

【単位当たりコスト比較】

83.3% 82.9%

　施設サービス提供状況

（室）
（室） 8 8 8

35 29

令和2年 令和3年 令和4年
6 6 6

（人）

項目
教室数

特別教室数
42

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名
施設大分類 共通 施設中分類 学校教育系施設 施設小分類 学校

施 設 番 号 E050-0070須賀川市立小塩江小学校
基準日 令和5年3月31日

- -
0.0 0.0 0.0

対前年度増減率(%)

国・県支出金
0.0 0.0 0.0

その他 0.0 0.0 0.0

歳 出 対前年度増減率(%) 25.0 △ 11.3
総額 16,793.9 21,000.5 18,617.5

4,697.9 8,072.2 0.0
光熱水費 3,663.7 4,642.3 5,866.5
維持保全費
使用料及び賃借料 167.2

　　【歳出の推移】

比較単位： 総額 施設面積 【当該施設】 【分類平均】

0.0 0.0
人件費 8,265.0 8,286.0 12,751.0

実績値
対前年度比

生徒等数

令和2年 令和3年 令和4年

令和2年 令和3年 令和4年

令和2年 令和3年 令和4年

　　【歳入の推移】

　財　務　情　報

年度

歳 入

使用料・手数料等
0.0 0.0 0.0

(円/㎡)

総額

令和2年 令和3年 令和4年
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【費用対効果評価】
財務情報と利用情報からみる定量的な評価

区分 対応 費用対効果評価の考え方
Ａ 継続 コストも利用度も良好
Ｂ１ コスト改善 コストは高いが利用度も高い
Ｂ２ 利用度改善 コストは低いが利用度も低い
Ｃ 見直し コストも利用度も不良

・軸の交差箇所は，用途を同じとする施設全体の移動平均値です。
・コスト/㎡ = の ／ 施設面積
・利用度   = の ／ 施設面積

凡例： ■ … 当該施設 ◆ … 比較対象（分類）の他施設

【施設性能評価】
◯評価小分類によるチャート ◯評価大分類によるチャート

【一次評価】
費用対効果と施設性能のクロス評価結果からみる方向性の位置付け

区分 方向性 一次評価の考え方

Ａ 長寿命化（維持継続）
Ｂ１ 施設性能向上
Ｂ２ 費用対効果向上
Ｃ１ 更新、大規模改修
Ｃ２ 費用対効果と施設性能の改善
Ｃ３ 用途変更、運営管理方針改善
Ｄ１ 建替え等および費用対効果改善
Ｄ２ 用途変更等および施設性能改善
Ｅ 廃止、除却

凡例： ■ … 当該施設 ◆ … 比較対象（分類）の他施設

施設性能

　一次評価

凡
例

Ⅰ施設 Ⅱ設備 Ⅲ安全 Ⅳ地域

優 優

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名 須賀川市立小塩江小学校 施 設 番 号 E050-0070
施設大分類 共通 施設中分類 学校教育系施設

費用対効果

⑦指摘事項
⑧位置関係
⑨災害影響

⑩保存価値
⑪地域利用
⑫避難所機能

改善 改善

改善 改善
改善 優

優

改善優

向上 改善
改善 向上

⑥衛生

Ⅴ利用 Ⅵ特性

　施設性能評価

施設小分類 学校

基準日 令和5年3月31日

　費用対効果評価

①建物の外壁 ⑬周辺環境
⑭必要性
⑮交通アクセス

⑯環境保全
⑰バリアフリー
⑱満足度

②建物の屋根・屋上
③建物の内壁・天井

④冷暖房
⑤給排水

向上
向上 優

令和4年 歳出総額
令和4年 生徒等数

利
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度
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比較対象（分類）の他施設の平均値



テーマ 項目 回答 内容 備考 配点番号

1 Ⅰ施設 ①建物の外壁 ② 建物の外壁修繕は行っていますか？ 3

施 設 番 号 E050-0070

　施設管理者アンケート結果

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名
施設大分類

17

11 Ⅳ地域 ⑪地域利用

14 Ⅴ利用 ⑭必要性 ② 近隣１km以内に用途機能の類似する公共施設
（国・県・他市等）または民間の施設はありますか。

Ⅵ特性 ⑰バリアフリー ③ バリアフリー（誘導ブロック，手すり，スロープの設置
等）への対応ができていますか。

12 Ⅳ地域

13 Ⅴ利用

15 Ⅴ利用 ⑮交通アクセス ① 最寄りの公共交通機関乗り場（駅，バス停）からど
のくらいの距離がありますか。 1

16 Ⅵ特性 ⑯環境保全 ② 太陽光パネルやLED照明等の省エネルギー設備を導
入していますか。 3

5

共通 施設中分類 学校教育系施設
須賀川市立小塩江小学校

施設小分類 学校

⑫避難所機能 ③ 自然災害時等の避難所として指定されていますか。 5

⑬周辺環境 ②
施設や建物，その周辺環境（駐車場，日影，ビル
風，電波障害，騒音，光害，排水，排気，廃熱
等）に関して，利用者や周辺住民等から問題指摘や

3

3

10 Ⅳ地域 ⑩保存価値 ① 施設や建物等について歴史的・文化的な評価を受け
ていますか。 1

① 地域のお祭りや自治会・町会の会合など、住民による
地域活動の拠点として利用されていますか。 1

8 Ⅲ安全 ⑧位置関係 ① 施設敷地内または施設から概ね５０ｍ以内に危険
物施設はありますか。 1

9 Ⅲ安全 ⑨災害影響 ① 施設やその敷地が自然災害による影響を受けたことは
ありますか。 1

6 Ⅱ設備 ⑥衛生 ② 施設環境（衛生、音、光）に問題はありますか。 3

7 Ⅲ安全 ⑦指摘事項 ② 過去１年間の消防の定期検査や定期報告で指摘事
項がありますか。 3

4 Ⅱ設備 ④冷暖房 ② 冷暖房設備の年式と稼働状況について教えてくださ
い。 3

5 Ⅱ設備 ⑤給排水 ③ 建物の給排水管の更新工事は行っていますか？ 5

Ⅰ施設 ②建物の屋根・屋上 ③ 建物の屋根・屋上の防水工事は行っていますか？ 5

3 Ⅰ施設 ③建物の内壁・天井 ③ 建物は耐震性を有していますか？ 5

1

基準日 令和5年3月31日

18 Ⅵ特性 ⑱満足度 ① 不特定多数の住民に利用されていますか。

2
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19.00 2021 新耐震基準適合

12.00 2021 新耐震基準適合

13
14

11
12

9 0014 阿武隈小学校物置 倉庫・物置 公共用 鉄筋Cプレ 1 0 19.00
10 0015 阿武隈小学校物置 倉庫・物置 公共用 鉄筋Cプレ 1 0 12.00

297.00 2020 新耐震基準適合

7 0012 阿武隈小学校体育用具室 倉庫・物置 公共用 鉄骨造 1 0 19.00
8 0013 阿武隈小学校給食棟 給食室 公共用 不明 1 0 297.00

便所 公共用 ブロック造 1 0 7.00

19.00 1997 新耐震基準適合

1,833.00 1996 新耐震基準適合

鉄骨造 1 0 533.00

7.00 1980 耐震診断_未実施

1977 耐震診断_未実施

6 0011 阿武隈小学校増築校舎 校舎・園舎 公共用 鉄筋C造 2 0 1,833.00
5 0010 阿武隈小学校屋外便所

0 2,613.00

533.00 1974 耐震改修_実施済

4 0006 阿武隈小学校物置 倉庫・物置 公共用 鉄骨造 1 0 47.00 47.00
3 0005 阿武隈小学校体育館 体育館 公共用

2,613.00 1971 耐震改修_未実施

2 0002 阿武隈小学校物置 倉庫・物置 公共用 木造 1 0 42.00 42.00 1990 新耐震基準適合

1 0001 阿武隈小学校校舎 校舎・園舎 公共用 鉄筋C造 3

階数
地上 地下

建 築 面 積 延 床 面 積
耐震診断 改修年度

耐 震 情 報棟 名 称棟 番 号No. 建 物 用 途 財産
区分 構 造 主 体

（㎡） （㎡）
建築年

27494.24
521.00

1
2

■　建物情報
No. 施 設 名

5

■　施設情報　特記事項

　棟　情　報

4

基準日 令和5年3月31日

須賀川市立阿武隈小学校

3

供用廃止日
時 間 備 考

■　敷地・建物情報
指定管理者

営 業 時 間

外　観　写　真
■　運営・管理情報

直接運営

5422.00

設 置 目 的

設 置 根 拠

運 営 形 態

財 産 区 分
地 域 区 分
小 学 校 区
中 学 校 区

用途地域
所 有 者
敷 地 面 積
借 地 面 積

総建築面積
総延床面積
施 設 面 積 5625.00

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
　施　設　情　報

古舘70番地
須賀川市 教育委員会事務局教育総務課

施 設 名 称

所 在 地
所管局部課

施設大分類
施 設 番 号

施設中分類
施設小分類

E050-0080
共通
学校教育系施設
学校

5422.00

公共用
須賀川地域

供用開始日 1971/03/10

学校施設として使用するため

地方自治法並びに学校教育法



(千円)

/

【施設サービス提供状況】

【単位当たりコスト比較】

令和2年 令和3年 令和4年

　　【歳入の推移】

　財　務　情　報

年度

歳 入

使用料・手数料等
0.0 0.0 0.0

(円/㎡)

総額

令和2年 令和3年 令和4年

令和2年 令和3年 令和4年

令和2年 令和3年 令和4年

実績値
対前年度比

生徒等数

0.0 0.0
人件費 13,775.0 13,810.0 22,613.0

光熱水費 4,269.2 8,301.9 9,528.3
維持保全費
使用料及び賃借料 6,161.3

　　【歳出の推移】

比較単位： 総額 施設面積 【当該施設】 【分類平均】

歳 出 対前年度増減率(%) △ 94.4 △ 25.7
総額 867,909.6 48,425.7 35,972.6

843,704.2 26,313.9 3,831.3

国・県支出金
0.0 0.0 0.0

その他 681,943.0 0.0 0.0

△ 100.0 -
681,943.0 0.0 0.0

対前年度増減率(%)

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名
施設大分類 共通 施設中分類 学校教育系施設 施設小分類 学校

施 設 番 号 E050-0080須賀川市立阿武隈小学校
基準日 令和5年3月31日

404

令和2年 令和3年 令和4年
21 22 24

（人）

項目
教室数

特別教室数
411

94.9% 98.3%

　施設サービス提供状況

（室）
（室） 8 8 8

433
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【費用対効果評価】
財務情報と利用情報からみる定量的な評価

区分 対応 費用対効果評価の考え方
Ａ 継続 コストも利用度も良好
Ｂ１ コスト改善 コストは高いが利用度も高い
Ｂ２ 利用度改善 コストは低いが利用度も低い
Ｃ 見直し コストも利用度も不良

・軸の交差箇所は，用途を同じとする施設全体の移動平均値です。
・コスト/㎡ = の ／ 施設面積
・利用度   = の ／ 施設面積

凡例： ■ … 当該施設 ◆ … 比較対象（分類）の他施設

【施設性能評価】
◯評価小分類によるチャート ◯評価大分類によるチャート

【一次評価】
費用対効果と施設性能のクロス評価結果からみる方向性の位置付け

区分 方向性 一次評価の考え方

Ａ 長寿命化（維持継続）
Ｂ１ 施設性能向上
Ｂ２ 費用対効果向上
Ｃ１ 更新、大規模改修
Ｃ２ 費用対効果と施設性能の改善
Ｃ３ 用途変更、運営管理方針改善
Ｄ１ 建替え等および費用対効果改善
Ｄ２ 用途変更等および施設性能改善
Ｅ 廃止、除却

凡例： ■ … 当該施設 ◆ … 比較対象（分類）の他施設

令和4年 歳出総額
令和4年 生徒等数

①建物の外壁 ⑬周辺環境
⑭必要性
⑮交通アクセス

⑯環境保全
⑰バリアフリー
⑱満足度

②建物の屋根・屋上
③建物の内壁・天井

④冷暖房
⑤給排水

向上
向上 優

基準日 令和5年3月31日

　費用対効果評価

Ⅴ利用 Ⅵ特性

　施設性能評価

⑦指摘事項
⑧位置関係
⑨災害影響

⑩保存価値
⑪地域利用
⑫避難所機能

改善 改善

改善 改善
改善 優

優

改善優

優 優

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名 須賀川市立阿武隈小学校 施 設 番 号 E050-0080
施設大分類 共通 施設中分類 学校教育系施設

費用対効果

施設小分類 学校

向上 改善
改善 向上

⑥衛生

施設性能

　一次評価

凡
例

Ⅰ施設 Ⅱ設備 Ⅲ安全 Ⅳ地域
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テーマ 項目 回答 内容 備考 配点

18 Ⅵ特性 ⑱満足度 ① 不特定多数の住民に利用されていますか。

2

1

基準日 令和5年3月31日

Ⅰ施設 ②建物の屋根・屋上 ③ 建物の屋根・屋上の防水工事は行っていますか？ 5

3 Ⅰ施設 ③建物の内壁・天井 ③ 建物は耐震性を有していますか？ 5

4 Ⅱ設備 ④冷暖房 ③ 冷暖房設備の年式と稼働状況について教えてくださ
い。 5

5 Ⅱ設備 ⑤給排水 ③ 建物の給排水管の更新工事は行っていますか？ 5

6 Ⅱ設備 ⑥衛生 ③ 施設環境（衛生、音、光）に問題はありますか。 5

7 Ⅲ安全 ⑦指摘事項 ② 過去１年間の消防の定期検査や定期報告で指摘事
項がありますか。 3

8 Ⅲ安全 ⑧位置関係 ③ 施設敷地内または施設から概ね５０ｍ以内に危険
物施設はありますか。 5

9 Ⅲ安全 ⑨災害影響 ③ 施設やその敷地が自然災害による影響を受けたことは
ありますか。 5

10 Ⅳ地域 ⑩保存価値 ① 施設や建物等について歴史的・文化的な評価を受け
ていますか。 1

① 地域のお祭りや自治会・町会の会合など、住民による
地域活動の拠点として利用されていますか。 1

3

3

共通 施設中分類 学校教育系施設
須賀川市立阿武隈小学校

施設小分類 学校

⑫避難所機能 ③ 自然災害時等の避難所として指定されていますか。 5

⑬周辺環境 ②
施設や建物，その周辺環境（駐車場，日影，ビル
風，電波障害，騒音，光害，排水，排気，廃熱
等）に関して，利用者や周辺住民等から問題指摘や

3

1

15 Ⅴ利用 ⑮交通アクセス ② 最寄りの公共交通機関乗り場（駅，バス停）からど
のくらいの距離がありますか。 3

16 Ⅵ特性 ⑯環境保全 ② 太陽光パネルやLED照明等の省エネルギー設備を導
入していますか。

17

11 Ⅳ地域 ⑪地域利用

14 Ⅴ利用 ⑭必要性 ③ 近隣１km以内に用途機能の類似する公共施設
（国・県・他市等）または民間の施設はありますか。

Ⅵ特性 ⑰バリアフリー ② バリアフリー（誘導ブロック，手すり，スロープの設置
等）への対応ができていますか。

12 Ⅳ地域

13 Ⅴ利用

　施設管理者アンケート結果

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名
施設大分類

番号

1 Ⅰ施設 ①建物の外壁 ③ 建物の外壁修繕は行っていますか？ 5

施 設 番 号 E050-0080
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7.00 1989 新耐震基準適合

26.00 1990 新耐震基準適合

1,449.00 1996 新耐震基準適合

39.85 1998 新耐震基準適合

13
14

11 0011 仁井田小学校体育用具室 倉庫・物置 公共用 ブロック造 1 0 39.85
12 0012 仁井田小学校浄化槽機械室 その他 公共用 鉄筋C造 1 0 7.00

9 0009 仁井田小学校渡り廊下 校舎・園舎 公共用 鉄筋C造 1 0 26.00
10 0010 仁井田小学校増築校舎 校舎・園舎 公共用 鉄筋C造 2 0 1,449.00

31.00 1990 新耐震基準適合

7 0007 仁井田小学校プール機械室 配電室・電気室 公共用 ブロック造 1 0 49.00
8 0008 仁井田小学校プール更衣室 脱衣室・更衣室 公共用 ブロック造 1 0 31.00

校舎・園舎 公共用 鉄骨造 1 0 27.00

49.00 1990 新耐震基準適合

1,101.00 1990 新耐震基準適合

鉄筋C造 1 0 28.00

27.00 1990 新耐震基準適合

1989 新耐震基準適合

6 0006 仁井田小学校体育館 体育館 公共用 鉄筋C造 1 0 1,101.00
5 0005 仁井田小学校渡り廊下

0 3,227.00

28.00 1989 新耐震基準適合

4 0004 仁井田小学校機械室 配電室・電気室 公共用 鉄筋C造 1 0 60.00 60.00
3 0003 仁井田小学校物置 倉庫・物置 公共用

3,227.00 1989 新耐震基準適合

2 0002 仁井田小学校給食室 給食室 公共用 鉄筋C造 1 0 190.00 190.00 1989 新耐震基準適合

1 0001 仁井田小学校校舎 校舎・園舎 公共用 鉄筋C造 3

階数
地上 地下

建 築 面 積 延 床 面 積
耐震診断 改修年度

耐 震 情 報棟 名 称棟 番 号No. 建 物 用 途 財産
区分 構 造 主 体

（㎡） （㎡）
建築年

28189.00

1
2

■　建物情報
No. 施 設 名

5

■　施設情報　特記事項

　棟　情　報

4

基準日 令和5年3月31日

須賀川市立仁井田小学校

3

供用廃止日
時 間 備 考

■　敷地・建物情報
指定管理者

営 業 時 間

外　観　写　真
■　運営・管理情報

直接運営

6234.85

設 置 目 的

設 置 根 拠

運 営 形 態

財 産 区 分
地 域 区 分
小 学 校 区
中 学 校 区

用途地域
所 有 者
敷 地 面 積
借 地 面 積

総建築面積
総延床面積
施 設 面 積 6234.85

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
　施　設　情　報

仁井田字長者井戸111番地1
須賀川市 教育委員会事務局教育総務課

施 設 名 称

所 在 地
所管局部課

施設大分類
施 設 番 号

施設中分類
施設小分類

E050-0090
共通
学校教育系施設
学校

6234.85

公共用
須賀川地域

供用開始日 1989/02/28

学校施設として使用するため

地方自治法並びに学校教育法



(千円)

/

【施設サービス提供状況】

【単位当たりコスト比較】

令和2年 令和3年 令和4年

　　【歳入の推移】

　財　務　情　報

年度

歳 入

使用料・手数料等
0.0 0.0 0.0

(円/㎡)

総額

令和2年 令和3年 令和4年

令和2年 令和3年 令和4年

令和2年 令和3年 令和4年

実績値
対前年度比

生徒等数

0.0 0.0
人件費 11,020.0 11,048.0 15,640.0

光熱水費 4,491.1 5,614.7 6,713.9
維持保全費
使用料及び賃借料 202.0

　　【歳出の推移】

比較単位： 総額 施設面積 【当該施設】 【分類平均】

歳 出 対前年度増減率(%) 20.4 23.8
総額 20,550.7 24,734.1 30,620.8

4,837.7 8,071.4 8,267.0

国・県支出金
0.0 0.0 0.0

その他 0.0 0.0 0.0

- -
0.0 0.0 0.0

対前年度増減率(%)

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名
施設大分類 共通 施設中分類 学校教育系施設 施設小分類 学校

施 設 番 号 E050-0090須賀川市立仁井田小学校
基準日 令和5年3月31日

274

令和2年 令和3年 令和4年
20 19 23

（人）

項目
教室数

特別教室数
278

98.9% 98.6%

　施設サービス提供状況

（室）
（室） 10 10 9

281

0 1000 2000 3000 4000 5000 6000

0 20000 40000 60000 80000 100000 120000

当該施設

0.0
0.2
0.4
0.6
0.8
1.0

0.0

5,000.0

10,000.0

15,000.0

生徒等数1人あたりコスト （円/人）

㎡あたりコスト （円/㎡）
0

5

10

15

20

25
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50

100
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生徒等数 生徒等数平均

教室数 教室数平均



【費用対効果評価】
財務情報と利用情報からみる定量的な評価

区分 対応 費用対効果評価の考え方
Ａ 継続 コストも利用度も良好
Ｂ１ コスト改善 コストは高いが利用度も高い
Ｂ２ 利用度改善 コストは低いが利用度も低い
Ｃ 見直し コストも利用度も不良

・軸の交差箇所は，用途を同じとする施設全体の移動平均値です。
・コスト/㎡ = の ／ 施設面積
・利用度   = の ／ 施設面積

凡例： ■ … 当該施設 ◆ … 比較対象（分類）の他施設

【施設性能評価】
◯評価小分類によるチャート ◯評価大分類によるチャート

【一次評価】
費用対効果と施設性能のクロス評価結果からみる方向性の位置付け

区分 方向性 一次評価の考え方

Ａ 長寿命化（維持継続）
Ｂ１ 施設性能向上
Ｂ２ 費用対効果向上
Ｃ１ 更新、大規模改修
Ｃ２ 費用対効果と施設性能の改善
Ｃ３ 用途変更、運営管理方針改善
Ｄ１ 建替え等および費用対効果改善
Ｄ２ 用途変更等および施設性能改善
Ｅ 廃止、除却

凡例： ■ … 当該施設 ◆ … 比較対象（分類）の他施設

令和4年 歳出総額
令和4年 生徒等数

①建物の外壁 ⑬周辺環境
⑭必要性
⑮交通アクセス

⑯環境保全
⑰バリアフリー
⑱満足度

②建物の屋根・屋上
③建物の内壁・天井

④冷暖房
⑤給排水

向上
向上 優

基準日 令和5年3月31日

　費用対効果評価

Ⅴ利用 Ⅵ特性

　施設性能評価

⑦指摘事項
⑧位置関係
⑨災害影響

⑩保存価値
⑪地域利用
⑫避難所機能

改善 改善

改善 改善
改善 優

優

改善優

優 優

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名 須賀川市立仁井田小学校 施 設 番 号 E050-0090
施設大分類 共通 施設中分類 学校教育系施設

費用対効果

施設小分類 学校

向上 改善
改善 向上

⑥衛生

施設性能

　一次評価

凡
例

Ⅰ施設 Ⅱ設備 Ⅲ安全 Ⅳ地域

利
用
度

高
←

→
低
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Ⅵ特性

当該施設の値
比較対象（分類）の他施設の平均値



テーマ 項目 回答 内容 備考 配点

18 Ⅵ特性 ⑱満足度 ① 不特定多数の住民に利用されていますか。

2

1

基準日 令和5年3月31日

Ⅰ施設 ②建物の屋根・屋上 ② 建物の屋根・屋上の防水工事は行っていますか？ 3

3 Ⅰ施設 ③建物の内壁・天井 ② 建物は耐震性を有していますか？ 3

4 Ⅱ設備 ④冷暖房 ③ 冷暖房設備の年式と稼働状況について教えてくださ
い。 5

5 Ⅱ設備 ⑤給排水 ② 建物の給排水管の更新工事は行っていますか？ 3

6 Ⅱ設備 ⑥衛生 ② 施設環境（衛生、音、光）に問題はありますか。 3

7 Ⅲ安全 ⑦指摘事項 ② 過去１年間の消防の定期検査や定期報告で指摘事
項がありますか。 3

8 Ⅲ安全 ⑧位置関係 ① 施設敷地内または施設から概ね５０ｍ以内に危険
物施設はありますか。 1

9 Ⅲ安全 ⑨災害影響 ② 施設やその敷地が自然災害による影響を受けたことは
ありますか。 3

10 Ⅳ地域 ⑩保存価値 ① 施設や建物等について歴史的・文化的な評価を受け
ていますか。 1

① 地域のお祭りや自治会・町会の会合など、住民による
地域活動の拠点として利用されていますか。 1

3

1

共通 施設中分類 学校教育系施設
須賀川市立仁井田小学校

施設小分類 学校

⑫避難所機能 ③ 自然災害時等の避難所として指定されていますか。 5

⑬周辺環境 ②
施設や建物，その周辺環境（駐車場，日影，ビル
風，電波障害，騒音，光害，排水，排気，廃熱
等）に関して，利用者や周辺住民等から問題指摘や

3

1

15 Ⅴ利用 ⑮交通アクセス ② 最寄りの公共交通機関乗り場（駅，バス停）からど
のくらいの距離がありますか。 3

16 Ⅵ特性 ⑯環境保全 ② 太陽光パネルやLED照明等の省エネルギー設備を導
入していますか。

17

11 Ⅳ地域 ⑪地域利用

14 Ⅴ利用 ⑭必要性 ③ 近隣１km以内に用途機能の類似する公共施設
（国・県・他市等）または民間の施設はありますか。

Ⅵ特性 ⑰バリアフリー ① バリアフリー（誘導ブロック，手すり，スロープの設置
等）への対応ができていますか。

12 Ⅳ地域

13 Ⅴ利用

　施設管理者アンケート結果

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名
施設大分類

番号

1 Ⅰ施設 ①建物の外壁 ② 建物の外壁修繕は行っていますか？ 3

施 設 番 号 E050-0090



～

㎡
㎡ ㎡
㎡ ㎡

19
20

17
18

16

8:15 16:45

15

13
14

11
12

9
10

4.00 1982 新耐震基準適合

7 0009 柏城小学校ポンプ室 ポンプ室 公共用 鉄筋C造 1 0 17.00
8 0010 柏城小学校物置 倉庫・物置 公共用 鉄骨造 1 0 4.00

倉庫・物置 公共用 ブロック造 1 0 19.00

17.00 1982 新耐震基準適合

227.00 1996 新耐震基準適合

鉄筋C造 1 0 172.00

19.00 1997 新耐震基準適合

1983 新耐震基準適合

6 0008 柏城小校舎 校舎・園舎 公共用 鉄骨造 3 0 227.00
5 0007 柏城小学校プール物置

0 1,824.00

172.00 1982 新耐震基準適合

4 0004 柏城小学校体育館 体育館 公共用 鉄骨造 1 0 720.00 720.00
3 0003 柏城小学校給食室 給食室 公共用

1,824.00 1982 新耐震基準適合

2 0002 柏城小学校増築校舎 校舎・園舎 公共用 鉄筋C造 3 0 1,374.00 1,374.00 2006 新耐震基準適合

1 0001 柏城小学校校舎 校舎・園舎 公共用 鉄筋C造 3

階数
地上 地下

建 築 面 積 延 床 面 積
耐震診断 改修年度

耐 震 情 報棟 名 称棟 番 号No. 建 物 用 途 財産
区分 構 造 主 体

（㎡） （㎡）
建築年

32724.20

1
2

■　建物情報
No. 施 設 名

5

■　施設情報　特記事項

　棟　情　報

4

基準日 令和5年3月31日

須賀川市立柏城小学校

3

供用廃止日
時 間 備 考

■　敷地・建物情報
指定管理者

営 業 時 間

外　観　写　真
■　運営・管理情報

直接運営

4357.00

設 置 目 的

設 置 根 拠

運 営 形 態

財 産 区 分
地 域 区 分
小 学 校 区
中 学 校 区

用途地域
所 有 者
敷 地 面 積
借 地 面 積

総建築面積
総延床面積
施 設 面 積 4415.00

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
　施　設　情　報

滑川字東町127番地
須賀川市 教育委員会事務局教育総務課

施 設 名 称

所 在 地
所管局部課

施設大分類
施 設 番 号

施設中分類
施設小分類

E050-0100
共通
学校教育系施設
学校

4357.00

公共用
須賀川地域

供用開始日 1982/03/01

学校施設として使用するため

地方自治法並びに学校教育法



(千円)

/

【施設サービス提供状況】

【単位当たりコスト比較】

令和2年 令和3年 令和4年

　　【歳入の推移】

　財　務　情　報

年度

歳 入

使用料・手数料等
0.0 0.0 0.0

(円/㎡)

総額

令和2年 令和3年 令和4年

令和2年 令和3年 令和4年

令和2年 令和3年 令和4年

実績値
対前年度比

生徒等数

0.0 0.0
人件費 13,775.0 13,810.0 20,571.0

光熱水費 6,708.3 7,526.2 8,027.3
維持保全費
使用料及び賃借料 144.0

　　【歳出の推移】

比較単位： 総額 施設面積 【当該施設】 【分類平均】

歳 出 対前年度増減率(%) 41.6 △ 11.8
総額 24,931.6 35,299.2 31,122.5

4,304.3 13,963.0 2,524.2

国・県支出金
0.0 0.0 0.0

その他 0.0 0.0 0.0

- -
0.0 0.0 0.0

対前年度増減率(%)

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名
施設大分類 共通 施設中分類 学校教育系施設 施設小分類 学校

施 設 番 号 E050-0100須賀川市立柏城小学校
基準日 令和5年3月31日

480

令和2年 令和3年 令和4年
20 20 21

（人）

項目
教室数

特別教室数
487

98.0% 98.6%

　施設サービス提供状況

（室）
（室） 7 7 7

497
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教室数 教室数平均



【費用対効果評価】
財務情報と利用情報からみる定量的な評価

区分 対応 費用対効果評価の考え方
Ａ 継続 コストも利用度も良好
Ｂ１ コスト改善 コストは高いが利用度も高い
Ｂ２ 利用度改善 コストは低いが利用度も低い
Ｃ 見直し コストも利用度も不良

・軸の交差箇所は，用途を同じとする施設全体の移動平均値です。
・コスト/㎡ = の ／ 施設面積
・利用度   = の ／ 施設面積

凡例： ■ … 当該施設 ◆ … 比較対象（分類）の他施設

【施設性能評価】
◯評価小分類によるチャート ◯評価大分類によるチャート

【一次評価】
費用対効果と施設性能のクロス評価結果からみる方向性の位置付け

区分 方向性 一次評価の考え方

Ａ 長寿命化（維持継続）
Ｂ１ 施設性能向上
Ｂ２ 費用対効果向上
Ｃ１ 更新、大規模改修
Ｃ２ 費用対効果と施設性能の改善
Ｃ３ 用途変更、運営管理方針改善
Ｄ１ 建替え等および費用対効果改善
Ｄ２ 用途変更等および施設性能改善
Ｅ 廃止、除却

凡例： ■ … 当該施設 ◆ … 比較対象（分類）の他施設

令和4年 歳出総額
令和4年 生徒等数

①建物の外壁 ⑬周辺環境
⑭必要性
⑮交通アクセス

⑯環境保全
⑰バリアフリー
⑱満足度

②建物の屋根・屋上
③建物の内壁・天井

④冷暖房
⑤給排水

向上
向上 優

基準日 令和5年3月31日

　費用対効果評価

Ⅴ利用 Ⅵ特性

　施設性能評価

⑦指摘事項
⑧位置関係
⑨災害影響

⑩保存価値
⑪地域利用
⑫避難所機能

改善 改善

改善 改善
改善 優

優

改善優

優 優

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名 須賀川市立柏城小学校 施 設 番 号 E050-0100
施設大分類 共通 施設中分類 学校教育系施設

費用対効果

施設小分類 学校

向上 改善
改善 向上

⑥衛生

施設性能

　一次評価

凡
例

Ⅰ施設 Ⅱ設備 Ⅲ安全 Ⅳ地域
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テーマ 項目 回答 内容 備考 配点

18 Ⅵ特性 ⑱満足度 ① 不特定多数の住民に利用されていますか。

2

1

基準日 令和5年3月31日

Ⅰ施設 ②建物の屋根・屋上 ③ 建物の屋根・屋上の防水工事は行っていますか？ 5

3 Ⅰ施設 ③建物の内壁・天井 ② 建物は耐震性を有していますか？ 3

4 Ⅱ設備 ④冷暖房 ② 冷暖房設備の年式と稼働状況について教えてくださ
い。 3

5 Ⅱ設備 ⑤給排水 ② 建物の給排水管の更新工事は行っていますか？ 3

6 Ⅱ設備 ⑥衛生 ② 施設環境（衛生、音、光）に問題はありますか。 3

7 Ⅲ安全 ⑦指摘事項 ② 過去１年間の消防の定期検査や定期報告で指摘事
項がありますか。 3

8 Ⅲ安全 ⑧位置関係 ① 施設敷地内または施設から概ね５０ｍ以内に危険
物施設はありますか。 1

9 Ⅲ安全 ⑨災害影響 ③ 施設やその敷地が自然災害による影響を受けたことは
ありますか。 5

10 Ⅳ地域 ⑩保存価値 ① 施設や建物等について歴史的・文化的な評価を受け
ていますか。 1

① 地域のお祭りや自治会・町会の会合など、住民による
地域活動の拠点として利用されていますか。 1

5

3

共通 施設中分類 学校教育系施設
須賀川市立柏城小学校

施設小分類 学校

⑫避難所機能 ③ 自然災害時等の避難所として指定されていますか。 5

⑬周辺環境 ②
施設や建物，その周辺環境（駐車場，日影，ビル
風，電波障害，騒音，光害，排水，排気，廃熱
等）に関して，利用者や周辺住民等から問題指摘や

3

1

15 Ⅴ利用 ⑮交通アクセス ③ 最寄りの公共交通機関乗り場（駅，バス停）からど
のくらいの距離がありますか。 5

16 Ⅵ特性 ⑯環境保全 ③ 太陽光パネルやLED照明等の省エネルギー設備を導
入していますか。

17

11 Ⅳ地域 ⑪地域利用

14 Ⅴ利用 ⑭必要性 ③ 近隣１km以内に用途機能の類似する公共施設
（国・県・他市等）または民間の施設はありますか。

Ⅵ特性 ⑰バリアフリー ② バリアフリー（誘導ブロック，手すり，スロープの設置
等）への対応ができていますか。

12 Ⅳ地域

13 Ⅴ利用

　施設管理者アンケート結果

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名
施設大分類

番号

1 Ⅰ施設 ①建物の外壁 ② 建物の外壁修繕は行っていますか？ 3

施 設 番 号 E050-0100



～

㎡
㎡ ㎡
㎡ ㎡

19
20

17
18

16

8:15 16:45

15

52.00 2000 新耐震基準適合

40.00 1981 新耐震基準適合

14.00 1987 新耐震基準適合

16.00 2000 新耐震基準適合

13
14

11 0011 大東小学校プール機械室 校舎・園舎 公共用 ブロック造 1 0 16.00
12 0012 大東小学校プール更衣室 脱衣室・更衣室 公共用 ブロック造 1 0 52.00

9 0009 大東小学校資料室 校舎・園舎 公共用 鉄骨造 1 0 40.00
10 0010 大東小学校玄関 校舎・園舎 公共用 鉄筋C造 1 0 14.00

5.00 1981 新耐震基準適合

7 0007 大東小学校物置 倉庫・物置 公共用 鉄骨造 1 0 39.00
8 0008 大東小学校屋外便所 便所 公共用 ブロック造 1 0 5.00

給食室 公共用 鉄骨造 1 0 126.00

39.00 1980 耐震診断_未実施

5.00 1994 新耐震基準適合

鉄骨造 1 0 451.00

126.00 1980 耐震診断_未実施

1973 耐震診断_未実施

6 0006 大東小学校石油貯蔵庫 その他 公共用 ブロック造 1 0 5.00
5 0005 大東小学校給食室

0 2,408.00

451.00 1971 耐震改修_実施済

4 0004 大東小学校体育用具室 倉庫・物置 公共用 ブロック造 1 0 26.00 26.00
3 0003 大東小学校体育館 体育館 公共用

2,408.00 1970 耐震改修_実施済

2 0002 大東小学校揚水機室 ポンプ室 公共用 鉄筋C造 1 0 15.00 15.00 1994 新耐震基準適合

1 0001 大東小学校校舎 校舎・園舎 公共用 鉄筋C造 2

階数
地上 地下

建 築 面 積 延 床 面 積
耐震診断 改修年度

耐 震 情 報棟 名 称棟 番 号No. 建 物 用 途 財産
区分 構 造 主 体

（㎡） （㎡）
建築年

21206.11

1
2

■　建物情報
No. 施 設 名

5

■　施設情報　特記事項

　棟　情　報

4

基準日 令和5年3月31日

須賀川市立大東小学校

3

供用廃止日
時 間 備 考

■　敷地・建物情報
指定管理者

営 業 時 間

外　観　写　真
■　運営・管理情報

直接運営

3197.00

設 置 目 的

設 置 根 拠

運 営 形 態

財 産 区 分
地 域 区 分
小 学 校 区
中 学 校 区

用途地域
所 有 者
敷 地 面 積
借 地 面 積

総建築面積
総延床面積
施 設 面 積 3197.00

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
　施　設　情　報

雨田字芳ケ平72番地
須賀川市 教育委員会事務局教育総務課

施 設 名 称

所 在 地
所管局部課

施設大分類
施 設 番 号

施設中分類
施設小分類

E050-0110
共通
学校教育系施設
学校

3197.00

公共用
須賀川地域

供用開始日 1970/02/28

学校施設として使用するため

地方自治法並びに学校教育法



(千円)

/

【施設サービス提供状況】

【単位当たりコスト比較】

令和2年 令和3年 令和4年

　　【歳入の推移】

　財　務　情　報

年度

歳 入

使用料・手数料等
0.0 0.0 0.0

(円/㎡)

総額

令和2年 令和3年 令和4年

令和2年 令和3年 令和4年

令和2年 令和3年 令和4年

実績値
対前年度比

生徒等数

0.0 0.0
人件費 8,265.0 8,286.0 14,793.0

光熱水費 3,263.8 3,986.3 5,172.3
維持保全費
使用料及び賃借料 221.4

　　【歳出の推移】

比較単位： 総額 施設面積 【当該施設】 【分類平均】

歳 出 対前年度増減率(%) △ 7.9 51.3
総額 15,913.7 14,663.7 22,186.4

4,163.5 2,391.4 2,221.1

国・県支出金
0.0 0.0 0.0

その他 0.0 0.0 0.0

- -
0.0 0.0 0.0

対前年度増減率(%)

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名
施設大分類 共通 施設中分類 学校教育系施設 施設小分類 学校

施 設 番 号 E050-0110須賀川市立大東小学校
基準日 令和5年3月31日

172

令和2年 令和3年 令和4年
11 11 11

（人）

項目
教室数

特別教室数
179

94.7% 96.1%

　施設サービス提供状況

（室）
（室） 7 7 8

189
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【費用対効果評価】
財務情報と利用情報からみる定量的な評価

区分 対応 費用対効果評価の考え方
Ａ 継続 コストも利用度も良好
Ｂ１ コスト改善 コストは高いが利用度も高い
Ｂ２ 利用度改善 コストは低いが利用度も低い
Ｃ 見直し コストも利用度も不良

・軸の交差箇所は，用途を同じとする施設全体の移動平均値です。
・コスト/㎡ = の ／ 施設面積
・利用度   = の ／ 施設面積

凡例： ■ … 当該施設 ◆ … 比較対象（分類）の他施設

【施設性能評価】
◯評価小分類によるチャート ◯評価大分類によるチャート

【一次評価】
費用対効果と施設性能のクロス評価結果からみる方向性の位置付け

区分 方向性 一次評価の考え方

Ａ 長寿命化（維持継続）
Ｂ１ 施設性能向上
Ｂ２ 費用対効果向上
Ｃ１ 更新、大規模改修
Ｃ２ 費用対効果と施設性能の改善
Ｃ３ 用途変更、運営管理方針改善
Ｄ１ 建替え等および費用対効果改善
Ｄ２ 用途変更等および施設性能改善
Ｅ 廃止、除却

凡例： ■ … 当該施設 ◆ … 比較対象（分類）の他施設

令和4年 歳出総額
令和4年 生徒等数

①建物の外壁 ⑬周辺環境
⑭必要性
⑮交通アクセス

⑯環境保全
⑰バリアフリー
⑱満足度

②建物の屋根・屋上
③建物の内壁・天井

④冷暖房
⑤給排水

向上
向上 優

基準日 令和5年3月31日

　費用対効果評価

Ⅴ利用 Ⅵ特性

　施設性能評価

⑦指摘事項
⑧位置関係
⑨災害影響

⑩保存価値
⑪地域利用
⑫避難所機能

改善 改善

改善 改善
改善 優

優

改善優

優 優

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名 須賀川市立大東小学校 施 設 番 号 E050-0110
施設大分類 共通 施設中分類 学校教育系施設

費用対効果

施設小分類 学校

向上 改善
改善 向上

⑥衛生

施設性能

　一次評価

凡
例

Ⅰ施設 Ⅱ設備 Ⅲ安全 Ⅳ地域
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度
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比較対象（分類）の他施設の平均値



テーマ 項目 回答 内容 備考 配点

18 Ⅵ特性 ⑱満足度 ① 不特定多数の住民に利用されていますか。

2

1

基準日 令和5年3月31日

Ⅰ施設 ②建物の屋根・屋上 ③ 建物の屋根・屋上の防水工事は行っていますか？ 5

3 Ⅰ施設 ③建物の内壁・天井 ② 建物は耐震性を有していますか？ 3

4 Ⅱ設備 ④冷暖房 ③ 冷暖房設備の年式と稼働状況について教えてくださ
い。 5

5 Ⅱ設備 ⑤給排水 ② 建物の給排水管の更新工事は行っていますか？ 3

6 Ⅱ設備 ⑥衛生 ② 施設環境（衛生、音、光）に問題はありますか。 3

7 Ⅲ安全 ⑦指摘事項 ② 過去１年間の消防の定期検査や定期報告で指摘事
項がありますか。 3

8 Ⅲ安全 ⑧位置関係 ① 施設敷地内または施設から概ね５０ｍ以内に危険
物施設はありますか。 1

9 Ⅲ安全 ⑨災害影響 ③ 施設やその敷地が自然災害による影響を受けたことは
ありますか。 5

10 Ⅳ地域 ⑩保存価値 ① 施設や建物等について歴史的・文化的な評価を受け
ていますか。 1

① 地域のお祭りや自治会・町会の会合など、住民による
地域活動の拠点として利用されていますか。 1

5

3

共通 施設中分類 学校教育系施設
須賀川市立大東小学校

施設小分類 学校

⑫避難所機能 ③ 自然災害時等の避難所として指定されていますか。 5

⑬周辺環境 ②
施設や建物，その周辺環境（駐車場，日影，ビル
風，電波障害，騒音，光害，排水，排気，廃熱
等）に関して，利用者や周辺住民等から問題指摘や

3

1

15 Ⅴ利用 ⑮交通アクセス ③ 最寄りの公共交通機関乗り場（駅，バス停）からど
のくらいの距離がありますか。 5

16 Ⅵ特性 ⑯環境保全 ③ 太陽光パネルやLED照明等の省エネルギー設備を導
入していますか。

17

11 Ⅳ地域 ⑪地域利用

14 Ⅴ利用 ⑭必要性 ③ 近隣１km以内に用途機能の類似する公共施設
（国・県・他市等）または民間の施設はありますか。

Ⅵ特性 ⑰バリアフリー ② バリアフリー（誘導ブロック，手すり，スロープの設置
等）への対応ができていますか。

12 Ⅳ地域

13 Ⅴ利用

　施設管理者アンケート結果

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名
施設大分類

番号

1 Ⅰ施設 ①建物の外壁 ② 建物の外壁修繕は行っていますか？ 3

施 設 番 号 E050-0110



～

㎡
㎡ ㎡
㎡ ㎡

19
20

17
18

16
15

13
14

11
12

9
10

7
8

鉄骨造 1 0 15.40

6
5

0 307.00

15.40 1998 新耐震基準適合

4
3 0003 大東小学校上小山田分校物置 倉庫・物置 公共用

307.00 1963 耐震診断_未実施

2 0002 大東小学校上小山田分校物置（旧教員住宅） 倉庫・物置 公共用 木造 1 0 44.00 44.00 1969 耐震診断_未実施

1 0001 大東小学校上小山田分校（校舎） 校舎・園舎 公共用 木造 1

階数
地上 地下

建 築 面 積 延 床 面 積
耐震診断 改修年度

耐 震 情 報棟 名 称棟 番 号No. 建 物 用 途 財産
区分 構 造 主 体

（㎡） （㎡）
建築年

3234.00

1
2

■　建物情報
No. 施 設 名

5

■　施設情報　特記事項

　棟　情　報

4

基準日 令和5年3月31日

須賀川市立大東小学校上小山田分校

3

供用廃止日
時 間 備 考

■　敷地・建物情報
指定管理者

営 業 時 間

外　観　写　真
■　運営・管理情報

直接運営

366.40

設 置 目 的

設 置 根 拠

運 営 形 態

財 産 区 分
地 域 区 分
小 学 校 区
中 学 校 区

用途地域
所 有 者
敷 地 面 積
借 地 面 積

総建築面積
総延床面積
施 設 面 積 366.40

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
　施　設　情　報

上小山田字小林10番地
須賀川市 教育委員会事務局教育総務課

施 設 名 称

所 在 地
所管局部課

施設大分類
施 設 番 号

施設中分類
施設小分類

E050-0120
共通
学校教育系施設
学校

366.40

公共用
須賀川地域

供用開始日 1963/01/01

学校施設として使用するため

地方自治法並びに学校教育法



(千円)

/

【施設サービス提供状況】

【単位当たりコスト比較】

令和2年 令和3年 令和4年

　　【歳入の推移】

　財　務　情　報

年度

歳 入

使用料・手数料等
0.0 0.0 0.0

(円/㎡)

総額

令和2年 令和3年 令和4年

令和2年 令和3年 令和4年

令和2年 令和3年 令和4年

実績値
対前年度比

生徒等数

0.0 0.0
人件費 0.0 0.0 0.0

光熱水費 101.3 102.1 95.5
維持保全費
使用料及び賃借料 0.0

　　【歳出の推移】

比較単位： 総額 施設面積 【当該施設】 【分類平均】

歳 出 対前年度増減率(%) △ 16.5 △ 72.6
総額 417.6 348.5 95.5

316.2 246.4 0.0

国・県支出金
0.0 0.0 0.0

その他 0.0 0.0 0.0

- -
0.0 0.0 0.0

対前年度増減率(%)

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名
施設大分類 共通 施設中分類 学校教育系施設 施設小分類 学校

施 設 番 号 E050-0120須賀川市立大東小学校上小山田分校
基準日 令和5年3月31日

0

令和2年 令和3年 令和4年
0 0 0

（人）

項目
教室数

特別教室数
0
- -

　施設サービス提供状況

（室）
（室） 0 0 0

0
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【費用対効果評価】
財務情報と利用情報からみる定量的な評価

区分 対応 費用対効果評価の考え方
Ａ 継続 コストも利用度も良好
Ｂ１ コスト改善 コストは高いが利用度も高い
Ｂ２ 利用度改善 コストは低いが利用度も低い
Ｃ 見直し コストも利用度も不良

・軸の交差箇所は，用途を同じとする施設全体の移動平均値です。
・コスト/㎡ = の ／ 施設面積
・利用度   = の ／ 施設面積

凡例： ■ … 当該施設 ◆ … 比較対象（分類）の他施設

【施設性能評価】
◯評価小分類によるチャート ◯評価大分類によるチャート

【一次評価】
費用対効果と施設性能のクロス評価結果からみる方向性の位置付け

区分 方向性 一次評価の考え方

Ａ 長寿命化（維持継続）
Ｂ１ 施設性能向上
Ｂ２ 費用対効果向上
Ｃ１ 更新、大規模改修
Ｃ２ 費用対効果と施設性能の改善
Ｃ３ 用途変更、運営管理方針改善
Ｄ１ 建替え等および費用対効果改善
Ｄ２ 用途変更等および施設性能改善
Ｅ 廃止、除却

凡例： ■ … 当該施設 ◆ … 比較対象（分類）の他施設

令和4年 歳出総額
令和4年 生徒等数

①建物の外壁 ⑬周辺環境
⑭必要性
⑮交通アクセス

⑯環境保全
⑰バリアフリー
⑱満足度

②建物の屋根・屋上
③建物の内壁・天井

④冷暖房
⑤給排水

向上
向上 優

基準日 令和5年3月31日

　費用対効果評価

Ⅴ利用 Ⅵ特性

　施設性能評価

⑦指摘事項
⑧位置関係
⑨災害影響

⑩保存価値
⑪地域利用
⑫避難所機能

改善 改善

改善 改善
改善 優

優

改善優

優 優

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名 須賀川市立大東小学校上小山田分校 施 設 番 号 E050-0120
施設大分類 共通 施設中分類 学校教育系施設

費用対効果

施設小分類 学校

向上 改善
改善 向上

⑥衛生

施設性能

　一次評価

凡
例
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テーマ 項目 回答 内容 備考 配点

18 Ⅵ特性 ⑱満足度 ③ 不特定多数の住民に利用されていますか。

2

5

基準日 令和5年3月31日

Ⅰ施設 ②建物の屋根・屋上 ② 建物の屋根・屋上の防水工事は行っていますか？ 3

3 Ⅰ施設 ③建物の内壁・天井 ② 建物は耐震性を有していますか？ 3

4 Ⅱ設備 ④冷暖房 ③ 冷暖房設備の年式と稼働状況について教えてくださ
い。 5

5 Ⅱ設備 ⑤給排水 ② 建物の給排水管の更新工事は行っていますか？ 3

6 Ⅱ設備 ⑥衛生 ② 施設環境（衛生、音、光）に問題はありますか。 3

7 Ⅲ安全 ⑦指摘事項 ③ 過去１年間の消防の定期検査や定期報告で指摘事
項がありますか。 5

8 Ⅲ安全 ⑧位置関係 ③ 施設敷地内または施設から概ね５０ｍ以内に危険
物施設はありますか。 5

9 Ⅲ安全 ⑨災害影響 ③ 施設やその敷地が自然災害による影響を受けたことは
ありますか。 5

10 Ⅳ地域 ⑩保存価値 ① 施設や建物等について歴史的・文化的な評価を受け
ていますか。 1

① 地域のお祭りや自治会・町会の会合など、住民による
地域活動の拠点として利用されていますか。 1

1

1

共通 施設中分類 学校教育系施設
須賀川市立大東小学校上小山田分校

施設小分類 学校

⑫避難所機能 ③ 自然災害時等の避難所として指定されていますか。 5

⑬周辺環境 ③
施設や建物，その周辺環境（駐車場，日影，ビル
風，電波障害，騒音，光害，排水，排気，廃熱
等）に関して，利用者や周辺住民等から問題指摘や

5

1

15 Ⅴ利用 ⑮交通アクセス ① 最寄りの公共交通機関乗り場（駅，バス停）からど
のくらいの距離がありますか。 1

16 Ⅵ特性 ⑯環境保全 ① 太陽光パネルやLED照明等の省エネルギー設備を導
入していますか。

17

11 Ⅳ地域 ⑪地域利用

14 Ⅴ利用 ⑭必要性 ③ 近隣１km以内に用途機能の類似する公共施設
（国・県・他市等）または民間の施設はありますか。

Ⅵ特性 ⑰バリアフリー ① バリアフリー（誘導ブロック，手すり，スロープの設置
等）への対応ができていますか。

12 Ⅳ地域

13 Ⅴ利用

　施設管理者アンケート結果

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名
施設大分類

番号

1 Ⅰ施設 ①建物の外壁 ② 建物の外壁修繕は行っていますか？ 3

施 設 番 号 E050-0120



～

㎡
㎡ ㎡
㎡ ㎡
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20

17
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16

8:15 16:45

15

13
14

11
12

9
10

7 0007 大森小学校機械室 配電室・電気室 公共用 鉄筋C造 1 0 60.00
8

倉庫・物置 公共用 鉄筋C造 1 0 30.00

60.00 1990 新耐震基準適合

10.00 1999 新耐震基準適合

鉄骨造 1 0 941.00

30.00 1990 新耐震基準適合

1991 新耐震基準適合

6 0006 大森小学校物置 倉庫・物置 公共用 ブロック造 1 0 10.00
5 0005 大森小学校物置

0 2,801.00

941.00 1991 新耐震基準適合

4 0004 大森小学校プール更衣室 脱衣室・更衣室 公共用 ブロック造 1 0 64.00 64.00
3 0003 大森小学校体育館 体育館 公共用

2,801.00 1990 新耐震基準適合

2 0002 大森小学校給食室 給食室 公共用 鉄筋C造 1 0 135.00 135.00 1990 新耐震基準適合

1 0001 大森小学校校舎 校舎・園舎 公共用 鉄筋C造 3

階数
地上 地下

建 築 面 積 延 床 面 積
耐震診断 改修年度

耐 震 情 報棟 名 称棟 番 号No. 建 物 用 途 財産
区分 構 造 主 体

（㎡） （㎡）
建築年

21405.88

1
2

■　建物情報
No. 施 設 名

5

■　施設情報　特記事項

　棟　情　報

4

基準日 令和5年3月31日

須賀川市立大森小学校

3

供用廃止日
時 間 備 考

■　敷地・建物情報
指定管理者

営 業 時 間

外　観　写　真
■　運営・管理情報

直接運営

4041.00

設 置 目 的

設 置 根 拠

運 営 形 態

財 産 区 分
地 域 区 分
小 学 校 区
中 学 校 区

用途地域
所 有 者
敷 地 面 積
借 地 面 積

総建築面積
総延床面積
施 設 面 積 4041.00

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
　施　設　情　報

狸森字杉内90番地
須賀川市 教育委員会事務局教育総務課

施 設 名 称

所 在 地
所管局部課

施設大分類
施 設 番 号

施設中分類
施設小分類

E050-0130
共通
学校教育系施設
学校

4041.00

公共用
須賀川地域

供用開始日 1990/02/17

学校施設として使用するため

地方自治法並びに学校教育法



(千円)

/

【施設サービス提供状況】

【単位当たりコスト比較】

令和2年 令和3年 令和4年

　　【歳入の推移】

　財　務　情　報

年度

歳 入

使用料・手数料等
0.0 0.0 0.0

(円/㎡)

総額

令和2年 令和3年 令和4年

令和2年 令和3年 令和4年

令和2年 令和3年 令和4年

実績値
対前年度比

生徒等数

0.0 0.0
人件費 8,265.0 8,286.0 10,709.0

光熱水費 3,549.3 5,085.1 5,443.1
維持保全費
使用料及び賃借料 201.2

　　【歳出の推移】

比較単位： 総額 施設面積 【当該施設】 【分類平均】

歳 出 対前年度増減率(%) 0.3 69.5
総額 15,532.0 15,585.3 26,411.0

3,516.5 2,214.2 10,258.9

国・県支出金
0.0 0.0 0.0

その他 0.0 0.0 0.0

- -
0.0 0.0 0.0

対前年度増減率(%)

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名
施設大分類 共通 施設中分類 学校教育系施設 施設小分類 学校

施 設 番 号 E050-0130須賀川市立大森小学校
基準日 令和5年3月31日

31

令和2年 令和3年 令和4年
8 7 7

（人）

項目
教室数

特別教室数
38

97.4% 81.6%

　施設サービス提供状況

（室）
（室） 8 8 7

39
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【費用対効果評価】
財務情報と利用情報からみる定量的な評価

区分 対応 費用対効果評価の考え方
Ａ 継続 コストも利用度も良好
Ｂ１ コスト改善 コストは高いが利用度も高い
Ｂ２ 利用度改善 コストは低いが利用度も低い
Ｃ 見直し コストも利用度も不良

・軸の交差箇所は，用途を同じとする施設全体の移動平均値です。
・コスト/㎡ = の ／ 施設面積
・利用度   = の ／ 施設面積

凡例： ■ … 当該施設 ◆ … 比較対象（分類）の他施設

【施設性能評価】
◯評価小分類によるチャート ◯評価大分類によるチャート

【一次評価】
費用対効果と施設性能のクロス評価結果からみる方向性の位置付け

区分 方向性 一次評価の考え方

Ａ 長寿命化（維持継続）
Ｂ１ 施設性能向上
Ｂ２ 費用対効果向上
Ｃ１ 更新、大規模改修
Ｃ２ 費用対効果と施設性能の改善
Ｃ３ 用途変更、運営管理方針改善
Ｄ１ 建替え等および費用対効果改善
Ｄ２ 用途変更等および施設性能改善
Ｅ 廃止、除却

凡例： ■ … 当該施設 ◆ … 比較対象（分類）の他施設

令和4年 歳出総額
令和4年 生徒等数

①建物の外壁 ⑬周辺環境
⑭必要性
⑮交通アクセス

⑯環境保全
⑰バリアフリー
⑱満足度

②建物の屋根・屋上
③建物の内壁・天井

④冷暖房
⑤給排水

向上
向上 優

基準日 令和5年3月31日

　費用対効果評価

Ⅴ利用 Ⅵ特性

　施設性能評価

⑦指摘事項
⑧位置関係
⑨災害影響

⑩保存価値
⑪地域利用
⑫避難所機能

改善 改善

改善 改善
改善 優

優

改善優

優 優

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名 須賀川市立大森小学校 施 設 番 号 E050-0130
施設大分類 共通 施設中分類 学校教育系施設

費用対効果

施設小分類 学校

向上 改善
改善 向上

⑥衛生

施設性能

　一次評価

凡
例
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比較対象（分類）の他施設の平均値



テーマ 項目 回答 内容 備考 配点

18 Ⅵ特性 ⑱満足度 ① 不特定多数の住民に利用されていますか。

2

1

基準日 令和5年3月31日

Ⅰ施設 ②建物の屋根・屋上 ② 建物の屋根・屋上の防水工事は行っていますか？ 3

3 Ⅰ施設 ③建物の内壁・天井 ② 建物は耐震性を有していますか？ 3

4 Ⅱ設備 ④冷暖房 ③ 冷暖房設備の年式と稼働状況について教えてくださ
い。 5

5 Ⅱ設備 ⑤給排水 ② 建物の給排水管の更新工事は行っていますか？ 3

6 Ⅱ設備 ⑥衛生 ② 施設環境（衛生、音、光）に問題はありますか。 3

7 Ⅲ安全 ⑦指摘事項 ② 過去１年間の消防の定期検査や定期報告で指摘事
項がありますか。 3

8 Ⅲ安全 ⑧位置関係 ③ 施設敷地内または施設から概ね５０ｍ以内に危険
物施設はありますか。 5

9 Ⅲ安全 ⑨災害影響 ③ 施設やその敷地が自然災害による影響を受けたことは
ありますか。 5

10 Ⅳ地域 ⑩保存価値 ① 施設や建物等について歴史的・文化的な評価を受け
ていますか。 1

① 地域のお祭りや自治会・町会の会合など、住民による
地域活動の拠点として利用されていますか。 1

3

1

共通 施設中分類 学校教育系施設
須賀川市立大森小学校

施設小分類 学校

⑫避難所機能 ③ 自然災害時等の避難所として指定されていますか。 5

⑬周辺環境 ②
施設や建物，その周辺環境（駐車場，日影，ビル
風，電波障害，騒音，光害，排水，排気，廃熱
等）に関して，利用者や周辺住民等から問題指摘や

3

1

15 Ⅴ利用 ⑮交通アクセス ① 最寄りの公共交通機関乗り場（駅，バス停）からど
のくらいの距離がありますか。 1

16 Ⅵ特性 ⑯環境保全 ② 太陽光パネルやLED照明等の省エネルギー設備を導
入していますか。

17

11 Ⅳ地域 ⑪地域利用

14 Ⅴ利用 ⑭必要性 ③ 近隣１km以内に用途機能の類似する公共施設
（国・県・他市等）または民間の施設はありますか。

Ⅵ特性 ⑰バリアフリー ① バリアフリー（誘導ブロック，手すり，スロープの設置
等）への対応ができていますか。

12 Ⅳ地域

13 Ⅴ利用

　施設管理者アンケート結果

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名
施設大分類

番号

1 Ⅰ施設 ①建物の外壁 ② 建物の外壁修繕は行っていますか？ 3

施 設 番 号 E050-0130
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8:10 16:40

15

13
14

11
12

9
10

7
8

便所 公共用 ブロック造 1 0 11.22
9.60 2018 新耐震基準適合

鉄筋C造 3 0 2,832.00

11.22 1982 新耐震基準適合

1966 耐震改修_実施済

6 0007 長沼小学校校舎 校舎・園舎 公共用 鉄骨造 1 0 9.60
5 0006 長沼小学校屋外便所

0 33.09

2,832.00 1964 耐震改修_未実施

4 0004 長沼小学校体育館 体育館 公共用 鉄骨造 1 0 656.00 656.00
3 0003 長沼小学校校舎 校舎・園舎 公共用

33.09 1966 耐震診断_未実施

2 0002 長沼小学校物置 倉庫・物置 公共用 鉄骨造 1 0 13.06 13.06 1977 耐震診断_未実施

1 0001 長沼小学校物置 倉庫・物置 公共用 鉄骨造 1

階数
地上 地下

建 築 面 積 延 床 面 積
耐震診断 改修年度

耐 震 情 報棟 名 称棟 番 号No. 建 物 用 途 財産
区分 構 造 主 体

（㎡） （㎡）
建築年

16794.00

1
2

■　建物情報
No. 施 設 名

5

■　施設情報　特記事項

　棟　情　報

4

基準日 令和5年3月31日

須賀川市立長沼小学校

3

供用廃止日
時 間 備 考

■　敷地・建物情報
指定管理者

営 業 時 間

外　観　写　真
■　運営・管理情報

直接運営

3554.97

設 置 目 的

設 置 根 拠

運 営 形 態

財 産 区 分
地 域 区 分
小 学 校 区
中 学 校 区

用途地域
所 有 者
敷 地 面 積
借 地 面 積

総建築面積
総延床面積
施 設 面 積 3612.97

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
　施　設　情　報

長沼字殿町85番地
須賀川市 教育委員会事務局教育総務課

施 設 名 称

所 在 地
所管局部課

施設大分類
施 設 番 号

施設中分類
施設小分類

E050-0140
共通
学校教育系施設
学校

3554.97

公共用
長沼地域

供用開始日 1966/03/01

学校施設として使用するため

地方自治法並びに学校教育法
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【施設サービス提供状況】

【単位当たりコスト比較】

令和2年 令和3年 令和4年

　　【歳入の推移】

　財　務　情　報

年度

歳 入

使用料・手数料等
0.0 0.0 0.0

(円/㎡)

総額

令和2年 令和3年 令和4年

令和2年 令和3年 令和4年

令和2年 令和3年 令和4年

実績値
対前年度比

生徒等数

0.0 0.0
人件費 2,755.0 2,762.0 6,973.0

光熱水費 2,033.2 2,276.4 2,902.2
維持保全費
使用料及び賃借料 209.9

　　【歳出の推移】

比較単位： 総額 施設面積 【当該施設】 【分類平均】

歳 出 対前年度増減率(%) 350.8 △ 64.6
総額 7,674.9 34,597.9 12,236.6

2,676.8 29,559.5 2,361.3

国・県支出金
0.0 0.0 0.0

その他 0.0 0.0 0.0

- -
0.0 0.0 0.0

対前年度増減率(%)

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名
施設大分類 共通 施設中分類 学校教育系施設 施設小分類 学校

施 設 番 号 E050-0140須賀川市立長沼小学校
基準日 令和5年3月31日

81

令和2年 令和3年 令和4年
12 11 12

（人）

項目
教室数

特別教室数
83

91.2% 97.6%

　施設サービス提供状況

（室）
（室） 7 7 7

91
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0 40000 80000 120000 160000
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0.0
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【費用対効果評価】
財務情報と利用情報からみる定量的な評価

区分 対応 費用対効果評価の考え方
Ａ 継続 コストも利用度も良好
Ｂ１ コスト改善 コストは高いが利用度も高い
Ｂ２ 利用度改善 コストは低いが利用度も低い
Ｃ 見直し コストも利用度も不良

・軸の交差箇所は，用途を同じとする施設全体の移動平均値です。
・コスト/㎡ = の ／ 施設面積
・利用度   = の ／ 施設面積

凡例： ■ … 当該施設 ◆ … 比較対象（分類）の他施設

【施設性能評価】
◯評価小分類によるチャート ◯評価大分類によるチャート

【一次評価】
費用対効果と施設性能のクロス評価結果からみる方向性の位置付け

区分 方向性 一次評価の考え方

Ａ 長寿命化（維持継続）
Ｂ１ 施設性能向上
Ｂ２ 費用対効果向上
Ｃ１ 更新、大規模改修
Ｃ２ 費用対効果と施設性能の改善
Ｃ３ 用途変更、運営管理方針改善
Ｄ１ 建替え等および費用対効果改善
Ｄ２ 用途変更等および施設性能改善
Ｅ 廃止、除却

凡例： ■ … 当該施設 ◆ … 比較対象（分類）の他施設

令和4年 歳出総額
令和4年 生徒等数

①建物の外壁 ⑬周辺環境
⑭必要性
⑮交通アクセス

⑯環境保全
⑰バリアフリー
⑱満足度

②建物の屋根・屋上
③建物の内壁・天井

④冷暖房
⑤給排水

向上
向上 優

基準日 令和5年3月31日

　費用対効果評価

Ⅴ利用 Ⅵ特性

　施設性能評価

⑦指摘事項
⑧位置関係
⑨災害影響

⑩保存価値
⑪地域利用
⑫避難所機能

改善 改善

改善 改善
改善 優

優

改善優

優 優

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名 須賀川市立長沼小学校 施 設 番 号 E050-0140
施設大分類 共通 施設中分類 学校教育系施設

費用対効果

施設小分類 学校

向上 改善
改善 向上

⑥衛生

施設性能

　一次評価

凡
例

Ⅰ施設 Ⅱ設備 Ⅲ安全 Ⅳ地域

利
用
度

高
←

→
低

高← →低コスト／㎡

B1 A

C B2
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⑱
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当該施設の値
比較対象（分類）の他施設の平均値



テーマ 項目 回答 内容 備考 配点

18 Ⅵ特性 ⑱満足度 ① 不特定多数の住民に利用されていますか。

2

1

基準日 令和5年3月31日

Ⅰ施設 ②建物の屋根・屋上 ② 建物の屋根・屋上の防水工事は行っていますか？ 3

3 Ⅰ施設 ③建物の内壁・天井 ② 建物は耐震性を有していますか？ 3

4 Ⅱ設備 ④冷暖房 ③ 冷暖房設備の年式と稼働状況について教えてくださ
い。 5

5 Ⅱ設備 ⑤給排水 ② 建物の給排水管の更新工事は行っていますか？ 3

6 Ⅱ設備 ⑥衛生 ② 施設環境（衛生、音、光）に問題はありますか。 3

7 Ⅲ安全 ⑦指摘事項 ② 過去１年間の消防の定期検査や定期報告で指摘事
項がありますか。 3

8 Ⅲ安全 ⑧位置関係 ① 施設敷地内または施設から概ね５０ｍ以内に危険
物施設はありますか。 1

9 Ⅲ安全 ⑨災害影響 ③ 施設やその敷地が自然災害による影響を受けたことは
ありますか。 5

10 Ⅳ地域 ⑩保存価値 ① 施設や建物等について歴史的・文化的な評価を受け
ていますか。 1

① 地域のお祭りや自治会・町会の会合など、住民による
地域活動の拠点として利用されていますか。 1

3

1

共通 施設中分類 学校教育系施設
須賀川市立長沼小学校

施設小分類 学校

⑫避難所機能 ③ 自然災害時等の避難所として指定されていますか。 5

⑬周辺環境 ①
施設や建物，その周辺環境（駐車場，日影，ビル
風，電波障害，騒音，光害，排水，排気，廃熱
等）に関して，利用者や周辺住民等から問題指摘や

1

1

15 Ⅴ利用 ⑮交通アクセス ③ 最寄りの公共交通機関乗り場（駅，バス停）からど
のくらいの距離がありますか。 5

16 Ⅵ特性 ⑯環境保全 ② 太陽光パネルやLED照明等の省エネルギー設備を導
入していますか。

17

11 Ⅳ地域 ⑪地域利用

14 Ⅴ利用 ⑭必要性 ③ 近隣１km以内に用途機能の類似する公共施設
（国・県・他市等）または民間の施設はありますか。

Ⅵ特性 ⑰バリアフリー ① バリアフリー（誘導ブロック，手すり，スロープの設置
等）への対応ができていますか。

12 Ⅳ地域

13 Ⅴ利用

　施設管理者アンケート結果

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名
施設大分類

番号

1 Ⅰ施設 ①建物の外壁 ② 建物の外壁修繕は行っていますか？ 3

施 設 番 号 E050-0140



～

㎡
㎡ ㎡
㎡ ㎡

3177.06

公共用
長沼地域

供用開始日 1972/03/01

学校施設として使用するため

地方自治法並びに学校教育法

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
　施　設　情　報

桙衝字下沖58番地
須賀川市 教育委員会事務局教育総務課

施 設 名 称

所 在 地
所管局部課

施設大分類
施 設 番 号

施設中分類
施設小分類

E050-0150
共通
学校教育系施設
学校

設 置 目 的

設 置 根 拠

運 営 形 態

財 産 区 分
地 域 区 分
小 学 校 区
中 学 校 区

用途地域

5

■　施設情報　特記事項

　棟　情　報

4

基準日 令和5年3月31日

須賀川市立長沼東小学校

3

供用廃止日
時 間 備 考

■　敷地・建物情報
指定管理者

営 業 時 間

外　観　写　真
■　運営・管理情報

直接運営

3177.0618020.00

1
2

■　建物情報
No. 施 設 名

所 有 者
敷 地 面 積
借 地 面 積

総建築面積
総延床面積
施 設 面 積 3241.81

棟 名 称棟 番 号No. 建 物 用 途 財産
区分 構 造 主 体

（㎡） （㎡）
建築年

2

階数
地上 地下

建 築 面 積 延 床 面 積
耐震診断 改修年度

耐 震 情 報

公共用

2,186.00 1972 耐震改修_実施済

2 0002 長沼東小学校体育館 体育館 公共用 鉄筋C造 1 0 953.00 953.00 2014 新耐震基準適合

1 0001 長沼東小学校校舎 校舎・園舎 公共用 鉄筋C造

5 0007 長沼東小学校物置

0 2,186.00

17.00 1972 耐震診断_未実施

4 0006 長沼東小学校物置 倉庫・物置 公共用 鉄骨造 1 0 10.53 10.53
3 0004 長沼東小学校物置 倉庫・物置

6

鉄骨造 1 0 17.00

10.53 不明 耐震診断_未実施

不明 耐震診断_未実施

倉庫・物置 公共用 鉄骨造 1 0 10.53

7
8

10
9

11
12
13
14
15

8:15 16:45

16
17
18
19
20
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【施設サービス提供状況】

【単位当たりコスト比較】

93.1% 96.3%

　施設サービス提供状況

（室）
（室） 8 8 8

81 78

令和2年 令和3年 令和4年
8 8 8

（人）

項目
教室数

特別教室数
87

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名
施設大分類 共通 施設中分類 学校教育系施設 施設小分類 学校

施 設 番 号 E050-0150須賀川市立長沼東小学校
基準日 令和5年3月31日

- -
0.0 0.0 0.0

対前年度増減率(%)

国・県支出金
0.0 0.0 0.0

その他 0.0 0.0 0.0

歳 出 対前年度増減率(%) 156.1 △ 59.6
総額 9,063.9 23,212.4 9,374.8

4,075.0 18,224.0 1,653.4
光熱水費 2,066.1 2,226.4 2,790.4
維持保全費
使用料及び賃借料 167.8

　　【歳出の推移】

比較単位： 総額 施設面積 【当該施設】 【分類平均】

0.0 0.0
人件費 2,755.0 2,762.0 4,931.0

実績値
対前年度比

生徒等数

令和2年 令和3年 令和4年

令和2年 令和3年 令和4年

令和2年 令和3年 令和4年

　　【歳入の推移】

　財　務　情　報

年度

歳 入

使用料・手数料等
0.0 0.0 0.0

(円/㎡)

総額

令和2年 令和3年 令和4年
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教室数 教室数平均



【費用対効果評価】
財務情報と利用情報からみる定量的な評価

区分 対応 費用対効果評価の考え方
Ａ 継続 コストも利用度も良好
Ｂ１ コスト改善 コストは高いが利用度も高い
Ｂ２ 利用度改善 コストは低いが利用度も低い
Ｃ 見直し コストも利用度も不良

・軸の交差箇所は，用途を同じとする施設全体の移動平均値です。
・コスト/㎡ = の ／ 施設面積
・利用度   = の ／ 施設面積

凡例： ■ … 当該施設 ◆ … 比較対象（分類）の他施設

【施設性能評価】
◯評価小分類によるチャート ◯評価大分類によるチャート

【一次評価】
費用対効果と施設性能のクロス評価結果からみる方向性の位置付け

区分 方向性 一次評価の考え方

Ａ 長寿命化（維持継続）
Ｂ１ 施設性能向上
Ｂ２ 費用対効果向上
Ｃ１ 更新、大規模改修
Ｃ２ 費用対効果と施設性能の改善
Ｃ３ 用途変更、運営管理方針改善
Ｄ１ 建替え等および費用対効果改善
Ｄ２ 用途変更等および施設性能改善
Ｅ 廃止、除却

凡例： ■ … 当該施設 ◆ … 比較対象（分類）の他施設

施設性能

　一次評価

凡
例

Ⅰ施設 Ⅱ設備 Ⅲ安全 Ⅳ地域

優 優

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名 須賀川市立長沼東小学校 施 設 番 号 E050-0150
施設大分類 共通 施設中分類 学校教育系施設

費用対効果

⑦指摘事項
⑧位置関係
⑨災害影響

⑩保存価値
⑪地域利用
⑫避難所機能

改善 改善

改善 改善
改善 優

優

改善優

向上 改善
改善 向上

⑥衛生

Ⅴ利用 Ⅵ特性

　施設性能評価

施設小分類 学校

基準日 令和5年3月31日

　費用対効果評価

①建物の外壁 ⑬周辺環境
⑭必要性
⑮交通アクセス

⑯環境保全
⑰バリアフリー
⑱満足度

②建物の屋根・屋上
③建物の内壁・天井

④冷暖房
⑤給排水

向上
向上 優

令和4年 歳出総額
令和4年 生徒等数
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比較対象（分類）の他施設の平均値



テーマ 項目 回答 内容 備考 配点番号

1 Ⅰ施設 ①建物の外壁 ② 建物の外壁修繕は行っていますか？ 3

施 設 番 号 E050-0150

　施設管理者アンケート結果

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名
施設大分類

17

11 Ⅳ地域 ⑪地域利用

14 Ⅴ利用 ⑭必要性 ③ 近隣１km以内に用途機能の類似する公共施設
（国・県・他市等）または民間の施設はありますか。

Ⅵ特性 ⑰バリアフリー ① バリアフリー（誘導ブロック，手すり，スロープの設置
等）への対応ができていますか。

12 Ⅳ地域

13 Ⅴ利用

15 Ⅴ利用 ⑮交通アクセス ① 最寄りの公共交通機関乗り場（駅，バス停）からど
のくらいの距離がありますか。 1

16 Ⅵ特性 ⑯環境保全 ③ 太陽光パネルやLED照明等の省エネルギー設備を導
入していますか。 5

1

共通 施設中分類 学校教育系施設
須賀川市立長沼東小学校

施設小分類 学校

⑫避難所機能 ③ 自然災害時等の避難所として指定されていますか。 5

⑬周辺環境 ②
施設や建物，その周辺環境（駐車場，日影，ビル
風，電波障害，騒音，光害，排水，排気，廃熱
等）に関して，利用者や周辺住民等から問題指摘や

3

1

10 Ⅳ地域 ⑩保存価値 ① 施設や建物等について歴史的・文化的な評価を受け
ていますか。 1

① 地域のお祭りや自治会・町会の会合など、住民による
地域活動の拠点として利用されていますか。 1

8 Ⅲ安全 ⑧位置関係 ① 施設敷地内または施設から概ね５０ｍ以内に危険
物施設はありますか。 1

9 Ⅲ安全 ⑨災害影響 ③ 施設やその敷地が自然災害による影響を受けたことは
ありますか。 5

6 Ⅱ設備 ⑥衛生 ② 施設環境（衛生、音、光）に問題はありますか。 3

7 Ⅲ安全 ⑦指摘事項 ② 過去１年間の消防の定期検査や定期報告で指摘事
項がありますか。 3

4 Ⅱ設備 ④冷暖房 ③ 冷暖房設備の年式と稼働状況について教えてくださ
い。 5

5 Ⅱ設備 ⑤給排水 ② 建物の給排水管の更新工事は行っていますか？ 3

Ⅰ施設 ②建物の屋根・屋上 ② 建物の屋根・屋上の防水工事は行っていますか？ 3

3 Ⅰ施設 ③建物の内壁・天井 ② 建物は耐震性を有していますか？ 3

1

基準日 令和5年3月31日

18 Ⅵ特性 ⑱満足度 ① 不特定多数の住民に利用されていますか。

2
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13
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9
10

65.00 1993 新耐震基準適合

7 0007 白方小学校プール更衣室等 脱衣室・更衣室 公共用 鉄筋C造 1 0 89.00
8 0008 白方小学校機械室 ボイラー室 公共用 鉄筋C造 1 0 65.00

倉庫・物置 公共用 木造 1 0 46.00

89.00 1997 新耐震基準適合

41.00 1995 新耐震基準適合

木造 1 0 35.00

46.00 1995 新耐震基準適合

1994 新耐震基準適合

6 0006 白方小学校物置 倉庫・物置 公共用 木造 1 0 41.00
5 0005 白方小学校物置

0 3,456.00

35.00 1993 新耐震基準適合

4 0004 白方小学校倉庫 倉庫・物置 公共用 ブロック造 1 0 10.00 10.00
3 0003 白方小学校倉庫 倉庫・物置 公共用

3,456.00 1993 新耐震基準適合

2 0002 白方小学校体育館 体育館 公共用 鉄骨造 1 0 1,270.00 1,270.00 1993 新耐震基準適合

1 0001 白方小学校校舎 校舎・園舎 公共用 鉄筋C造 3

階数
地上 地下

建 築 面 積 延 床 面 積
耐震診断 改修年度

耐 震 情 報棟 名 称棟 番 号No. 建 物 用 途 財産
区分 構 造 主 体

（㎡） （㎡）
建築年

28422.00

1
2

■　建物情報
No. 施 設 名

5

■　施設情報　特記事項

　棟　情　報

4

基準日 令和5年3月31日

須賀川市立白方小学校

3

供用廃止日
時 間 備 考

■　敷地・建物情報
指定管理者

営 業 時 間

外　観　写　真
■　運営・管理情報

直接運営

5012.00

設 置 目 的

設 置 根 拠

運 営 形 態

財 産 区 分
地 域 区 分
小 学 校 区
中 学 校 区

用途地域
所 有 者
敷 地 面 積
借 地 面 積

総建築面積
総延床面積
施 設 面 積 5012.00

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
　施　設　情　報

今泉字梅田181番地
須賀川市 教育委員会事務局教育総務課

施 設 名 称

所 在 地
所管局部課

施設大分類
施 設 番 号

施設中分類
施設小分類

E050-0160
共通
学校教育系施設
学校

5012.00

公共用
岩瀬地域

供用開始日 1993/07/06

学校施設として使用するため

地方自治法並びに学校教育法



(千円)
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【施設サービス提供状況】

【単位当たりコスト比較】

令和2年 令和3年 令和4年

　　【歳入の推移】

　財　務　情　報

年度

歳 入

使用料・手数料等
0.0 0.0 0.0

(円/㎡)

総額

令和2年 令和3年 令和4年

令和2年 令和3年 令和4年

令和2年 令和3年 令和4年

実績値
対前年度比

生徒等数

0.0 0.0
人件費 2,755.0 2,762.0 4,084.0

光熱水費 2,544.0 3,231.4 3,550.8
維持保全費
使用料及び賃借料 100.3

　　【歳出の推移】

比較単位： 総額 施設面積 【当該施設】 【分類平均】

歳 出 対前年度増減率(%) 5.4 101.1
総額 8,609.7 9,077.6 18,255.8

3,210.3 3,084.2 10,621.0

国・県支出金
0.0 0.0 0.0

その他 0.0 0.0 0.0

- -
0.0 0.0 0.0

対前年度増減率(%)

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名
施設大分類 共通 施設中分類 学校教育系施設 施設小分類 学校

施 設 番 号 E050-0160須賀川市立白方小学校
基準日 令和5年3月31日

80

令和2年 令和3年 令和4年
9 9 9

（人）

項目
教室数

特別教室数
94

98.9% 85.1%

　施設サービス提供状況

（室）
（室） 8 8 8

95

0 500 1000 1500 2000 2500 3000 3500 4000

0 50000 100000 150000 200000 250000

当該施設

0.0
0.2
0.4
0.6
0.8
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0.0

5,000.0

10,000.0

15,000.0

生徒等数1人あたりコスト （円/人）

㎡あたりコスト （円/㎡）
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生徒等数 生徒等数平均

教室数 教室数平均



【費用対効果評価】
財務情報と利用情報からみる定量的な評価

区分 対応 費用対効果評価の考え方
Ａ 継続 コストも利用度も良好
Ｂ１ コスト改善 コストは高いが利用度も高い
Ｂ２ 利用度改善 コストは低いが利用度も低い
Ｃ 見直し コストも利用度も不良

・軸の交差箇所は，用途を同じとする施設全体の移動平均値です。
・コスト/㎡ = の ／ 施設面積
・利用度   = の ／ 施設面積

凡例： ■ … 当該施設 ◆ … 比較対象（分類）の他施設

【施設性能評価】
◯評価小分類によるチャート ◯評価大分類によるチャート

【一次評価】
費用対効果と施設性能のクロス評価結果からみる方向性の位置付け

区分 方向性 一次評価の考え方

Ａ 長寿命化（維持継続）
Ｂ１ 施設性能向上
Ｂ２ 費用対効果向上
Ｃ１ 更新、大規模改修
Ｃ２ 費用対効果と施設性能の改善
Ｃ３ 用途変更、運営管理方針改善
Ｄ１ 建替え等および費用対効果改善
Ｄ２ 用途変更等および施設性能改善
Ｅ 廃止、除却

凡例： ■ … 当該施設 ◆ … 比較対象（分類）の他施設

令和4年 歳出総額
令和4年 生徒等数

①建物の外壁 ⑬周辺環境
⑭必要性
⑮交通アクセス

⑯環境保全
⑰バリアフリー
⑱満足度

②建物の屋根・屋上
③建物の内壁・天井

④冷暖房
⑤給排水

向上
向上 優

基準日 令和5年3月31日

　費用対効果評価

Ⅴ利用 Ⅵ特性

　施設性能評価

⑦指摘事項
⑧位置関係
⑨災害影響

⑩保存価値
⑪地域利用
⑫避難所機能

改善 改善

改善 改善
改善 優

優

改善優

優 優

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名 須賀川市立白方小学校 施 設 番 号 E050-0160
施設大分類 共通 施設中分類 学校教育系施設

費用対効果

施設小分類 学校

向上 改善
改善 向上

⑥衛生

施設性能

　一次評価

凡
例

Ⅰ施設 Ⅱ設備 Ⅲ安全 Ⅳ地域

利
用
度

高
←

→
低

高← →低コスト／㎡

B1 A

C B2

0
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10
①

②
③

④

⑤
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⑦

⑧
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⑩
⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

⑯

⑰
⑱
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用
対
効
果

優
←

→
劣

劣← →優施 設 性 能

0
20
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60
80

100
Ⅰ施設

Ⅱ設備

Ⅲ安全

Ⅳ地域

Ⅴ利用

Ⅵ特性

当該施設の値
比較対象（分類）の他施設の平均値



テーマ 項目 回答 内容 備考 配点

18 Ⅵ特性 ⑱満足度 ① 不特定多数の住民に利用されていますか。

2

1

基準日 令和5年3月31日

Ⅰ施設 ②建物の屋根・屋上 ② 建物の屋根・屋上の防水工事は行っていますか？ 3

3 Ⅰ施設 ③建物の内壁・天井 ③ 建物は耐震性を有していますか？ 5

4 Ⅱ設備 ④冷暖房 ② 冷暖房設備の年式と稼働状況について教えてくださ
い。 3

5 Ⅱ設備 ⑤給排水 ③ 建物の給排水管の更新工事は行っていますか？ 5

6 Ⅱ設備 ⑥衛生 ② 施設環境（衛生、音、光）に問題はありますか。 3

7 Ⅲ安全 ⑦指摘事項 ② 過去１年間の消防の定期検査や定期報告で指摘事
項がありますか。 3

8 Ⅲ安全 ⑧位置関係 ① 施設敷地内または施設から概ね５０ｍ以内に危険
物施設はありますか。 1

9 Ⅲ安全 ⑨災害影響 ③ 施設やその敷地が自然災害による影響を受けたことは
ありますか。 5

10 Ⅳ地域 ⑩保存価値 ① 施設や建物等について歴史的・文化的な評価を受け
ていますか。 1

① 地域のお祭りや自治会・町会の会合など、住民による
地域活動の拠点として利用されていますか。 1

3

1

共通 施設中分類 学校教育系施設
須賀川市立白方小学校

施設小分類 学校

⑫避難所機能 ③ 自然災害時等の避難所として指定されていますか。 5

⑬周辺環境 ②
施設や建物，その周辺環境（駐車場，日影，ビル
風，電波障害，騒音，光害，排水，排気，廃熱
等）に関して，利用者や周辺住民等から問題指摘や

3

1

15 Ⅴ利用 ⑮交通アクセス ① 最寄りの公共交通機関乗り場（駅，バス停）からど
のくらいの距離がありますか。 1

16 Ⅵ特性 ⑯環境保全 ② 太陽光パネルやLED照明等の省エネルギー設備を導
入していますか。

17

11 Ⅳ地域 ⑪地域利用

14 Ⅴ利用 ⑭必要性 ③ 近隣１km以内に用途機能の類似する公共施設
（国・県・他市等）または民間の施設はありますか。

Ⅵ特性 ⑰バリアフリー ① バリアフリー（誘導ブロック，手すり，スロープの設置
等）への対応ができていますか。

12 Ⅳ地域

13 Ⅴ利用

　施設管理者アンケート結果

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名
施設大分類

番号

1 Ⅰ施設 ①建物の外壁 ② 建物の外壁修繕は行っていますか？ 3

施 設 番 号 E050-0160
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鉄筋C造 1 0 86.00

6
5

0 3,479.00

86.00 1997 新耐震基準適合

4
3 0003 白江小学校プール更衣室等 脱衣室・更衣室 公共用

3,479.00 1996 新耐震基準適合

2 0002 白江小学校体育館 体育館 公共用 鉄筋C造 1 0 1,334.00 1,334.00 1996 新耐震基準適合

1 0001 白江小学校校舎 校舎・園舎 公共用 鉄筋C造 2

階数
地上 地下

建 築 面 積 延 床 面 積
耐震診断 改修年度

耐 震 情 報棟 名 称棟 番 号No. 建 物 用 途 財産
区分 構 造 主 体

（㎡） （㎡）
建築年

22374.00

1
2

■　建物情報
No. 施 設 名

5

■　施設情報　特記事項

　棟　情　報

4

基準日 令和5年3月31日

須賀川市立白江小学校

3

供用廃止日
時 間 備 考

■　敷地・建物情報
指定管理者

営 業 時 間

外　観　写　真
■　運営・管理情報

直接運営

4899.00

設 置 目 的

設 置 根 拠

運 営 形 態

財 産 区 分
地 域 区 分
小 学 校 区
中 学 校 区

用途地域
所 有 者
敷 地 面 積
借 地 面 積

総建築面積
総延床面積
施 設 面 積 4899.00

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
　施　設　情　報

大久保字室貫26番地
須賀川市 教育委員会事務局教育総務課

施 設 名 称

所 在 地
所管局部課

施設大分類
施 設 番 号

施設中分類
施設小分類

E050-0170
共通
学校教育系施設
学校

4899.00

公共用
岩瀬地域

供用開始日 1996/02/20

学校施設として使用するため

地方自治法並びに学校教育法



(千円)
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【施設サービス提供状況】

【単位当たりコスト比較】

令和2年 令和3年 令和4年

　　【歳入の推移】

　財　務　情　報

年度

歳 入

使用料・手数料等
0.0 0.0 0.0

(円/㎡)

総額

令和2年 令和3年 令和4年

令和2年 令和3年 令和4年

令和2年 令和3年 令和4年

実績値
対前年度比

生徒等数

0.0 0.0
人件費 2,755.0 2,762.0 4,931.0

光熱水費 3,326.9 4,140.2 4,782.2
維持保全費
使用料及び賃借料 204.9

　　【歳出の推移】

比較単位： 総額 施設面積 【当該施設】 【分類平均】

歳 出 対前年度増減率(%) △ 5.0 32.6
総額 10,041.0 9,535.1 12,638.8

3,754.2 2,632.9 2,925.6

国・県支出金
0.0 0.0 0.0

その他 0.0 0.0 0.0

- -
0.0 0.0 0.0

対前年度増減率(%)

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名
施設大分類 共通 施設中分類 学校教育系施設 施設小分類 学校

施 設 番 号 E050-0170須賀川市立白江小学校
基準日 令和5年3月31日

105

令和2年 令和3年 令和4年
9 9 9

（人）

項目
教室数

特別教室数
114

102.7% 92.1%

　施設サービス提供状況

（室）
（室） 7 7 6

111
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【費用対効果評価】
財務情報と利用情報からみる定量的な評価

区分 対応 費用対効果評価の考え方
Ａ 継続 コストも利用度も良好
Ｂ１ コスト改善 コストは高いが利用度も高い
Ｂ２ 利用度改善 コストは低いが利用度も低い
Ｃ 見直し コストも利用度も不良

・軸の交差箇所は，用途を同じとする施設全体の移動平均値です。
・コスト/㎡ = の ／ 施設面積
・利用度   = の ／ 施設面積

凡例： ■ … 当該施設 ◆ … 比較対象（分類）の他施設

【施設性能評価】
◯評価小分類によるチャート ◯評価大分類によるチャート

【一次評価】
費用対効果と施設性能のクロス評価結果からみる方向性の位置付け

区分 方向性 一次評価の考え方

Ａ 長寿命化（維持継続）
Ｂ１ 施設性能向上
Ｂ２ 費用対効果向上
Ｃ１ 更新、大規模改修
Ｃ２ 費用対効果と施設性能の改善
Ｃ３ 用途変更、運営管理方針改善
Ｄ１ 建替え等および費用対効果改善
Ｄ２ 用途変更等および施設性能改善
Ｅ 廃止、除却

凡例： ■ … 当該施設 ◆ … 比較対象（分類）の他施設

令和4年 歳出総額
令和4年 生徒等数

①建物の外壁 ⑬周辺環境
⑭必要性
⑮交通アクセス

⑯環境保全
⑰バリアフリー
⑱満足度

②建物の屋根・屋上
③建物の内壁・天井

④冷暖房
⑤給排水

向上
向上 優

基準日 令和5年3月31日

　費用対効果評価

Ⅴ利用 Ⅵ特性

　施設性能評価

⑦指摘事項
⑧位置関係
⑨災害影響

⑩保存価値
⑪地域利用
⑫避難所機能

改善 改善

改善 改善
改善 優

優

改善優

優 優

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名 須賀川市立白江小学校 施 設 番 号 E050-0170
施設大分類 共通 施設中分類 学校教育系施設

費用対効果

施設小分類 学校

向上 改善
改善 向上

⑥衛生

施設性能

　一次評価

凡
例
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利
用
度

高
←

→
低

高← →低コスト／㎡

B1 A

C B2

0
2
4
6
8

10
①

②
③

④

⑤

⑥

⑦

⑧
⑨

⑩
⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

⑯

⑰
⑱

C1 B1 A

D1 C2 B2

E D2 C3

費
用
対
効
果

優
←

→
劣

劣← →優施 設 性 能

0
20
40
60
80

100
Ⅰ施設

Ⅱ設備

Ⅲ安全

Ⅳ地域

Ⅴ利用

Ⅵ特性

当該施設の値
比較対象（分類）の他施設の平均値



テーマ 項目 回答 内容 備考 配点

18 Ⅵ特性 ⑱満足度 ① 不特定多数の住民に利用されていますか。

2

1

基準日 令和5年3月31日

Ⅰ施設 ②建物の屋根・屋上 ③ 建物の屋根・屋上の防水工事は行っていますか？ 5

3 Ⅰ施設 ③建物の内壁・天井 ② 建物は耐震性を有していますか？ 3

4 Ⅱ設備 ④冷暖房 ② 冷暖房設備の年式と稼働状況について教えてくださ
い。 3

5 Ⅱ設備 ⑤給排水 ③ 建物の給排水管の更新工事は行っていますか？ 5

6 Ⅱ設備 ⑥衛生 ③ 施設環境（衛生、音、光）に問題はありますか。 5

7 Ⅲ安全 ⑦指摘事項 ③ 過去１年間の消防の定期検査や定期報告で指摘事
項がありますか。 5

8 Ⅲ安全 ⑧位置関係 ① 施設敷地内または施設から概ね５０ｍ以内に危険
物施設はありますか。 1

9 Ⅲ安全 ⑨災害影響 ③ 施設やその敷地が自然災害による影響を受けたことは
ありますか。 5

10 Ⅳ地域 ⑩保存価値 ① 施設や建物等について歴史的・文化的な評価を受け
ていますか。 1

① 地域のお祭りや自治会・町会の会合など、住民による
地域活動の拠点として利用されていますか。 1

3

3

共通 施設中分類 学校教育系施設
須賀川市立白江小学校

施設小分類 学校

⑫避難所機能 ③ 自然災害時等の避難所として指定されていますか。 5

⑬周辺環境 ②
施設や建物，その周辺環境（駐車場，日影，ビル
風，電波障害，騒音，光害，排水，排気，廃熱
等）に関して，利用者や周辺住民等から問題指摘や

3

1

15 Ⅴ利用 ⑮交通アクセス ① 最寄りの公共交通機関乗り場（駅，バス停）からど
のくらいの距離がありますか。 1

16 Ⅵ特性 ⑯環境保全 ② 太陽光パネルやLED照明等の省エネルギー設備を導
入していますか。

17

11 Ⅳ地域 ⑪地域利用

14 Ⅴ利用 ⑭必要性 ③ 近隣１km以内に用途機能の類似する公共施設
（国・県・他市等）または民間の施設はありますか。

Ⅵ特性 ⑰バリアフリー ② バリアフリー（誘導ブロック，手すり，スロープの設置
等）への対応ができていますか。

12 Ⅳ地域

13 Ⅴ利用

　施設管理者アンケート結果

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名
施設大分類

番号

1 Ⅰ施設 ①建物の外壁 ② 建物の外壁修繕は行っていますか？ 3

施 設 番 号 E050-0170
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㎡ ㎡
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15

13
14

11
12

9
10

7
8

ポンプ室 公共用 鉄筋C造 1 0 63.00
82.00 1995 新耐震基準適合

ブロック造 1 0 40.00

63.00 1984 新耐震基準適合

2013 新耐震基準適合

6 0007 第一中学校運動部室 その他 公共用 ブロック造 1 0 82.00
5 0006 第一中学校ポンプ室

0 4,317.00

40.00 1995 新耐震基準適合

4 0005 第一中学校屋外便所 便所 公共用 鉄筋C造 1 0 11.00 11.00
3 0003 第一中学校物置 倉庫・物置 公共用

4,317.00 1984 新耐震基準適合

2 0002 第一中学校体育館 体育館 公共用 鉄筋C造 1 0 1,816.00 1,816.00 1984 新耐震基準適合

1 0001 第一中学校校舎 校舎・園舎 公共用 鉄筋C造 3

階数
地上 地下

建 築 面 積 延 床 面 積
耐震診断 改修年度

耐 震 情 報棟 名 称棟 番 号No. 建 物 用 途 財産
区分 構 造 主 体

（㎡） （㎡）
建築年

27640.72

1
2

■　建物情報
No. 施 設 名

5

■　施設情報　特記事項

　棟　情　報

4

基準日 令和5年3月31日

須賀川市立第一中学校

3

供用廃止日
時 間 備 考

■　敷地・建物情報
指定管理者

営 業 時 間

外　観　写　真
■　運営・管理情報

直接運営

6329.00

設 置 目 的

設 置 根 拠

運 営 形 態

財 産 区 分
地 域 区 分
小 学 校 区
中 学 校 区

用途地域
所 有 者
敷 地 面 積
借 地 面 積

総建築面積
総延床面積
施 設 面 積 6388.00

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
　施　設　情　報

稲荷町130番地
須賀川市 教育委員会事務局教育総務課

施 設 名 称

所 在 地
所管局部課

施設大分類
施 設 番 号

施設中分類
施設小分類

E050-0180
共通
学校教育系施設
学校

6329.00

公共用
須賀川地域

供用開始日 1984/07/01

学校施設として使用するため

地方自治法並びに学校教育法



(千円)

/

【施設サービス提供状況】

【単位当たりコスト比較】

令和2年 令和3年 令和4年

　　【歳入の推移】

　財　務　情　報

年度

歳 入

使用料・手数料等
0.0 0.0 0.0

(円/㎡)

総額

令和2年 令和3年 令和4年

令和2年 令和3年 令和4年

令和2年 令和3年 令和4年

実績値
対前年度比

生徒等数

0.0 0.0
人件費 11,020.0 11,048.0 22,613.0

光熱水費 5,405.2 5,944.5 7,132.4
維持保全費
使用料及び賃借料 360.1

　　【歳出の推移】

比較単位： 総額 施設面積 【当該施設】 【分類平均】

歳 出 対前年度増減率(%) 1697.9 △ 77.0
総額 23,937.1 430,360.4 99,179.3

7,151.8 413,367.9 69,434.0

国・県支出金
0.0 0.0 0.0

その他 0.0 0.0 0.0

- -
0.0 0.0 0.0

対前年度増減率(%)

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名
施設大分類 共通 施設中分類 学校教育系施設 施設小分類 学校

施 設 番 号 E050-0180須賀川市立第一中学校
基準日 令和5年3月31日

239

令和2年 令和3年 令和4年
14 14 15

（人）

項目
教室数

特別教室数
224

95.7% 106.7%

　施設サービス提供状況

（室）
（室） 12 13 11

234

0 5000 10000 15000 20000

0 100000 200000 300000 400000 500000

当該施設

0.0
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【費用対効果評価】
財務情報と利用情報からみる定量的な評価

区分 対応 費用対効果評価の考え方
Ａ 継続 コストも利用度も良好
Ｂ１ コスト改善 コストは高いが利用度も高い
Ｂ２ 利用度改善 コストは低いが利用度も低い
Ｃ 見直し コストも利用度も不良

・軸の交差箇所は，用途を同じとする施設全体の移動平均値です。
・コスト/㎡ = の ／ 施設面積
・利用度   = の ／ 施設面積

凡例： ■ … 当該施設 ◆ … 比較対象（分類）の他施設

【施設性能評価】
◯評価小分類によるチャート ◯評価大分類によるチャート

【一次評価】
費用対効果と施設性能のクロス評価結果からみる方向性の位置付け

区分 方向性 一次評価の考え方

Ａ 長寿命化（維持継続）
Ｂ１ 施設性能向上
Ｂ２ 費用対効果向上
Ｃ１ 更新、大規模改修
Ｃ２ 費用対効果と施設性能の改善
Ｃ３ 用途変更、運営管理方針改善
Ｄ１ 建替え等および費用対効果改善
Ｄ２ 用途変更等および施設性能改善
Ｅ 廃止、除却

凡例： ■ … 当該施設 ◆ … 比較対象（分類）の他施設

令和4年 歳出総額
令和4年 生徒等数

①建物の外壁 ⑬周辺環境
⑭必要性
⑮交通アクセス

⑯環境保全
⑰バリアフリー
⑱満足度

②建物の屋根・屋上
③建物の内壁・天井

④冷暖房
⑤給排水

向上
向上 優

基準日 令和5年3月31日

　費用対効果評価

Ⅴ利用 Ⅵ特性

　施設性能評価

⑦指摘事項
⑧位置関係
⑨災害影響

⑩保存価値
⑪地域利用
⑫避難所機能

改善 改善

改善 改善
改善 優

優

改善優

優 優

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名 須賀川市立第一中学校 施 設 番 号 E050-0180
施設大分類 共通 施設中分類 学校教育系施設

費用対効果

施設小分類 学校

向上 改善
改善 向上

⑥衛生

施設性能

　一次評価

凡
例

Ⅰ施設 Ⅱ設備 Ⅲ安全 Ⅳ地域
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比較対象（分類）の他施設の平均値



テーマ 項目 回答 内容 備考 配点

18 Ⅵ特性 ⑱満足度 ① 不特定多数の住民に利用されていますか。

2

1

基準日 令和5年3月31日

Ⅰ施設 ②建物の屋根・屋上 ② 建物の屋根・屋上の防水工事は行っていますか？ 3

3 Ⅰ施設 ③建物の内壁・天井 ② 建物は耐震性を有していますか？ 3

4 Ⅱ設備 ④冷暖房 ③ 冷暖房設備の年式と稼働状況について教えてくださ
い。 5

5 Ⅱ設備 ⑤給排水 ② 建物の給排水管の更新工事は行っていますか？ 3

6 Ⅱ設備 ⑥衛生 ② 施設環境（衛生、音、光）に問題はありますか。 3

7 Ⅲ安全 ⑦指摘事項 ③ 過去１年間の消防の定期検査や定期報告で指摘事
項がありますか。 5

8 Ⅲ安全 ⑧位置関係 ① 施設敷地内または施設から概ね５０ｍ以内に危険
物施設はありますか。 1

9 Ⅲ安全 ⑨災害影響 ① 施設やその敷地が自然災害による影響を受けたことは
ありますか。 1

10 Ⅳ地域 ⑩保存価値 ① 施設や建物等について歴史的・文化的な評価を受け
ていますか。 1

① 地域のお祭りや自治会・町会の会合など、住民による
地域活動の拠点として利用されていますか。 1

5

1

共通 施設中分類 学校教育系施設
須賀川市立第一中学校

施設小分類 学校

⑫避難所機能 ③ 自然災害時等の避難所として指定されていますか。 5

⑬周辺環境 ①
施設や建物，その周辺環境（駐車場，日影，ビル
風，電波障害，騒音，光害，排水，排気，廃熱
等）に関して，利用者や周辺住民等から問題指摘や

1

1

15 Ⅴ利用 ⑮交通アクセス ③ 最寄りの公共交通機関乗り場（駅，バス停）からど
のくらいの距離がありますか。 5

16 Ⅵ特性 ⑯環境保全 ③ 太陽光パネルやLED照明等の省エネルギー設備を導
入していますか。

17

11 Ⅳ地域 ⑪地域利用

14 Ⅴ利用 ⑭必要性 ③ 近隣１km以内に用途機能の類似する公共施設
（国・県・他市等）または民間の施設はありますか。

Ⅵ特性 ⑰バリアフリー ① バリアフリー（誘導ブロック，手すり，スロープの設置
等）への対応ができていますか。

12 Ⅳ地域

13 Ⅴ利用

　施設管理者アンケート結果

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名
施設大分類

番号

1 Ⅰ施設 ①建物の外壁 ③ 建物の外壁修繕は行っていますか？ 5

施 設 番 号 E050-0180
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126.00 1986 新耐震基準適合

13
14

11
12

9 0009 第二中学校渡り廊下 校舎・園舎 公共用 鉄骨造 1 0 126.00
10

873.00 2017 新耐震基準適合

7 0007 第二中学校給食室 給食室 公共用 鉄骨造 1 0 209.68
8 0008 第二中学校校舎 校舎・園舎 公共用 鉄筋C造 3 1 873.00

配電室・電気室 公共用 鉄筋C造 1 0 70.00

209.68 1998 新耐震基準適合

63.00 1977 耐震診断_未実施

ブロック造 1 0 10.00

70.00 1986 新耐震基準適合

1986 新耐震基準適合

6 0006 第二中学校物置 倉庫・物置 公共用 鉄骨造 2 0 63.00
5 0005 第二中学校機械室

0 468.00

10.00 1971 耐震診断_未実施

4 0004 第二中学校校舎 校舎・園舎 公共用 鉄筋C造 4 0 4,901.00 4,901.00
3 0003 第二中学校更衣室 脱衣室・更衣室 公共用

468.00 1995 新耐震基準適合

2 0002 第二中学校体育館 体育館 公共用 鉄筋C造 1 0 1,559.00 1,559.00 2005 新耐震基準適合

1 0001 第二中学校部室 その他 公共用 鉄骨造 2

階数
地上 地下

建 築 面 積 延 床 面 積
耐震診断 改修年度

耐 震 情 報棟 名 称棟 番 号No. 建 物 用 途 財産
区分 構 造 主 体

（㎡） （㎡）
建築年

24893.61

1
2

■　建物情報
No. 施 設 名

5

■　施設情報　特記事項

　棟　情　報

4

基準日 令和5年3月31日

須賀川市立第二中学校

3

供用廃止日
時 間 備 考

■　敷地・建物情報
指定管理者

営 業 時 間

外　観　写　真
■　運営・管理情報

直接運営

8279.68

設 置 目 的

設 置 根 拠

運 営 形 態

財 産 区 分
地 域 区 分
小 学 校 区
中 学 校 区

用途地域
所 有 者
敷 地 面 積
借 地 面 積

総建築面積
総延床面積
施 設 面 積 8279.68

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
　施　設　情　報

岩瀬森46番地
須賀川市 教育委員会事務局教育総務課

施 設 名 称

所 在 地
所管局部課

施設大分類
施 設 番 号

施設中分類
施設小分類

E050-0190
共通
学校教育系施設
学校

8279.68

公共用
須賀川地域

供用開始日 1986/06/11

学校施設として使用するため

地方自治法並びに学校教育法



(千円)

/

【施設サービス提供状況】

【単位当たりコスト比較】

令和2年 令和3年 令和4年

　　【歳入の推移】

　財　務　情　報

年度

歳 入

使用料・手数料等
0.0 0.0 0.0

(円/㎡)

総額

令和2年 令和3年 令和4年

令和2年 令和3年 令和4年

令和2年 令和3年 令和4年

実績値
対前年度比

生徒等数

0.0 0.0
人件費 16,530.0 16,572.0 31,280.0

光熱水費 8,591.8 10,961.6 11,896.3
維持保全費
使用料及び賃借料 725.2

　　【歳出の推移】

比較単位： 総額 施設面積 【当該施設】 【分類平均】

歳 出 対前年度増減率(%) 27.4 64.5
総額 31,336.6 39,932.6 65,704.3

5,489.6 12,399.0 22,528.0

国・県支出金
0.0 0.0 0.0

その他 0.0 0.0 0.0

- -
0.0 0.0 0.0

対前年度増減率(%)

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名
施設大分類 共通 施設中分類 学校教育系施設 施設小分類 学校

施 設 番 号 E050-0190須賀川市立第二中学校
基準日 令和5年3月31日

631

令和2年 令和3年 令和4年
28 28 28

（人）

項目
教室数

特別教室数
654

93.8% 96.5%

　施設サービス提供状況

（室）
（室） 12 12 13

697

0 2000 4000 6000 8000 10000

0 20000 40000 60000 80000 100000 120000

当該施設

0.0
0.2
0.4
0.6
0.8
1.0

0.0

5,000.0

10,000.0

15,000.0

生徒等数1人あたりコスト （円/人）

㎡あたりコスト （円/㎡）
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生徒等数 生徒等数平均

教室数 教室数平均



【費用対効果評価】
財務情報と利用情報からみる定量的な評価

区分 対応 費用対効果評価の考え方
Ａ 継続 コストも利用度も良好
Ｂ１ コスト改善 コストは高いが利用度も高い
Ｂ２ 利用度改善 コストは低いが利用度も低い
Ｃ 見直し コストも利用度も不良

・軸の交差箇所は，用途を同じとする施設全体の移動平均値です。
・コスト/㎡ = の ／ 施設面積
・利用度   = の ／ 施設面積

凡例： ■ … 当該施設 ◆ … 比較対象（分類）の他施設

【施設性能評価】
◯評価小分類によるチャート ◯評価大分類によるチャート

【一次評価】
費用対効果と施設性能のクロス評価結果からみる方向性の位置付け

区分 方向性 一次評価の考え方

Ａ 長寿命化（維持継続）
Ｂ１ 施設性能向上
Ｂ２ 費用対効果向上
Ｃ１ 更新、大規模改修
Ｃ２ 費用対効果と施設性能の改善
Ｃ３ 用途変更、運営管理方針改善
Ｄ１ 建替え等および費用対効果改善
Ｄ２ 用途変更等および施設性能改善
Ｅ 廃止、除却

凡例： ■ … 当該施設 ◆ … 比較対象（分類）の他施設

令和4年 歳出総額
令和4年 生徒等数

①建物の外壁 ⑬周辺環境
⑭必要性
⑮交通アクセス

⑯環境保全
⑰バリアフリー
⑱満足度

②建物の屋根・屋上
③建物の内壁・天井

④冷暖房
⑤給排水

向上
向上 優

基準日 令和5年3月31日

　費用対効果評価

Ⅴ利用 Ⅵ特性

　施設性能評価

⑦指摘事項
⑧位置関係
⑨災害影響

⑩保存価値
⑪地域利用
⑫避難所機能

改善 改善

改善 改善
改善 優

優

改善優

優 優

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名 須賀川市立第二中学校 施 設 番 号 E050-0190
施設大分類 共通 施設中分類 学校教育系施設

費用対効果

施設小分類 学校

向上 改善
改善 向上

⑥衛生

施設性能

　一次評価

凡
例

Ⅰ施設 Ⅱ設備 Ⅲ安全 Ⅳ地域
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比較対象（分類）の他施設の平均値



テーマ 項目 回答 内容 備考 配点

18 Ⅵ特性 ⑱満足度 ① 不特定多数の住民に利用されていますか。

2

1

基準日 令和5年3月31日

Ⅰ施設 ②建物の屋根・屋上 ② 建物の屋根・屋上の防水工事は行っていますか？ 3

3 Ⅰ施設 ③建物の内壁・天井 ③ 建物は耐震性を有していますか？ 5

4 Ⅱ設備 ④冷暖房 ③ 冷暖房設備の年式と稼働状況について教えてくださ
い。 5

5 Ⅱ設備 ⑤給排水 ② 建物の給排水管の更新工事は行っていますか？ 3

6 Ⅱ設備 ⑥衛生 ② 施設環境（衛生、音、光）に問題はありますか。 3

7 Ⅲ安全 ⑦指摘事項 ② 過去１年間の消防の定期検査や定期報告で指摘事
項がありますか。 3

8 Ⅲ安全 ⑧位置関係 ① 施設敷地内または施設から概ね５０ｍ以内に危険
物施設はありますか。 1

9 Ⅲ安全 ⑨災害影響 ③ 施設やその敷地が自然災害による影響を受けたことは
ありますか。 5

10 Ⅳ地域 ⑩保存価値 ① 施設や建物等について歴史的・文化的な評価を受け
ていますか。 1

① 地域のお祭りや自治会・町会の会合など、住民による
地域活動の拠点として利用されていますか。 1

5

3

共通 施設中分類 学校教育系施設
須賀川市立第二中学校

施設小分類 学校

⑫避難所機能 ③ 自然災害時等の避難所として指定されていますか。 5

⑬周辺環境 ①
施設や建物，その周辺環境（駐車場，日影，ビル
風，電波障害，騒音，光害，排水，排気，廃熱
等）に関して，利用者や周辺住民等から問題指摘や

1

1

15 Ⅴ利用 ⑮交通アクセス ② 最寄りの公共交通機関乗り場（駅，バス停）からど
のくらいの距離がありますか。 3

16 Ⅵ特性 ⑯環境保全 ③ 太陽光パネルやLED照明等の省エネルギー設備を導
入していますか。

17

11 Ⅳ地域 ⑪地域利用

14 Ⅴ利用 ⑭必要性 ③ 近隣１km以内に用途機能の類似する公共施設
（国・県・他市等）または民間の施設はありますか。

Ⅵ特性 ⑰バリアフリー ② バリアフリー（誘導ブロック，手すり，スロープの設置
等）への対応ができていますか。

12 Ⅳ地域

13 Ⅴ利用

　施設管理者アンケート結果

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名
施設大分類

番号

1 Ⅰ施設 ①建物の外壁 ③ 建物の外壁修繕は行っていますか？ 5

施 設 番 号 E050-0190



～

㎡
㎡ ㎡
㎡ ㎡

19
20

17
18

16

8:10 16:40

15

45.00 1991 新耐震基準適合

13
14

11
12

9 0010 第三中学校自転車置場 自転車置場・置場 公共用 鉄骨プレ 1 0 45.00
10

21.00 1991 新耐震基準適合

7 0008 第三中学校プール更衣室 脱衣室・更衣室 公共用 ブロック造 1 0 74.00
8 0009 第三中学校渡り廊下 校舎・園舎 公共用 鉄骨造 1 0 21.00

体育館 公共用 鉄筋C造 1 0 1,320.00

74.00 1992 新耐震基準適合

14.00 1992 新耐震基準適合

鉄筋C造 1 0 92.00

1,320.00 2014 新耐震基準適合

1992 新耐震基準適合

6 0006 第三中学校プール付属室 配電室・電気室 公共用 ブロック造 1 0 14.00
5 0005 第三中学校体育館

0 5,497.00

92.00 1991 新耐震基準適合

4 0004 第三中学校オイルポンプ室 ポンプ室 公共用 ブロック造 1 0 4.00 4.00
3 0003 第三中学校機械室 配電室・電気室 公共用

5,497.00 1991 新耐震基準適合

2 0002 第三中学校給食室 給食室 公共用 鉄筋C造 1 0 209.00 209.00 1991 新耐震基準適合

1 0001 第三中学校校舎 校舎・園舎 公共用 鉄筋C造 3

階数
地上 地下

建 築 面 積 延 床 面 積
耐震診断 改修年度

耐 震 情 報棟 名 称棟 番 号No. 建 物 用 途 財産
区分 構 造 主 体

（㎡） （㎡）
建築年

25665.67

1
2

■　建物情報
No. 施 設 名

5

■　施設情報　特記事項

　棟　情　報

4

基準日 令和5年3月31日

須賀川市立第三中学校

3

供用廃止日
時 間 備 考

■　敷地・建物情報
指定管理者

営 業 時 間

外　観　写　真
■　運営・管理情報

直接運営

7276.00

設 置 目 的

設 置 根 拠

運 営 形 態

財 産 区 分
地 域 区 分
小 学 校 区
中 学 校 区

用途地域
所 有 者
敷 地 面 積
借 地 面 積

総建築面積
総延床面積
施 設 面 積 7276.00

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
　施　設　情　報

朝日田54番地
須賀川市 教育委員会事務局教育総務課

施 設 名 称

所 在 地
所管局部課

施設大分類
施 設 番 号

施設中分類
施設小分類

E050-0200
共通
学校教育系施設
学校

7276.00

公共用
須賀川地域

供用開始日 1991/08/01

学校施設として使用するため

地方自治法並びに学校教育法



(千円)

/

【施設サービス提供状況】

【単位当たりコスト比較】

令和2年 令和3年 令和4年

　　【歳入の推移】

　財　務　情　報

年度

歳 入

使用料・手数料等
0.0 0.0 0.0

(円/㎡)

総額

令和2年 令和3年 令和4年

令和2年 令和3年 令和4年

令和2年 令和3年 令和4年

実績値
対前年度比

生徒等数

0.0 0.0
人件費 11,020.0 11,048.0 21,766.0

光熱水費 5,612.2 6,954.6 8,035.6
維持保全費
使用料及び賃借料 134.8

　　【歳出の推移】

比較単位： 総額 施設面積 【当該施設】 【分類平均】

歳 出 対前年度増減率(%) △ 2.3 59.3
総額 24,144.7 23,590.3 37,570.5

7,377.7 5,587.6 7,768.9

国・県支出金
0.0 0.0 0.0

その他 0.0 0.0 0.0

- -
0.0 0.0 0.0

対前年度増減率(%)

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名
施設大分類 共通 施設中分類 学校教育系施設 施設小分類 学校

施 設 番 号 E050-0200須賀川市立第三中学校
基準日 令和5年3月31日

281

令和2年 令和3年 令和4年
17 19 20

（人）

項目
教室数

特別教室数
311

107.6% 90.4%

　施設サービス提供状況

（室）
（室） 14 13 12

289
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【費用対効果評価】
財務情報と利用情報からみる定量的な評価

区分 対応 費用対効果評価の考え方
Ａ 継続 コストも利用度も良好
Ｂ１ コスト改善 コストは高いが利用度も高い
Ｂ２ 利用度改善 コストは低いが利用度も低い
Ｃ 見直し コストも利用度も不良

・軸の交差箇所は，用途を同じとする施設全体の移動平均値です。
・コスト/㎡ = の ／ 施設面積
・利用度   = の ／ 施設面積

凡例： ■ … 当該施設 ◆ … 比較対象（分類）の他施設

【施設性能評価】
◯評価小分類によるチャート ◯評価大分類によるチャート

【一次評価】
費用対効果と施設性能のクロス評価結果からみる方向性の位置付け

区分 方向性 一次評価の考え方

Ａ 長寿命化（維持継続）
Ｂ１ 施設性能向上
Ｂ２ 費用対効果向上
Ｃ１ 更新、大規模改修
Ｃ２ 費用対効果と施設性能の改善
Ｃ３ 用途変更、運営管理方針改善
Ｄ１ 建替え等および費用対効果改善
Ｄ２ 用途変更等および施設性能改善
Ｅ 廃止、除却

凡例： ■ … 当該施設 ◆ … 比較対象（分類）の他施設

令和4年 歳出総額
令和4年 生徒等数

①建物の外壁 ⑬周辺環境
⑭必要性
⑮交通アクセス

⑯環境保全
⑰バリアフリー
⑱満足度

②建物の屋根・屋上
③建物の内壁・天井

④冷暖房
⑤給排水

向上
向上 優

基準日 令和5年3月31日

　費用対効果評価

Ⅴ利用 Ⅵ特性

　施設性能評価

⑦指摘事項
⑧位置関係
⑨災害影響

⑩保存価値
⑪地域利用
⑫避難所機能

改善 改善

改善 改善
改善 優

優

改善優

優 優

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名 須賀川市立第三中学校 施 設 番 号 E050-0200
施設大分類 共通 施設中分類 学校教育系施設

費用対効果

施設小分類 学校

向上 改善
改善 向上

⑥衛生

施設性能

　一次評価

凡
例

Ⅰ施設 Ⅱ設備 Ⅲ安全 Ⅳ地域
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テーマ 項目 回答 内容 備考 配点

18 Ⅵ特性 ⑱満足度 ① 不特定多数の住民に利用されていますか。

2

1

基準日 令和5年3月31日

Ⅰ施設 ②建物の屋根・屋上 ② 建物の屋根・屋上の防水工事は行っていますか？ 3

3 Ⅰ施設 ③建物の内壁・天井 ③ 建物は耐震性を有していますか？ 5

4 Ⅱ設備 ④冷暖房 ③ 冷暖房設備の年式と稼働状況について教えてくださ
い。 5

5 Ⅱ設備 ⑤給排水 ③ 建物の給排水管の更新工事は行っていますか？ 5

6 Ⅱ設備 ⑥衛生 ② 施設環境（衛生、音、光）に問題はありますか。 3

7 Ⅲ安全 ⑦指摘事項 ③ 過去１年間の消防の定期検査や定期報告で指摘事
項がありますか。 5

8 Ⅲ安全 ⑧位置関係 ① 施設敷地内または施設から概ね５０ｍ以内に危険
物施設はありますか。 1

9 Ⅲ安全 ⑨災害影響 ③ 施設やその敷地が自然災害による影響を受けたことは
ありますか。 5

10 Ⅳ地域 ⑩保存価値 ① 施設や建物等について歴史的・文化的な評価を受け
ていますか。 1

① 地域のお祭りや自治会・町会の会合など、住民による
地域活動の拠点として利用されていますか。 1

5

1

共通 施設中分類 学校教育系施設
須賀川市立第三中学校

施設小分類 学校

⑫避難所機能 ③ 自然災害時等の避難所として指定されていますか。 5

⑬周辺環境 ①
施設や建物，その周辺環境（駐車場，日影，ビル
風，電波障害，騒音，光害，排水，排気，廃熱
等）に関して，利用者や周辺住民等から問題指摘や

1

1

15 Ⅴ利用 ⑮交通アクセス ③ 最寄りの公共交通機関乗り場（駅，バス停）からど
のくらいの距離がありますか。 5

16 Ⅵ特性 ⑯環境保全 ③ 太陽光パネルやLED照明等の省エネルギー設備を導
入していますか。

17

11 Ⅳ地域 ⑪地域利用

14 Ⅴ利用 ⑭必要性 ③ 近隣１km以内に用途機能の類似する公共施設
（国・県・他市等）または民間の施設はありますか。

Ⅵ特性 ⑰バリアフリー ① バリアフリー（誘導ブロック，手すり，スロープの設置
等）への対応ができていますか。

12 Ⅳ地域

13 Ⅴ利用

　施設管理者アンケート結果

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名
施設大分類

番号

1 Ⅰ施設 ①建物の外壁 ② 建物の外壁修繕は行っていますか？ 3

施 設 番 号 E050-0200



～

㎡
㎡ ㎡
㎡ ㎡

19
20

17
18

16

8:10 16:40

15

10.50 1996 新耐震基準適合

148.00 1987 新耐震基準適合

108.00 1987 新耐震基準適合

13
14

11 0012 西袋中学校自転車置場 自転車置場・置場 公共用 鉄骨造 1 0 108.00
12

9 0010 西袋中学校物置 倉庫・物置 公共用 軽鉄造 1 0 10.50
10 0011 西袋中学校渡り廊下 校舎・園舎 公共用 鉄骨造 1 0 148.00

10.50 1996 新耐震基準適合

7 0008 西袋中学校給食室 給食室 公共用 鉄筋C造 1 0 125.00
8 0009 西袋中学校物置 倉庫・物置 公共用 鉄骨造 1 0 10.50

倉庫・物置 公共用 ブロック造 1 0 19.00

125.00 1987 新耐震基準適合

70.00 1987 新耐震基準適合

鉄骨造 3 0 205.00

19.00 1987 新耐震基準適合

2003 新耐震基準適合

6 0007 西袋中学校機械室 配電室・電気室 公共用 鉄筋C造 1 0 70.00
5 0006 西袋中学校物置

0 2,932.00

205.00 2013 新耐震基準適合

4 0004 西袋中学校体育館 体育館 公共用 鉄筋C造 1 0 1,271.00 1,271.00
3 0003 西袋中学校校舎 校舎・園舎 公共用

2,932.00 1987 新耐震基準適合

2 0002 西袋中学校校舎 校舎・園舎 公共用 鉄筋C造 3 0 318.00 318.00 1987 新耐震基準適合

1 0001 西袋中学校校舎 校舎・園舎 公共用 鉄筋C造 3

階数
地上 地下

建 築 面 積 延 床 面 積
耐震診断 改修年度

耐 震 情 報棟 名 称棟 番 号No. 建 物 用 途 財産
区分 構 造 主 体

（㎡） （㎡）
建築年

27767.16

1
2

■　建物情報
No. 施 設 名

5

■　施設情報　特記事項

　棟　情　報

4

基準日 令和5年3月31日

須賀川市立西袋中学校

3

供用廃止日
時 間 備 考

■　敷地・建物情報
指定管理者

営 業 時 間

外　観　写　真
■　運営・管理情報

直接運営

5217.00

設 置 目 的

設 置 根 拠

運 営 形 態

財 産 区 分
地 域 区 分
小 学 校 区
中 学 校 区

用途地域
所 有 者
敷 地 面 積
借 地 面 積

総建築面積
総延床面積
施 設 面 積 5278.00

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
　施　設　情　報

吉美根字土橋680番地
須賀川市 教育委員会事務局教育総務課

施 設 名 称

所 在 地
所管局部課

施設大分類
施 設 番 号

施設中分類
施設小分類

E050-0210
共通
学校教育系施設
学校

5217.00

公共用
須賀川地域

供用開始日 1987/02/10

学校施設として使用するため

地方自治法並びに学校教育法



(千円)

/

【施設サービス提供状況】

【単位当たりコスト比較】

令和2年 令和3年 令和4年

　　【歳入の推移】

　財　務　情　報

年度

歳 入

使用料・手数料等
0.0 0.0 0.0

(円/㎡)

総額

令和2年 令和3年 令和4年

令和2年 令和3年 令和4年

令和2年 令和3年 令和4年

実績値
対前年度比

生徒等数

0.0 0.0
人件費 11,020.0 11,048.0 20,571.0

光熱水費 5,384.6 6,776.7 7,802.8
維持保全費
使用料及び賃借料 677.1

　　【歳出の推移】

比較単位： 総額 施設面積 【当該施設】 【分類平均】

歳 出 対前年度増減率(%) 75.0 35.0
総額 24,029.9 42,048.1 56,749.5

6,948.3 24,223.4 28,375.7

国・県支出金
0.0 0.0 0.0

その他 0.0 0.0 0.0

- -
0.0 0.0 0.0

対前年度増減率(%)

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名
施設大分類 共通 施設中分類 学校教育系施設 施設小分類 学校

施 設 番 号 E050-0210須賀川市立西袋中学校
基準日 令和5年3月31日

306

令和2年 令和3年 令和4年
12 13 13

（人）

項目
教室数

特別教室数
297

103.8% 103.0%

　施設サービス提供状況

（室）
（室） 12 10 10

286
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当該施設
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0.4
0.6
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0.0

5,000.0

10,000.0
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生徒等数1人あたりコスト （円/人）
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生徒等数 生徒等数平均

教室数 教室数平均



【費用対効果評価】
財務情報と利用情報からみる定量的な評価

区分 対応 費用対効果評価の考え方
Ａ 継続 コストも利用度も良好
Ｂ１ コスト改善 コストは高いが利用度も高い
Ｂ２ 利用度改善 コストは低いが利用度も低い
Ｃ 見直し コストも利用度も不良

・軸の交差箇所は，用途を同じとする施設全体の移動平均値です。
・コスト/㎡ = の ／ 施設面積
・利用度   = の ／ 施設面積

凡例： ■ … 当該施設 ◆ … 比較対象（分類）の他施設

【施設性能評価】
◯評価小分類によるチャート ◯評価大分類によるチャート

【一次評価】
費用対効果と施設性能のクロス評価結果からみる方向性の位置付け

区分 方向性 一次評価の考え方

Ａ 長寿命化（維持継続）
Ｂ１ 施設性能向上
Ｂ２ 費用対効果向上
Ｃ１ 更新、大規模改修
Ｃ２ 費用対効果と施設性能の改善
Ｃ３ 用途変更、運営管理方針改善
Ｄ１ 建替え等および費用対効果改善
Ｄ２ 用途変更等および施設性能改善
Ｅ 廃止、除却

凡例： ■ … 当該施設 ◆ … 比較対象（分類）の他施設

令和4年 歳出総額
令和4年 生徒等数

①建物の外壁 ⑬周辺環境
⑭必要性
⑮交通アクセス

⑯環境保全
⑰バリアフリー
⑱満足度

②建物の屋根・屋上
③建物の内壁・天井

④冷暖房
⑤給排水

向上
向上 優

基準日 令和5年3月31日

　費用対効果評価

Ⅴ利用 Ⅵ特性

　施設性能評価

⑦指摘事項
⑧位置関係
⑨災害影響

⑩保存価値
⑪地域利用
⑫避難所機能

改善 改善

改善 改善
改善 優

優

改善優

優 優

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名 須賀川市立西袋中学校 施 設 番 号 E050-0210
施設大分類 共通 施設中分類 学校教育系施設

費用対効果

施設小分類 学校

向上 改善
改善 向上

⑥衛生

施設性能

　一次評価

凡
例

Ⅰ施設 Ⅱ設備 Ⅲ安全 Ⅳ地域

利
用
度

高
←

→
低

高← →低コスト／㎡
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0
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100
Ⅰ施設

Ⅱ設備
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Ⅳ地域

Ⅴ利用

Ⅵ特性

当該施設の値
比較対象（分類）の他施設の平均値



テーマ 項目 回答 内容 備考 配点

18 Ⅵ特性 ⑱満足度 ① 不特定多数の住民に利用されていますか。

2

1

基準日 令和5年3月31日

Ⅰ施設 ②建物の屋根・屋上 ③ 建物の屋根・屋上の防水工事は行っていますか？ 5

3 Ⅰ施設 ③建物の内壁・天井 ② 建物は耐震性を有していますか？ 3

4 Ⅱ設備 ④冷暖房 ② 冷暖房設備の年式と稼働状況について教えてくださ
い。 3

5 Ⅱ設備 ⑤給排水 ③ 建物の給排水管の更新工事は行っていますか？ 5

6 Ⅱ設備 ⑥衛生 ② 施設環境（衛生、音、光）に問題はありますか。 3

7 Ⅲ安全 ⑦指摘事項 ② 過去１年間の消防の定期検査や定期報告で指摘事
項がありますか。 3

8 Ⅲ安全 ⑧位置関係 ① 施設敷地内または施設から概ね５０ｍ以内に危険
物施設はありますか。 1

9 Ⅲ安全 ⑨災害影響 ③ 施設やその敷地が自然災害による影響を受けたことは
ありますか。 5

10 Ⅳ地域 ⑩保存価値 ① 施設や建物等について歴史的・文化的な評価を受け
ていますか。 1

① 地域のお祭りや自治会・町会の会合など、住民による
地域活動の拠点として利用されていますか。 1

3

1

共通 施設中分類 学校教育系施設
須賀川市立西袋中学校

施設小分類 学校

⑫避難所機能 ③ 自然災害時等の避難所として指定されていますか。 5

⑬周辺環境 ①
施設や建物，その周辺環境（駐車場，日影，ビル
風，電波障害，騒音，光害，排水，排気，廃熱
等）に関して，利用者や周辺住民等から問題指摘や

1

1

15 Ⅴ利用 ⑮交通アクセス ③ 最寄りの公共交通機関乗り場（駅，バス停）からど
のくらいの距離がありますか。 5

16 Ⅵ特性 ⑯環境保全 ② 太陽光パネルやLED照明等の省エネルギー設備を導
入していますか。

17

11 Ⅳ地域 ⑪地域利用

14 Ⅴ利用 ⑭必要性 ③ 近隣１km以内に用途機能の類似する公共施設
（国・県・他市等）または民間の施設はありますか。

Ⅵ特性 ⑰バリアフリー ① バリアフリー（誘導ブロック，手すり，スロープの設置
等）への対応ができていますか。

12 Ⅳ地域

13 Ⅴ利用

　施設管理者アンケート結果

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名
施設大分類

番号

1 Ⅰ施設 ①建物の外壁 ② 建物の外壁修繕は行っていますか？ 3

施 設 番 号 E050-0210



～

㎡
㎡ ㎡
㎡ ㎡

19
20

17
18

16

8:10 16:40

15

13
14

11
12

9
10

7 0007 稲田学園自転車置場 自転車置場・置場 公共用 鉄骨プレ 1 0 108.00
8

ポンプ室 公共用 鉄骨造 1 0 12.00

108.00 1986 新耐震基準適合

21.07 2020 新耐震基準適合

ブロック造 1 0 19.00

12.00 2018 新耐震基準適合

2008 新耐震基準適合

6 0006 稲田学園物置 倉庫・物置 公共用 鉄骨プレ 1 0 21.07
5 0005 稲田学園ポンプ室

0 2,538.00

19.00 1986 新耐震基準適合

4 0004 稲田学園体育館 体育館 公共用 鉄筋C造 1 0 997.00 997.00
3 0003 稲田学園物置 倉庫・物置 公共用

2,538.00 1986 新耐震基準適合

2 0002 稲田学園機械室 配電室・電気室 公共用 鉄筋C造 1 0 51.00 51.00 1986 新耐震基準適合

1 0001 稲田学園校舎 校舎・園舎 公共用 鉄筋C造 3

階数
地上 地下

建 築 面 積 延 床 面 積
耐震診断 改修年度

耐 震 情 報棟 名 称棟 番 号No. 建 物 用 途 財産
区分 構 造 主 体

（㎡） （㎡）
建築年

11830.00

1
2

■　建物情報
No. 施 設 名

5

■　施設情報　特記事項

　棟　情　報

4

基準日 令和5年3月31日

須賀川市立稲田学園（後期）

3

供用廃止日
時 間 備 考

■　敷地・建物情報
指定管理者

営 業 時 間

外　観　写　真
■　運営・管理情報

直接運営

3746.07

設 置 目 的

設 置 根 拠

運 営 形 態

財 産 区 分
地 域 区 分
小 学 校 区
中 学 校 区

用途地域
所 有 者
敷 地 面 積
借 地 面 積

総建築面積
総延床面積
施 設 面 積 3746.07

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
　施　設　情　報

岩渕字岡谷地1番地
須賀川市 教育委員会事務局教育総務課

施 設 名 称

所 在 地
所管局部課

施設大分類
施 設 番 号

施設中分類
施設小分類

E050-0220
共通
学校教育系施設
学校

3746.07

公共用
須賀川地域

供用開始日 1986/03/10

学校施設として使用するため

地方自治法並びに学校教育法



(千円)

/

【施設サービス提供状況】

【単位当たりコスト比較】

令和2年 令和3年 令和4年

　　【歳入の推移】

　財　務　情　報

年度

歳 入

使用料・手数料等
0.0 0.0 0.0

(円/㎡)

総額

令和2年 令和3年 令和4年

令和2年 令和3年 令和4年

令和2年 令和3年 令和4年

実績値
対前年度比

生徒等数

0.0 0.0
人件費 8,265.0 8,286.0 12,751.0

光熱水費 3,441.0 3,294.8 4,214.5
維持保全費
使用料及び賃借料 318.3

　　【歳出の推移】

比較単位： 総額 施設面積 【当該施設】 【分類平均】

歳 出 対前年度増減率(%) △ 10.1 39.3
総額 15,071.6 13,551.3 18,882.4

3,047.4 1,970.5 1,916.9

国・県支出金
0.0 0.0 0.0

その他 0.0 0.0 0.0

- -
0.0 0.0 0.0

対前年度増減率(%)

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名
施設大分類 共通 施設中分類 学校教育系施設 施設小分類 学校

施 設 番 号 E050-0220須賀川市立稲田学園（後期）
基準日 令和5年3月31日

92

令和2年 令和3年 令和4年
9 9 9

（人）

項目
教室数

特別教室数
91

107.1% 101.1%

　施設サービス提供状況
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【費用対効果評価】
財務情報と利用情報からみる定量的な評価

区分 対応 費用対効果評価の考え方
Ａ 継続 コストも利用度も良好
Ｂ１ コスト改善 コストは高いが利用度も高い
Ｂ２ 利用度改善 コストは低いが利用度も低い
Ｃ 見直し コストも利用度も不良

・軸の交差箇所は，用途を同じとする施設全体の移動平均値です。
・コスト/㎡ = の ／ 施設面積
・利用度   = の ／ 施設面積

凡例： ■ … 当該施設 ◆ … 比較対象（分類）の他施設

【施設性能評価】
◯評価小分類によるチャート ◯評価大分類によるチャート

【一次評価】
費用対効果と施設性能のクロス評価結果からみる方向性の位置付け

区分 方向性 一次評価の考え方

Ａ 長寿命化（維持継続）
Ｂ１ 施設性能向上
Ｂ２ 費用対効果向上
Ｃ１ 更新、大規模改修
Ｃ２ 費用対効果と施設性能の改善
Ｃ３ 用途変更、運営管理方針改善
Ｄ１ 建替え等および費用対効果改善
Ｄ２ 用途変更等および施設性能改善
Ｅ 廃止、除却

凡例： ■ … 当該施設 ◆ … 比較対象（分類）の他施設

令和4年 歳出総額
令和4年 生徒等数

①建物の外壁 ⑬周辺環境
⑭必要性
⑮交通アクセス

⑯環境保全
⑰バリアフリー
⑱満足度

②建物の屋根・屋上
③建物の内壁・天井

④冷暖房
⑤給排水

向上
向上 優

基準日 令和5年3月31日

　費用対効果評価

Ⅴ利用 Ⅵ特性

　施設性能評価

⑦指摘事項
⑧位置関係
⑨災害影響

⑩保存価値
⑪地域利用
⑫避難所機能

改善 改善

改善 改善
改善 優

優

改善優

優 優

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名 須賀川市立稲田学園（後期） 施 設 番 号 E050-0220
施設大分類 共通 施設中分類 学校教育系施設

費用対効果

施設小分類 学校

向上 改善
改善 向上

⑥衛生

施設性能

　一次評価

凡
例
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テーマ 項目 回答 内容 備考 配点

18 Ⅵ特性 ⑱満足度 ① 不特定多数の住民に利用されていますか。

2

1

基準日 令和5年3月31日

Ⅰ施設 ②建物の屋根・屋上 ② 建物の屋根・屋上の防水工事は行っていますか？ 3

3 Ⅰ施設 ③建物の内壁・天井 ③ 建物は耐震性を有していますか？ 5

4 Ⅱ設備 ④冷暖房 ③ 冷暖房設備の年式と稼働状況について教えてくださ
い。 5

5 Ⅱ設備 ⑤給排水 ② 建物の給排水管の更新工事は行っていますか？ 3

6 Ⅱ設備 ⑥衛生 ② 施設環境（衛生、音、光）に問題はありますか。 3

7 Ⅲ安全 ⑦指摘事項 ② 過去１年間の消防の定期検査や定期報告で指摘事
項がありますか。 3

8 Ⅲ安全 ⑧位置関係 ① 施設敷地内または施設から概ね５０ｍ以内に危険
物施設はありますか。 1

9 Ⅲ安全 ⑨災害影響 ③ 施設やその敷地が自然災害による影響を受けたことは
ありますか。 5

10 Ⅳ地域 ⑩保存価値 ① 施設や建物等について歴史的・文化的な評価を受け
ていますか。 1

① 地域のお祭りや自治会・町会の会合など、住民による
地域活動の拠点として利用されていますか。 1

3

1

共通 施設中分類 学校教育系施設
須賀川市立稲田学園（後期）

施設小分類 学校

⑫避難所機能 ③ 自然災害時等の避難所として指定されていますか。 5

⑬周辺環境 ①
施設や建物，その周辺環境（駐車場，日影，ビル
風，電波障害，騒音，光害，排水，排気，廃熱
等）に関して，利用者や周辺住民等から問題指摘や

1

1

15 Ⅴ利用 ⑮交通アクセス ② 最寄りの公共交通機関乗り場（駅，バス停）からど
のくらいの距離がありますか。 3

16 Ⅵ特性 ⑯環境保全 ② 太陽光パネルやLED照明等の省エネルギー設備を導
入していますか。

17

11 Ⅳ地域 ⑪地域利用

14 Ⅴ利用 ⑭必要性 ③ 近隣１km以内に用途機能の類似する公共施設
（国・県・他市等）または民間の施設はありますか。

Ⅵ特性 ⑰バリアフリー ① バリアフリー（誘導ブロック，手すり，スロープの設置
等）への対応ができていますか。

12 Ⅳ地域

13 Ⅴ利用

　施設管理者アンケート結果

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名
施設大分類

番号

1 Ⅰ施設 ①建物の外壁 ② 建物の外壁修繕は行っていますか？ 3

施 設 番 号 E050-0220



～

㎡
㎡ ㎡
㎡ ㎡

19
20

17
18

16

8:15 16:45

15

13
14

11
12

9
10

7
8

鉄筋C造 1 0 58.00
2015 新耐震基準適合

6
5

0 995.00

58.00 1997 新耐震基準適合

4 0005 小塩江中学校倉庫 倉庫・物置 公共用 鉄筋C造 1 0 36.00 36.00
3 0004 小塩江中学校機械室 配電室・電気室 公共用

995.00 2015 新耐震基準適合

2 0003 小塩江中学校校舎給食室 校舎・園舎 公共用 鉄筋C造 3 0 2,587.00 2,587.00 1997 新耐震基準適合

1 0001 小塩江中学校体育館 体育館 公共用 鉄筋C造 1

階数
地上 地下

建 築 面 積 延 床 面 積
耐震診断 改修年度

耐 震 情 報棟 名 称棟 番 号No. 建 物 用 途 財産
区分 構 造 主 体

（㎡） （㎡）
建築年

20246.88

1
2

■　建物情報
No. 施 設 名

5

■　施設情報　特記事項

　棟　情　報

4

基準日 令和5年3月31日

須賀川市立小塩江中学校

3

供用廃止日
時 間 備 考

■　敷地・建物情報
指定管理者

営 業 時 間

外　観　写　真
■　運営・管理情報

直接運営

3676.00

設 置 目 的

設 置 根 拠

運 営 形 態

財 産 区 分
地 域 区 分
小 学 校 区
中 学 校 区

用途地域
所 有 者
敷 地 面 積
借 地 面 積

総建築面積
総延床面積
施 設 面 積 3734.00

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
　施　設　情　報

塩田字中丸木85番地
須賀川市 教育委員会事務局教育総務課

施 設 名 称

所 在 地
所管局部課

施設大分類
施 設 番 号

施設中分類
施設小分類

E050-0230
共通
学校教育系施設
学校

3676.00

公共用
須賀川地域

供用開始日 1997/06/25

学校施設として使用するため

地方自治法並びに学校教育法



(千円)

/

【施設サービス提供状況】

【単位当たりコスト比較】

令和2年 令和3年 令和4年

　　【歳入の推移】

　財　務　情　報

年度

歳 入

使用料・手数料等
0.0 0.0 0.0

(円/㎡)

総額

令和2年 令和3年 令和4年

令和2年 令和3年 令和4年

令和2年 令和3年 令和4年

実績値
対前年度比

生徒等数

0.0 0.0
人件費 8,265.0 5,524.0 8,667.0

光熱水費 1,951.3 2,017.3 2,889.3
維持保全費
使用料及び賃借料 283.5

　　【歳出の推移】

比較単位： 総額 施設面積 【当該施設】 【分類平均】

歳 出 対前年度増減率(%) 50.7 △ 30.4
総額 14,204.0 21,404.8 14,896.2

3,704.2 13,863.5 3,339.9

国・県支出金
0.0 0.0 0.0

その他 0.0 0.0 0.0

- -
0.0 0.0 0.0

対前年度増減率(%)

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名
施設大分類 共通 施設中分類 学校教育系施設 施設小分類 学校

施 設 番 号 E050-0230須賀川市立小塩江中学校
基準日 令和5年3月31日

19

令和2年 令和3年 令和4年
3 3 3

（人）

項目
教室数

特別教室数
19

76.0% 100.0%

　施設サービス提供状況

（室）
（室） 9 9 9
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【費用対効果評価】
財務情報と利用情報からみる定量的な評価

区分 対応 費用対効果評価の考え方
Ａ 継続 コストも利用度も良好
Ｂ１ コスト改善 コストは高いが利用度も高い
Ｂ２ 利用度改善 コストは低いが利用度も低い
Ｃ 見直し コストも利用度も不良

・軸の交差箇所は，用途を同じとする施設全体の移動平均値です。
・コスト/㎡ = の ／ 施設面積
・利用度   = の ／ 施設面積

凡例： ■ … 当該施設 ◆ … 比較対象（分類）の他施設

【施設性能評価】
◯評価小分類によるチャート ◯評価大分類によるチャート

【一次評価】
費用対効果と施設性能のクロス評価結果からみる方向性の位置付け

区分 方向性 一次評価の考え方

Ａ 長寿命化（維持継続）
Ｂ１ 施設性能向上
Ｂ２ 費用対効果向上
Ｃ１ 更新、大規模改修
Ｃ２ 費用対効果と施設性能の改善
Ｃ３ 用途変更、運営管理方針改善
Ｄ１ 建替え等および費用対効果改善
Ｄ２ 用途変更等および施設性能改善
Ｅ 廃止、除却

凡例： ■ … 当該施設 ◆ … 比較対象（分類）の他施設

令和4年 歳出総額
令和4年 生徒等数

①建物の外壁 ⑬周辺環境
⑭必要性
⑮交通アクセス

⑯環境保全
⑰バリアフリー
⑱満足度

②建物の屋根・屋上
③建物の内壁・天井

④冷暖房
⑤給排水

向上
向上 優

基準日 令和5年3月31日

　費用対効果評価

Ⅴ利用 Ⅵ特性

　施設性能評価

⑦指摘事項
⑧位置関係
⑨災害影響

⑩保存価値
⑪地域利用
⑫避難所機能

改善 改善

改善 改善
改善 優

優

改善優

優 優

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名 須賀川市立小塩江中学校 施 設 番 号 E050-0230
施設大分類 共通 施設中分類 学校教育系施設

費用対効果

施設小分類 学校

向上 改善
改善 向上

⑥衛生

施設性能

　一次評価

凡
例
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テーマ 項目 回答 内容 備考 配点

18 Ⅵ特性 ⑱満足度 ① 不特定多数の住民に利用されていますか。

2

1

基準日 令和5年3月31日

Ⅰ施設 ②建物の屋根・屋上 ③ 建物の屋根・屋上の防水工事は行っていますか？ 5

3 Ⅰ施設 ③建物の内壁・天井 ② 建物は耐震性を有していますか？ 3

4 Ⅱ設備 ④冷暖房 ② 冷暖房設備の年式と稼働状況について教えてくださ
い。 3

5 Ⅱ設備 ⑤給排水 ③ 建物の給排水管の更新工事は行っていますか？ 5

6 Ⅱ設備 ⑥衛生 ③ 施設環境（衛生、音、光）に問題はありますか。 5

7 Ⅲ安全 ⑦指摘事項 ② 過去１年間の消防の定期検査や定期報告で指摘事
項がありますか。 3

8 Ⅲ安全 ⑧位置関係 ① 施設敷地内または施設から概ね５０ｍ以内に危険
物施設はありますか。 1

9 Ⅲ安全 ⑨災害影響 ③ 施設やその敷地が自然災害による影響を受けたことは
ありますか。 5

10 Ⅳ地域 ⑩保存価値 ① 施設や建物等について歴史的・文化的な評価を受け
ていますか。 1

① 地域のお祭りや自治会・町会の会合など、住民による
地域活動の拠点として利用されていますか。 1

5

1

共通 施設中分類 学校教育系施設
須賀川市立小塩江中学校

施設小分類 学校

⑫避難所機能 ③ 自然災害時等の避難所として指定されていますか。 5

⑬周辺環境 ①
施設や建物，その周辺環境（駐車場，日影，ビル
風，電波障害，騒音，光害，排水，排気，廃熱
等）に関して，利用者や周辺住民等から問題指摘や

1

1

15 Ⅴ利用 ⑮交通アクセス ① 最寄りの公共交通機関乗り場（駅，バス停）からど
のくらいの距離がありますか。 1

16 Ⅵ特性 ⑯環境保全 ③ 太陽光パネルやLED照明等の省エネルギー設備を導
入していますか。

17

11 Ⅳ地域 ⑪地域利用

14 Ⅴ利用 ⑭必要性 ③ 近隣１km以内に用途機能の類似する公共施設
（国・県・他市等）または民間の施設はありますか。

Ⅵ特性 ⑰バリアフリー ① バリアフリー（誘導ブロック，手すり，スロープの設置
等）への対応ができていますか。

12 Ⅳ地域

13 Ⅴ利用

　施設管理者アンケート結果

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名
施設大分類

番号

1 Ⅰ施設 ①建物の外壁 ② 建物の外壁修繕は行っていますか？ 3

施 設 番 号 E050-0230
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15

83.00 2014 新耐震基準適合

13
14

11
12

9 0010 仁井田中学校倉庫 倉庫・物置 公共用 木造 1 0 83.00
10

10.00 2014 新耐震基準適合

7 0008 仁井田中学校渡り廊下 校舎・園舎 公共用 ブロック造 1 0 39.00
8 0009 仁井田中学校体育用具室 その他 公共用 鉄筋C造 1 0 10.00

その他 公共用 鉄筋C造 1 0 9.00

39.00 2000 新耐震基準適合

301.00 2000 新耐震基準適合

鉄筋C造 1 0 11.00

9.00 2000 新耐震基準適合

2007 新耐震基準適合

6 0007 仁井田中学校自転車置場 自転車置場・置場 公共用 軽鉄造 1 0 301.00
5 0005 仁井田中学校ごみ置き場

0 4,671.00

11.00 2014 新耐震基準適合

4 0004 仁井田中学校体育館 体育館 公共用 鉄筋C造 1 0 1,278.00 1,278.00
3 0003 仁井田中学校機械室 配電室・電気室 公共用

4,671.00 2000 新耐震基準適合

2 0002 仁井田中学校機械室 配電室・電気室 公共用 鉄筋C造 1 0 113.00 113.00 2000 新耐震基準適合

1 0001 仁井田中学校校舎 校舎・園舎 公共用 鉄筋C造 3

階数
地上 地下

建 築 面 積 延 床 面 積
耐震診断 改修年度

耐 震 情 報棟 名 称棟 番 号No. 建 物 用 途 財産
区分 構 造 主 体

（㎡） （㎡）
建築年

29030.00

1
2

■　建物情報
No. 施 設 名

5

■　施設情報　特記事項

　棟　情　報

4

基準日 令和5年3月31日

須賀川市立仁井田中学校

3

供用廃止日
時 間 備 考

■　敷地・建物情報
指定管理者

営 業 時 間

外　観　写　真
■　運営・管理情報

直接運営

6515.00

設 置 目 的

設 置 根 拠

運 営 形 態

財 産 区 分
地 域 区 分
小 学 校 区
中 学 校 区

用途地域
所 有 者
敷 地 面 積
借 地 面 積

総建築面積
総延床面積
施 設 面 積 6515.00

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
　施　設　情　報

仁井田字北明石田30番地
須賀川市 教育委員会事務局教育総務課

施 設 名 称

所 在 地
所管局部課

施設大分類
施 設 番 号

施設中分類
施設小分類

E050-0240
共通
学校教育系施設
学校

6515.00

公共用
須賀川地域

供用開始日 2000/07/10

学校施設として使用するため

地方自治法並びに学校教育法



(千円)

/

【施設サービス提供状況】

【単位当たりコスト比較】

令和2年 令和3年 令和4年

　　【歳入の推移】

　財　務　情　報

年度

歳 入

使用料・手数料等
0.0 0.0 0.0

(円/㎡)

総額

令和2年 令和3年 令和4年

令和2年 令和3年 令和4年

令和2年 令和3年 令和4年

実績値
対前年度比

生徒等数

0.0 0.0
人件費 8,265.0 8,286.0 15,640.0

光熱水費 5,134.5 6,149.7 7,528.1
維持保全費
使用料及び賃借料 652.2

　　【歳出の推移】

比較単位： 総額 施設面積 【当該施設】 【分類平均】

歳 出 対前年度増減率(%) 50.8 △ 13.1
総額 20,284.0 30,579.9 26,575.6

6,232.4 16,144.2 3,407.5

国・県支出金
0.0 0.0 0.0

その他 0.0 0.0 0.0

- -
0.0 0.0 0.0

対前年度増減率(%)

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名
施設大分類 共通 施設中分類 学校教育系施設 施設小分類 学校

施 設 番 号 E050-0240須賀川市立仁井田中学校
基準日 令和5年3月31日

162

令和2年 令和3年 令和4年
10 10 11

（人）

項目
教室数

特別教室数
158

103.3% 102.5%

　施設サービス提供状況

（室）
（室） 11 11 10

153
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生徒等数1人あたりコスト （円/人）
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生徒等数 生徒等数平均

教室数 教室数平均



【費用対効果評価】
財務情報と利用情報からみる定量的な評価

区分 対応 費用対効果評価の考え方
Ａ 継続 コストも利用度も良好
Ｂ１ コスト改善 コストは高いが利用度も高い
Ｂ２ 利用度改善 コストは低いが利用度も低い
Ｃ 見直し コストも利用度も不良

・軸の交差箇所は，用途を同じとする施設全体の移動平均値です。
・コスト/㎡ = の ／ 施設面積
・利用度   = の ／ 施設面積

凡例： ■ … 当該施設 ◆ … 比較対象（分類）の他施設

【施設性能評価】
◯評価小分類によるチャート ◯評価大分類によるチャート

【一次評価】
費用対効果と施設性能のクロス評価結果からみる方向性の位置付け

区分 方向性 一次評価の考え方

Ａ 長寿命化（維持継続）
Ｂ１ 施設性能向上
Ｂ２ 費用対効果向上
Ｃ１ 更新、大規模改修
Ｃ２ 費用対効果と施設性能の改善
Ｃ３ 用途変更、運営管理方針改善
Ｄ１ 建替え等および費用対効果改善
Ｄ２ 用途変更等および施設性能改善
Ｅ 廃止、除却

凡例： ■ … 当該施設 ◆ … 比較対象（分類）の他施設

令和4年 歳出総額
令和4年 生徒等数

①建物の外壁 ⑬周辺環境
⑭必要性
⑮交通アクセス

⑯環境保全
⑰バリアフリー
⑱満足度

②建物の屋根・屋上
③建物の内壁・天井

④冷暖房
⑤給排水

向上
向上 優

基準日 令和5年3月31日

　費用対効果評価

Ⅴ利用 Ⅵ特性

　施設性能評価

⑦指摘事項
⑧位置関係
⑨災害影響

⑩保存価値
⑪地域利用
⑫避難所機能

改善 改善

改善 改善
改善 優

優

改善優

優 優

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名 須賀川市立仁井田中学校 施 設 番 号 E050-0240
施設大分類 共通 施設中分類 学校教育系施設

費用対効果

施設小分類 学校

向上 改善
改善 向上

⑥衛生

施設性能

　一次評価

凡
例

Ⅰ施設 Ⅱ設備 Ⅲ安全 Ⅳ地域

利
用
度

高
←

→
低

高← →低コスト／㎡
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当該施設の値
比較対象（分類）の他施設の平均値



テーマ 項目 回答 内容 備考 配点

18 Ⅵ特性 ⑱満足度 ① 不特定多数の住民に利用されていますか。

2

1

基準日 令和5年3月31日

Ⅰ施設 ②建物の屋根・屋上 ② 建物の屋根・屋上の防水工事は行っていますか？ 3

3 Ⅰ施設 ③建物の内壁・天井 ② 建物は耐震性を有していますか？ 3

4 Ⅱ設備 ④冷暖房 ② 冷暖房設備の年式と稼働状況について教えてくださ
い。 3

5 Ⅱ設備 ⑤給排水 ③ 建物の給排水管の更新工事は行っていますか？ 5

6 Ⅱ設備 ⑥衛生 ③ 施設環境（衛生、音、光）に問題はありますか。 5

7 Ⅲ安全 ⑦指摘事項 ③ 過去１年間の消防の定期検査や定期報告で指摘事
項がありますか。 5

8 Ⅲ安全 ⑧位置関係 ① 施設敷地内または施設から概ね５０ｍ以内に危険
物施設はありますか。 1

9 Ⅲ安全 ⑨災害影響 ③ 施設やその敷地が自然災害による影響を受けたことは
ありますか。 5

10 Ⅳ地域 ⑩保存価値 ① 施設や建物等について歴史的・文化的な評価を受け
ていますか。 1

① 地域のお祭りや自治会・町会の会合など、住民による
地域活動の拠点として利用されていますか。 1

3

3

共通 施設中分類 学校教育系施設
須賀川市立仁井田中学校

施設小分類 学校

⑫避難所機能 ③ 自然災害時等の避難所として指定されていますか。 5

⑬周辺環境 ①
施設や建物，その周辺環境（駐車場，日影，ビル
風，電波障害，騒音，光害，排水，排気，廃熱
等）に関して，利用者や周辺住民等から問題指摘や

1

1

15 Ⅴ利用 ⑮交通アクセス ② 最寄りの公共交通機関乗り場（駅，バス停）からど
のくらいの距離がありますか。 3

16 Ⅵ特性 ⑯環境保全 ② 太陽光パネルやLED照明等の省エネルギー設備を導
入していますか。

17

11 Ⅳ地域 ⑪地域利用

14 Ⅴ利用 ⑭必要性 ③ 近隣１km以内に用途機能の類似する公共施設
（国・県・他市等）または民間の施設はありますか。

Ⅵ特性 ⑰バリアフリー ② バリアフリー（誘導ブロック，手すり，スロープの設置
等）への対応ができていますか。

12 Ⅳ地域

13 Ⅴ利用

　施設管理者アンケート結果

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名
施設大分類

番号

1 Ⅰ施設 ①建物の外壁 ② 建物の外壁修繕は行っていますか？ 3

施 設 番 号 E050-0240



～

㎡
㎡ ㎡
㎡ ㎡

19
20

17
18

16

8:10 16:40

15

13
14

11
12

9
10

7 0009 大東中学校渡廊下 校舎・園舎 公共用 鉄筋C造 1 0 37.80
8

給食室 公共用 鉄筋C造 1 0 150.02

37.80 2011 新耐震基準適合

4.89 1972 耐震診断_未実施

ブロック造 1 0 8.00

150.02 2011 新耐震基準適合

1998 新耐震基準適合

6 0008 大東中学校浄化槽機械室 配電室・電気室 公共用 ブロック造 1 0 4.89
5 0006 大東中学校給食室

0 3,754.14

8.00 1975 耐震診断_未実施

4 0004 大東中学校体育用具室 その他 公共用 ブロック造 1 0 50.43 50.43
3 0003 大東中学校倉庫 倉庫・物置 公共用

3,754.14 2011 新耐震基準適合

2 0002 大東中学校体育館 体育館 公共用 鉄骨造 1 0 707.00 707.00 1967 耐震改修_未実施

1 0001 大東中学校校舎 校舎・園舎 公共用 鉄筋C造 3

階数
地上 地下

建 築 面 積 延 床 面 積
耐震診断 改修年度

耐 震 情 報棟 名 称棟 番 号No. 建 物 用 途 財産
区分 構 造 主 体

（㎡） （㎡）
建築年

32643.00

1
2

■　建物情報
No. 施 設 名

5

■　施設情報　特記事項

　棟　情　報

4

基準日 令和5年3月31日

須賀川市立大東中学校

3

供用廃止日
時 間 備 考

■　敷地・建物情報
指定管理者

営 業 時 間

外　観　写　真
■　運営・管理情報

直接運営

4712.28

設 置 目 的

設 置 根 拠

運 営 形 態

財 産 区 分
地 域 区 分
小 学 校 区
中 学 校 区

用途地域
所 有 者
敷 地 面 積
借 地 面 積

総建築面積
総延床面積
施 設 面 積 4787.28

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
　施　設　情　報

雨田字芳ケ平62番地
須賀川市 教育委員会事務局教育総務課

施 設 名 称

所 在 地
所管局部課

施設大分類
施 設 番 号

施設中分類
施設小分類

E050-0250
共通
学校教育系施設
学校

4712.28

公共用
須賀川地域

供用開始日 2011/12/25

学校施設として使用するため

地方自治法並びに学校教育法



(千円)

/

【施設サービス提供状況】

【単位当たりコスト比較】

令和2年 令和3年 令和4年

　　【歳入の推移】

　財　務　情　報

年度

歳 入

使用料・手数料等
0.0 0.0 0.0

(円/㎡)

総額

令和2年 令和3年 令和4年

令和2年 令和3年 令和4年

令和2年 令和3年 令和4年

実績値
対前年度比

生徒等数

0.0 0.0
人件費 8,265.0 8,286.0 13,598.0

光熱水費 4,013.4 4,516.1 5,676.4
維持保全費
使用料及び賃借料 454.9

　　【歳出の推移】

比較単位： 総額 施設面積 【当該施設】 【分類平均】

歳 出 対前年度増減率(%) 18.5 15.8
総額 16,944.1 20,075.5 23,250.8

4,210.9 7,273.4 3,976.5

国・県支出金
0.0 0.0 0.0

その他 0.0 0.0 0.0

- -
0.0 0.0 0.0

対前年度増減率(%)

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名
施設大分類 共通 施設中分類 学校教育系施設 施設小分類 学校

施 設 番 号 E050-0250須賀川市立大東中学校
基準日 令和5年3月31日

117

令和2年 令和3年 令和4年
9 10 9

（人）

項目
教室数

特別教室数
138

97.9% 84.8%

　施設サービス提供状況

（室）
（室） 11 11 11

141
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【費用対効果評価】
財務情報と利用情報からみる定量的な評価

区分 対応 費用対効果評価の考え方
Ａ 継続 コストも利用度も良好
Ｂ１ コスト改善 コストは高いが利用度も高い
Ｂ２ 利用度改善 コストは低いが利用度も低い
Ｃ 見直し コストも利用度も不良

・軸の交差箇所は，用途を同じとする施設全体の移動平均値です。
・コスト/㎡ = の ／ 施設面積
・利用度   = の ／ 施設面積

凡例： ■ … 当該施設 ◆ … 比較対象（分類）の他施設

【施設性能評価】
◯評価小分類によるチャート ◯評価大分類によるチャート

【一次評価】
費用対効果と施設性能のクロス評価結果からみる方向性の位置付け

区分 方向性 一次評価の考え方

Ａ 長寿命化（維持継続）
Ｂ１ 施設性能向上
Ｂ２ 費用対効果向上
Ｃ１ 更新、大規模改修
Ｃ２ 費用対効果と施設性能の改善
Ｃ３ 用途変更、運営管理方針改善
Ｄ１ 建替え等および費用対効果改善
Ｄ２ 用途変更等および施設性能改善
Ｅ 廃止、除却

凡例： ■ … 当該施設 ◆ … 比較対象（分類）の他施設

令和4年 歳出総額
令和4年 生徒等数

①建物の外壁 ⑬周辺環境
⑭必要性
⑮交通アクセス

⑯環境保全
⑰バリアフリー
⑱満足度

②建物の屋根・屋上
③建物の内壁・天井

④冷暖房
⑤給排水

向上
向上 優

基準日 令和5年3月31日

　費用対効果評価

Ⅴ利用 Ⅵ特性

　施設性能評価

⑦指摘事項
⑧位置関係
⑨災害影響

⑩保存価値
⑪地域利用
⑫避難所機能

改善 改善

改善 改善
改善 優

優

改善優

優 優

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名 須賀川市立大東中学校 施 設 番 号 E050-0250
施設大分類 共通 施設中分類 学校教育系施設

費用対効果

施設小分類 学校

向上 改善
改善 向上

⑥衛生

施設性能

　一次評価

凡
例

Ⅰ施設 Ⅱ設備 Ⅲ安全 Ⅳ地域
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テーマ 項目 回答 内容 備考 配点

18 Ⅵ特性 ⑱満足度 ① 不特定多数の住民に利用されていますか。

2

1

基準日 令和5年3月31日

Ⅰ施設 ②建物の屋根・屋上 ③ 建物の屋根・屋上の防水工事は行っていますか？ 5

3 Ⅰ施設 ③建物の内壁・天井 ③ 建物は耐震性を有していますか？ 5

4 Ⅱ設備 ④冷暖房 ③ 冷暖房設備の年式と稼働状況について教えてくださ
い。 5

5 Ⅱ設備 ⑤給排水 ③ 建物の給排水管の更新工事は行っていますか？ 5

6 Ⅱ設備 ⑥衛生 ② 施設環境（衛生、音、光）に問題はありますか。 3

7 Ⅲ安全 ⑦指摘事項 ③ 過去１年間の消防の定期検査や定期報告で指摘事
項がありますか。 5

8 Ⅲ安全 ⑧位置関係 ① 施設敷地内または施設から概ね５０ｍ以内に危険
物施設はありますか。 1

9 Ⅲ安全 ⑨災害影響 ③ 施設やその敷地が自然災害による影響を受けたことは
ありますか。 5

10 Ⅳ地域 ⑩保存価値 ① 施設や建物等について歴史的・文化的な評価を受け
ていますか。 1

① 地域のお祭りや自治会・町会の会合など、住民による
地域活動の拠点として利用されていますか。 1

5

1

共通 施設中分類 学校教育系施設
須賀川市立大東中学校

施設小分類 学校

⑫避難所機能 ③ 自然災害時等の避難所として指定されていますか。 5

⑬周辺環境 ①
施設や建物，その周辺環境（駐車場，日影，ビル
風，電波障害，騒音，光害，排水，排気，廃熱
等）に関して，利用者や周辺住民等から問題指摘や

1

1

15 Ⅴ利用 ⑮交通アクセス ③ 最寄りの公共交通機関乗り場（駅，バス停）からど
のくらいの距離がありますか。 5

16 Ⅵ特性 ⑯環境保全 ③ 太陽光パネルやLED照明等の省エネルギー設備を導
入していますか。

17

11 Ⅳ地域 ⑪地域利用

14 Ⅴ利用 ⑭必要性 ③ 近隣１km以内に用途機能の類似する公共施設
（国・県・他市等）または民間の施設はありますか。

Ⅵ特性 ⑰バリアフリー ① バリアフリー（誘導ブロック，手すり，スロープの設置
等）への対応ができていますか。

12 Ⅳ地域

13 Ⅴ利用

　施設管理者アンケート結果

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名
施設大分類

番号

1 Ⅰ施設 ①建物の外壁 ③ 建物の外壁修繕は行っていますか？ 5

施 設 番 号 E050-0250
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8:15 16:45

15

13
14

11
12

9
10

7
8

倉庫・物置 公共用 鉄筋C造 1 0 72.00

ブロック造 1 0 57.75

72.00 2015 新耐震基準適合

2013 新耐震基準適合

6
5 0006 長沼中学校倉庫

0 4,051.00

57.75 1974 耐震診断_未実施

4 0005 長沼中学校倉庫 倉庫・物置 公共用 鉄筋C造 1 0 45.00 45.00
3 0003 長沼中学校プール更衣室等 脱衣室・更衣室 公共用

4,051.00 2013 新耐震基準適合

2 0002 長沼中学校体育館 体育館 公共用 鉄筋C造 1 0 917.00 917.00 1966 耐震改修_未実施

1 0001 長沼中学校校舎 校舎・園舎 公共用 鉄筋C造 2

階数
地上 地下

建 築 面 積 延 床 面 積
耐震診断 改修年度

耐 震 情 報棟 名 称棟 番 号No. 建 物 用 途 財産
区分 構 造 主 体

（㎡） （㎡）
建築年

22994.00

1
2

■　建物情報
No. 施 設 名

5

■　施設情報　特記事項

　棟　情　報

4

基準日 令和5年3月31日

須賀川市立長沼中学校

3

供用廃止日
時 間 備 考

■　敷地・建物情報
指定管理者

営 業 時 間

外　観　写　真
■　運営・管理情報

直接運営

5142.75

設 置 目 的

設 置 根 拠

運 営 形 態

財 産 区 分
地 域 区 分
小 学 校 区
中 学 校 区

用途地域
所 有 者
敷 地 面 積
借 地 面 積

総建築面積
総延床面積
施 設 面 積 5142.75

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
　施　設　情　報

志茂字六角5番地
須賀川市 教育委員会事務局教育総務課

施 設 名 称

所 在 地
所管局部課

施設大分類
施 設 番 号

施設中分類
施設小分類

E050-0260
共通
学校教育系施設
学校

5142.75

公共用
長沼地域

供用開始日 2013/12/20

学校施設として使用するため

地方自治法並びに学校教育法



(千円)

/

【施設サービス提供状況】

【単位当たりコスト比較】

令和2年 令和3年 令和4年

　　【歳入の推移】

　財　務　情　報

年度

歳 入

使用料・手数料等
0.0 0.0 0.0

(円/㎡)

総額

令和2年 令和3年 令和4年

令和2年 令和3年 令和4年

令和2年 令和3年 令和4年

実績値
対前年度比

生徒等数

0.0 0.0
人件費 2,755.0 2,762.0 7,820.0

光熱水費 2,826.5 3,406.2 4,245.5
維持保全費
使用料及び賃借料 437.6

　　【歳出の推移】

比較単位： 総額 施設面積 【当該施設】 【分類平均】

歳 出 対前年度増減率(%) 190.7 △ 43.1
総額 9,977.6 29,003.0 16,491.7

3,958.4 22,834.7 4,426.2

国・県支出金
0.0 0.0 0.0

その他 0.0 0.0 0.0

- -
0.0 0.0 0.0

対前年度増減率(%)

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名
施設大分類 共通 施設中分類 学校教育系施設 施設小分類 学校

施 設 番 号 E050-0260須賀川市立長沼中学校
基準日 令和5年3月31日

100

令和2年 令和3年 令和4年
7 7 7

（人）

項目
教室数

特別教室数
115

93.5% 87.0%

　施設サービス提供状況

（室）
（室） 13 13 13

123
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【費用対効果評価】
財務情報と利用情報からみる定量的な評価

区分 対応 費用対効果評価の考え方
Ａ 継続 コストも利用度も良好
Ｂ１ コスト改善 コストは高いが利用度も高い
Ｂ２ 利用度改善 コストは低いが利用度も低い
Ｃ 見直し コストも利用度も不良

・軸の交差箇所は，用途を同じとする施設全体の移動平均値です。
・コスト/㎡ = の ／ 施設面積
・利用度   = の ／ 施設面積

凡例： ■ … 当該施設 ◆ … 比較対象（分類）の他施設

【施設性能評価】
◯評価小分類によるチャート ◯評価大分類によるチャート

【一次評価】
費用対効果と施設性能のクロス評価結果からみる方向性の位置付け

区分 方向性 一次評価の考え方

Ａ 長寿命化（維持継続）
Ｂ１ 施設性能向上
Ｂ２ 費用対効果向上
Ｃ１ 更新、大規模改修
Ｃ２ 費用対効果と施設性能の改善
Ｃ３ 用途変更、運営管理方針改善
Ｄ１ 建替え等および費用対効果改善
Ｄ２ 用途変更等および施設性能改善
Ｅ 廃止、除却

凡例： ■ … 当該施設 ◆ … 比較対象（分類）の他施設

令和4年 歳出総額
令和4年 生徒等数

①建物の外壁 ⑬周辺環境
⑭必要性
⑮交通アクセス

⑯環境保全
⑰バリアフリー
⑱満足度

②建物の屋根・屋上
③建物の内壁・天井

④冷暖房
⑤給排水

向上
向上 優

基準日 令和5年3月31日

　費用対効果評価

Ⅴ利用 Ⅵ特性

　施設性能評価

⑦指摘事項
⑧位置関係
⑨災害影響

⑩保存価値
⑪地域利用
⑫避難所機能

改善 改善

改善 改善
改善 優

優

改善優

優 優

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名 須賀川市立長沼中学校 施 設 番 号 E050-0260
施設大分類 共通 施設中分類 学校教育系施設

費用対効果

施設小分類 学校

向上 改善
改善 向上

⑥衛生

施設性能

　一次評価

凡
例
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テーマ 項目 回答 内容 備考 配点

18 Ⅵ特性 ⑱満足度 ① 不特定多数の住民に利用されていますか。

2

1

基準日 令和5年3月31日

Ⅰ施設 ②建物の屋根・屋上 ③ 建物の屋根・屋上の防水工事は行っていますか？ 5

3 Ⅰ施設 ③建物の内壁・天井 ③ 建物は耐震性を有していますか？ 5

4 Ⅱ設備 ④冷暖房 ③ 冷暖房設備の年式と稼働状況について教えてくださ
い。 5

5 Ⅱ設備 ⑤給排水 ③ 建物の給排水管の更新工事は行っていますか？ 5

6 Ⅱ設備 ⑥衛生 ③ 施設環境（衛生、音、光）に問題はありますか。 5

7 Ⅲ安全 ⑦指摘事項 ② 過去１年間の消防の定期検査や定期報告で指摘事
項がありますか。 3

8 Ⅲ安全 ⑧位置関係 ① 施設敷地内または施設から概ね５０ｍ以内に危険
物施設はありますか。 1

9 Ⅲ安全 ⑨災害影響 ③ 施設やその敷地が自然災害による影響を受けたことは
ありますか。 5

10 Ⅳ地域 ⑩保存価値 ① 施設や建物等について歴史的・文化的な評価を受け
ていますか。 1

① 地域のお祭りや自治会・町会の会合など、住民による
地域活動の拠点として利用されていますか。 1

5

5

共通 施設中分類 学校教育系施設
須賀川市立長沼中学校

施設小分類 学校

⑫避難所機能 ③ 自然災害時等の避難所として指定されていますか。 5

⑬周辺環境 ①
施設や建物，その周辺環境（駐車場，日影，ビル
風，電波障害，騒音，光害，排水，排気，廃熱
等）に関して，利用者や周辺住民等から問題指摘や

1

1

15 Ⅴ利用 ⑮交通アクセス ① 最寄りの公共交通機関乗り場（駅，バス停）からど
のくらいの距離がありますか。 1

16 Ⅵ特性 ⑯環境保全 ③ 太陽光パネルやLED照明等の省エネルギー設備を導
入していますか。

17

11 Ⅳ地域 ⑪地域利用

14 Ⅴ利用 ⑭必要性 ③ 近隣１km以内に用途機能の類似する公共施設
（国・県・他市等）または民間の施設はありますか。

Ⅵ特性 ⑰バリアフリー ③ バリアフリー（誘導ブロック，手すり，スロープの設置
等）への対応ができていますか。

12 Ⅳ地域

13 Ⅴ利用

　施設管理者アンケート結果

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名
施設大分類

番号

1 Ⅰ施設 ①建物の外壁 ③ 建物の外壁修繕は行っていますか？ 5

施 設 番 号 E050-0260
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㎡
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19
20

17
18

16

8:10 16:40

15

13
14

11
12

9
10

7
8

便所 公共用 木造 1 0 3.00
54.00 2003 新耐震基準適合

鉄筋C造 1 0 127.00

3.00 2004 新耐震基準適合

2004 新耐震基準適合

6 0006 岩瀬中学機械室 配電室・電気室 公共用 鉄筋C造 1 0 54.00
5 0005 岩瀬中学便所

0 4,899.00

127.00 2005 新耐震基準適合

4 0004 岩瀬中学物置 倉庫・物置 公共用 木造 1 0 30.00 30.00
3 0003 岩瀬中学校プール更衣室等 脱衣室・更衣室 公共用

4,899.00 2003 新耐震基準適合

2 0002 岩瀬中学校体育館 体育館 公共用 鉄筋C造 1 0 1,813.00 1,813.00 2004 新耐震基準適合

1 0001 岩瀬中学校校舎 校舎・園舎 公共用 鉄筋C造 2

階数
地上 地下

建 築 面 積 延 床 面 積
耐震診断 改修年度

耐 震 情 報棟 名 称棟 番 号No. 建 物 用 途 財産
区分 構 造 主 体

（㎡） （㎡）
建築年

31072.00

1
2

■　建物情報
No. 施 設 名

5

■　施設情報　特記事項

　棟　情　報

4

基準日 令和5年3月31日

須賀川市立岩瀬中学校

3

供用廃止日
時 間 備 考

■　敷地・建物情報
指定管理者

営 業 時 間

外　観　写　真
■　運営・管理情報

直接運営

6926.00

設 置 目 的

設 置 根 拠

運 営 形 態

財 産 区 分
地 域 区 分
小 学 校 区
中 学 校 区

用途地域
所 有 者
敷 地 面 積
借 地 面 積

総建築面積
総延床面積
施 設 面 積 6926.00

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
　施　設　情　報

柱田字南谷地前42番地
須賀川市 教育委員会事務局教育総務課

施 設 名 称

所 在 地
所管局部課

施設大分類
施 設 番 号

施設中分類
施設小分類

E050-0270
共通
学校教育系施設
学校

6926.00

公共用
岩瀬地域

供用開始日 2003/10/06

学校施設として使用するため

地方自治法並びに学校教育法



(千円)

/

【施設サービス提供状況】

【単位当たりコスト比較】

令和2年 令和3年 令和4年

　　【歳入の推移】

　財　務　情　報

年度

歳 入

使用料・手数料等
0.0 0.0 0.0

(円/㎡)

総額

令和2年 令和3年 令和4年

令和2年 令和3年 令和4年

令和2年 令和3年 令和4年

実績値
対前年度比

生徒等数

0.0 0.0
人件費 2,755.0 2,762.0 5,778.0

光熱水費 3,876.7 5,178.8 5,966.9
維持保全費
使用料及び賃借料 637.4

　　【歳出の推移】

比較単位： 総額 施設面積 【当該施設】 【分類平均】

歳 出 対前年度増減率(%) 20.2 △ 29.6
総額 18,491.4 22,235.3 15,644.9

11,222.3 14,294.5 3,900.0

国・県支出金
0.0 0.0 0.0

その他 0.0 0.0 0.0

- -
0.0 0.0 0.0

対前年度増減率(%)

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名
施設大分類 共通 施設中分類 学校教育系施設 施設小分類 学校

施 設 番 号 E050-0270須賀川市立岩瀬中学校
基準日 令和5年3月31日

111

令和2年 令和3年 令和4年
10 10 10

（人）

項目
教室数

特別教室数
111

100.0% 100.0%

　施設サービス提供状況

（室）
（室） 11 10 10

111

0 500 1000 1500 2000 2500

0 40000 80000 120000 160000
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0.0
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教室数 教室数平均



【費用対効果評価】
財務情報と利用情報からみる定量的な評価

区分 対応 費用対効果評価の考え方
Ａ 継続 コストも利用度も良好
Ｂ１ コスト改善 コストは高いが利用度も高い
Ｂ２ 利用度改善 コストは低いが利用度も低い
Ｃ 見直し コストも利用度も不良

・軸の交差箇所は，用途を同じとする施設全体の移動平均値です。
・コスト/㎡ = の ／ 施設面積
・利用度   = の ／ 施設面積

凡例： ■ … 当該施設 ◆ … 比較対象（分類）の他施設

【施設性能評価】
◯評価小分類によるチャート ◯評価大分類によるチャート

【一次評価】
費用対効果と施設性能のクロス評価結果からみる方向性の位置付け

区分 方向性 一次評価の考え方

Ａ 長寿命化（維持継続）
Ｂ１ 施設性能向上
Ｂ２ 費用対効果向上
Ｃ１ 更新、大規模改修
Ｃ２ 費用対効果と施設性能の改善
Ｃ３ 用途変更、運営管理方針改善
Ｄ１ 建替え等および費用対効果改善
Ｄ２ 用途変更等および施設性能改善
Ｅ 廃止、除却

凡例： ■ … 当該施設 ◆ … 比較対象（分類）の他施設

令和4年 歳出総額
令和4年 生徒等数

①建物の外壁 ⑬周辺環境
⑭必要性
⑮交通アクセス

⑯環境保全
⑰バリアフリー
⑱満足度

②建物の屋根・屋上
③建物の内壁・天井

④冷暖房
⑤給排水

向上
向上 優

基準日 令和5年3月31日

　費用対効果評価

Ⅴ利用 Ⅵ特性

　施設性能評価

⑦指摘事項
⑧位置関係
⑨災害影響

⑩保存価値
⑪地域利用
⑫避難所機能

改善 改善

改善 改善
改善 優

優

改善優

優 優

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名 須賀川市立岩瀬中学校 施 設 番 号 E050-0270
施設大分類 共通 施設中分類 学校教育系施設

費用対効果

施設小分類 学校

向上 改善
改善 向上

⑥衛生

施設性能

　一次評価

凡
例

Ⅰ施設 Ⅱ設備 Ⅲ安全 Ⅳ地域

利
用
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高
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テーマ 項目 回答 内容 備考 配点

18 Ⅵ特性 ⑱満足度 ① 不特定多数の住民に利用されていますか。

2

1

基準日 令和5年3月31日

Ⅰ施設 ②建物の屋根・屋上 ③ 建物の屋根・屋上の防水工事は行っていますか？ 5

3 Ⅰ施設 ③建物の内壁・天井 ③ 建物は耐震性を有していますか？ 5

4 Ⅱ設備 ④冷暖房 ② 冷暖房設備の年式と稼働状況について教えてくださ
い。 3

5 Ⅱ設備 ⑤給排水 ② 建物の給排水管の更新工事は行っていますか？ 3

6 Ⅱ設備 ⑥衛生 ③ 施設環境（衛生、音、光）に問題はありますか。 5

7 Ⅲ安全 ⑦指摘事項 ③ 過去１年間の消防の定期検査や定期報告で指摘事
項がありますか。 5

8 Ⅲ安全 ⑧位置関係 ① 施設敷地内または施設から概ね５０ｍ以内に危険
物施設はありますか。 1

9 Ⅲ安全 ⑨災害影響 ③ 施設やその敷地が自然災害による影響を受けたことは
ありますか。 5

10 Ⅳ地域 ⑩保存価値 ① 施設や建物等について歴史的・文化的な評価を受け
ていますか。 1

① 地域のお祭りや自治会・町会の会合など、住民による
地域活動の拠点として利用されていますか。 1

3

3

共通 施設中分類 学校教育系施設
須賀川市立岩瀬中学校

施設小分類 学校

⑫避難所機能 ③ 自然災害時等の避難所として指定されていますか。 5

⑬周辺環境 ①
施設や建物，その周辺環境（駐車場，日影，ビル
風，電波障害，騒音，光害，排水，排気，廃熱
等）に関して，利用者や周辺住民等から問題指摘や

1

1

15 Ⅴ利用 ⑮交通アクセス ② 最寄りの公共交通機関乗り場（駅，バス停）からど
のくらいの距離がありますか。 3

16 Ⅵ特性 ⑯環境保全 ② 太陽光パネルやLED照明等の省エネルギー設備を導
入していますか。

17

11 Ⅳ地域 ⑪地域利用

14 Ⅴ利用 ⑭必要性 ③ 近隣１km以内に用途機能の類似する公共施設
（国・県・他市等）または民間の施設はありますか。

Ⅵ特性 ⑰バリアフリー ② バリアフリー（誘導ブロック，手すり，スロープの設置
等）への対応ができていますか。

12 Ⅳ地域

13 Ⅴ利用

　施設管理者アンケート結果

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名
施設大分類

番号

1 Ⅰ施設 ①建物の外壁 ② 建物の外壁修繕は行っていますか？ 3

施 設 番 号 E050-0270
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須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
　施　設　情　報

桙衝字上南46番地2
須賀川市 教育委員会事務局学校教育課

施 設 名 称

所 在 地
所管局部課

施設大分類
施 設 番 号

施設中分類
施設小分類

E051-0010
共通
学校教育系施設
その他教育施設

令和5年3月31日

設 置 目 的

設 置 根 拠

運 営 形 態

財 産 区 分
地 域 区 分
小 学 校 区
中 学 校 区

供用廃止日

学校給食調理等の業務を共同処理するため

須賀川市学校給食ｾﾝﾀｰ条例

■　運営・管理情報
直接運営

2023/4/1

公共用
長沼地域

1

所 有 者 総建築面積

外　観　写　真

用途地域

2

■　建物情報
No. 施 設 名

3

棟 名 称棟 番 号No. 建 物 用 途 財産
区分 構 造 主 体

（㎡）

2

地下

757.47
3531.19

7:30 17:15
供用開始日 1997/03/01

3

長沼学校給食センター

基準日

時 間 備 考

■　敷地・建物情報
指定管理者

営 業 時 間

敷 地 面 積
借 地 面 積

総延床面積
施 設 面 積

建 築 面 積 延 床 面 積
耐震診断 改修年度（㎡）

建築年

5

■　施設情報　特記事項
長沼学校給食センターは令和３年２月に発生した福島県沖地震により、建物・厨房機器・給排水設備・空調設備などに大規模な被害が発生したため稼
働を休止しております。
令和5年4月1日付で供用廃止しました。

　棟　情　報

4

階数
地上

耐 震 情 報

1



(千円)

/

 【施設サービス提供状況】

【単位当たりコスト比較】

令和2年 令和3年 令和4年

基準日 令和5年3月31日

　　【歳入の推移】

令和2年 令和3年 令和4年

令和2年 令和3年 令和4年

実績値
対前年度比

20,850.0 0.0 0.0

年間食数

　　【歳出の推移】

比較単位： 総額 施設面積 【当該施設】 【分類平均】

歳 出 対前年度増減率(%) △ 91.9 △ 52.9
総額 30,604.7

0.0 0.0
人件費

604.4 174.1
維持保全費
使用料及び賃借料 209.5

2,493.3 1,175.6

4,014.1 1,888.9 1,001.5
光熱水費 5,531.1

その他 0.0 0.0 0.0

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名
施設大分類 共通 施設中分類 学校教育系施設 施設小分類 その他教育施設

施 設 番 号 E051-0010長沼学校給食センター

（食）

　財　務　情　報

令和4年
0 060,803

　施設サービス提供状況

項目 令和2年 令和3年

0.0% -

年度

歳 入

使用料・手数料等
0.0 0.0 0.0

(円/㎡)

総額

令和2年 令和3年 令和4年

- -
0.0 0.0 0.0

対前年度増減率(%)

国・県支出金
0.0 0.0 0.0

0 500 1000 1500 2000

0 0.2 0.4 0.6 0.8 1

当該施設

0.0
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0.4
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0.8
1.0

0.0

20,000.0

40,000.0

60,000.0

80,000.0
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【費用対効果評価】
財務情報と利用情報からみる定量的な評価

区分 対応 費用対効果評価の考え方
Ａ 継続 コストも利用度も良好
Ｂ１ コスト改善 コストは高いが利用度も高い
Ｂ２ 利用度改善 コストは低いが利用度も低い
Ｃ 見直し コストも利用度も不良

・軸の交差箇所は，用途を同じとする施設全体の移動平均値です。
・コスト/㎡ = の ／ 施設面積
・利用度   = の ／ 施設面積

凡例： ■ … 当該施設 ◆ … 比較対象（分類）の他施設

【施設性能評価】
◯評価小分類によるチャート ◯評価大分類によるチャート

【一次評価】
費用対効果と施設性能のクロス評価結果からみる方向性の位置付け

区分 方向性 一次評価の考え方

Ａ 長寿命化（維持継続）
Ｂ１ 施設性能向上
Ｂ２ 費用対効果向上
Ｃ１ 更新、大規模改修
Ｃ２ 費用対効果と施設性能の改善
Ｃ３ 用途変更、運営管理方針改善
Ｄ１ 建替え等および費用対効果改善
Ｄ２ 用途変更等および施設性能改善
Ｅ 廃止、除却

凡例： ■ … 当該施設 ◆ … 比較対象（分類）の他施設

優

　一次評価

凡
例

Ⅰ施設 Ⅱ設備 Ⅲ安全 Ⅳ地域 Ⅴ利用 Ⅵ特性
①建物の外壁 ⑬周辺環境

⑭必要性
⑮交通アクセス

⑯環境保全
⑰バリアフリー

改善

　施設性能評価

施設小分類

優

優 向上
向上 優

向上 改善
改善 向上

⑥衛生 ⑨災害影響

⑩保存価値
⑪地域利用
⑫避難所機能

改善 改善
改善

②建物の屋根・屋上
③建物の内壁・天井

④冷暖房
⑤給排水

費用対効果 施設性能
優 優

⑦指摘事項
⑧位置関係

⑱満足度

　費用対効果評価
その他教育施設

基準日 令和5年3月31日

令和4年 歳出総額
令和4年 年間食数

改善 改善

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名 長沼学校給食センター 施 設 番 号 E051-0010
施設大分類 共通 施設中分類 学校教育系施設

利
用
度

高
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→
低
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B1 A

C B2

0
2
4
6
8

10
①

②
③

④

⑤

⑥

⑦

⑧
⑨

⑩
⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

⑯

⑰
⑱

C1 B1 A

D1 C2 B2

E D2 C3

費
用
対
効
果

優
←

→
劣

劣← →優施 設 性 能

0
20
40
60
80

100
Ⅰ施設

Ⅱ設備

Ⅲ安全

Ⅳ地域
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当該施設の値
比較対象（分類）の他施設の平均値



テーマ 項目 回答 内容 備考 配点

10 Ⅳ地域 ⑩保存価値

建物は耐震性を有していますか？

施設敷地内または施設から概ね５０ｍ以内に危険
物施設はありますか。

施設や建物等について歴史的・文化的な評価を受け
ていますか。

11 Ⅳ地域 ⑪地域利用 地域のお祭りや自治会・町会の会合など、住民による
地域活動の拠点として利用されていますか。

12 Ⅳ地域 ⑫避難所機能

太陽光パネルやLED照明等の省エネルギー設備を導
入していますか。

バリアフリー（誘導ブロック，手すり，スロープの設置
等）への対応ができていますか。

4 Ⅱ設備 ④冷暖房 冷暖房設備の年式と稼働状況について教えてくださ
い。

5 Ⅱ設備 ⑤給排水 建物の給排水管の更新工事は行っていますか？

2

自然災害時等の避難所として指定されていますか。

13 Ⅴ利用 ⑬周辺環境
施設や建物，その周辺環境（駐車場，日影，ビル
風，電波障害，騒音，光害，排水，排気，廃熱
等）に関して，利用者や周辺住民等から問題指摘や

令和5年3月31日

Ⅲ安全 ⑧位置関係

⑥衛生 施設環境（衛生、音、光）に問題はありますか。

7 Ⅲ安全 ⑦指摘事項 過去１年間の消防の定期検査や定期報告で指摘事
項がありますか。

6

E051-0010
共通

18 Ⅵ特性 ⑱満足度 不特定多数の住民に利用されていますか。

14 Ⅴ利用 ⑭必要性 近隣１km以内に用途機能の類似する公共施設
（国・県・他市等）または民間の施設はありますか。

15 Ⅴ利用 ⑮交通アクセス 最寄りの公共交通機関乗り場（駅，バス停）からど
のくらいの距離がありますか。

17 Ⅵ特性 ⑰バリアフリー

16 Ⅵ特性 ⑯環境保全

Ⅱ設備

建物の外壁修繕は行っていますか？

9 Ⅲ安全 ⑨災害影響 施設やその敷地が自然災害による影響を受けたことは
ありますか。

Ⅰ施設 ②建物の屋根・屋上 建物の屋根・屋上の防水工事は行っていますか？

3 Ⅰ施設 ③建物の内壁・天井

8

施設小分類 その他教育施設

番号

1 Ⅰ施設 ①建物の外壁

　施設管理者アンケート結果

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名
施設大分類 施設中分類 学校教育系施設

長沼学校給食センター 施 設 番 号
基準日
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須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
　施　設　情　報

柱田字中地1番地1
須賀川市 教育委員会事務局学校教育課

施 設 名 称

所 在 地
所管局部課

施設大分類
施 設 番 号

施設中分類
施設小分類

E051-0020
共通
学校教育系施設
その他教育施設

令和5年3月31日

設 置 目 的

設 置 根 拠

運 営 形 態

財 産 区 分
地 域 区 分
小 学 校 区
中 学 校 区

供用廃止日

学校給食の調理等を共同処理するため

須賀川市学校給食センター条例

■　運営・管理情報
直接運営

公共用
岩瀬地域

1 0001 共同作業場

所 有 者 総建築面積 457.94

外　観　写　真

用途地域

2

■　建物情報
No. 施 設 名

3

棟 名 称棟 番 号No. 建 物 用 途 財産
区分 構 造 主 体

（㎡）

2

地下
1988457.94

449.54
457.941094.12

7:30 17:15
供用開始日 1988/01/01

新耐震基準適合

3

岩瀬学校給食センター

基準日

時 間 備 考

■　敷地・建物情報
指定管理者

営 業 時 間

食堂・調理室 公共用 鉄骨造 1 0 457.94

敷 地 面 積
借 地 面 積

総延床面積
施 設 面 積

建 築 面 積 延 床 面 積
耐震診断 改修年度（㎡）

建築年

5

■　施設情報　特記事項

　棟　情　報

4

階数
地上

耐 震 情 報

1



(千円)

/

 【施設サービス提供状況】

【単位当たりコスト比較】

令和2年 令和3年 令和4年

基準日 令和5年3月31日

　　【歳入の推移】

令和2年 令和3年 令和4年

令和2年 令和3年 令和4年

実績値
対前年度比

35,570.0 44,688.0 46,298.0

年間食数

　　【歳出の推移】

比較単位： 総額 施設面積 【当該施設】 【分類平均】

歳 出 対前年度増減率(%) 34.6 4.9
総額 41,398.3

0.0 0.0
人件費

5,716.4 6,622.6
維持保全費
使用料及び賃借料 0.0

55,727.9 58,431.7

2,475.8 5,323.5 5,511.1
光熱水費 3,352.6

その他 0.0 0.0 0.0

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名
施設大分類 共通 施設中分類 学校教育系施設 施設小分類 その他教育施設

施 設 番 号 E051-0020岩瀬学校給食センター

（食）

　財　務　情　報

令和4年
136,376 131,60969,868

　施設サービス提供状況

項目 令和2年 令和3年

195.2% 96.5%

年度

歳 入

使用料・手数料等
0.0 0.0 0.0

(円/㎡)

総額

令和2年 令和3年 令和4年

- -
0.0 0.0 0.0

対前年度増減率(%)

国・県支出金
0.0 0.0 0.0

0 20000 40000 60000 80000 100000 120000 140000

0 100 200 300 400 500

当該施設

0.0
0.2
0.4
0.6
0.8
1.0

0.0

50,000.0

100,000.0

150,000.0

年間食数1食あたりコスト （円/食）

㎡あたりコスト （円/㎡）
0

20000

40000

60000

80000

100000

120000

140000

160000

年間食数 年間食数平均



【費用対効果評価】
財務情報と利用情報からみる定量的な評価

区分 対応 費用対効果評価の考え方
Ａ 継続 コストも利用度も良好
Ｂ１ コスト改善 コストは高いが利用度も高い
Ｂ２ 利用度改善 コストは低いが利用度も低い
Ｃ 見直し コストも利用度も不良

・軸の交差箇所は，用途を同じとする施設全体の移動平均値です。
・コスト/㎡ = の ／ 施設面積
・利用度   = の ／ 施設面積

凡例： ■ … 当該施設 ◆ … 比較対象（分類）の他施設

【施設性能評価】
◯評価小分類によるチャート ◯評価大分類によるチャート

【一次評価】
費用対効果と施設性能のクロス評価結果からみる方向性の位置付け

区分 方向性 一次評価の考え方

Ａ 長寿命化（維持継続）
Ｂ１ 施設性能向上
Ｂ２ 費用対効果向上
Ｃ１ 更新、大規模改修
Ｃ２ 費用対効果と施設性能の改善
Ｃ３ 用途変更、運営管理方針改善
Ｄ１ 建替え等および費用対効果改善
Ｄ２ 用途変更等および施設性能改善
Ｅ 廃止、除却

凡例： ■ … 当該施設 ◆ … 比較対象（分類）の他施設

優

　一次評価

凡
例

Ⅰ施設 Ⅱ設備 Ⅲ安全 Ⅳ地域 Ⅴ利用 Ⅵ特性
①建物の外壁 ⑬周辺環境

⑭必要性
⑮交通アクセス

⑯環境保全
⑰バリアフリー

改善

　施設性能評価

施設小分類

優

優 向上
向上 優

向上 改善
改善 向上

⑥衛生 ⑨災害影響

⑩保存価値
⑪地域利用
⑫避難所機能

改善 改善
改善

②建物の屋根・屋上
③建物の内壁・天井

④冷暖房
⑤給排水

費用対効果 施設性能
優 優

⑦指摘事項
⑧位置関係

⑱満足度

　費用対効果評価
その他教育施設

基準日 令和5年3月31日

令和4年 歳出総額
令和4年 年間食数

改善 改善

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名 岩瀬学校給食センター 施 設 番 号 E051-0020
施設大分類 共通 施設中分類 学校教育系施設

利
用
度

高
←

→
低

高← →低コスト／㎡

B1 A

C B2
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比較対象（分類）の他施設の平均値



テーマ 項目 回答 内容 備考 配点

5

10 Ⅳ地域 ⑩保存価値 ①

③ 建物は耐震性を有していますか？

施設敷地内または施設から概ね５０ｍ以内に危険
物施設はありますか。

1

1

1施設や建物等について歴史的・文化的な評価を受け
ていますか。

11 Ⅳ地域 ⑪地域利用 ① 地域のお祭りや自治会・町会の会合など、住民による
地域活動の拠点として利用されていますか。

12 Ⅳ地域 ⑫避難所機能

太陽光パネルやLED照明等の省エネルギー設備を導
入していますか。

① バリアフリー（誘導ブロック，手すり，スロープの設置
等）への対応ができていますか。

4 Ⅱ設備 ④冷暖房 ③ 冷暖房設備の年式と稼働状況について教えてくださ
い。

5 Ⅱ設備 ⑤給排水 ③ 建物の給排水管の更新工事は行っていますか？

2

① 自然災害時等の避難所として指定されていますか。

13 Ⅴ利用 ⑬周辺環境 ③
施設や建物，その周辺環境（駐車場，日影，ビル
風，電波障害，騒音，光害，排水，排気，廃熱
等）に関して，利用者や周辺住民等から問題指摘や

令和5年3月31日

Ⅲ安全 ⑧位置関係 ①

⑥衛生 ③ 施設環境（衛生、音、光）に問題はありますか。

7 Ⅲ安全 ⑦指摘事項 ③ 過去１年間の消防の定期検査や定期報告で指摘事
項がありますか。

6

E051-0020
共通

18 Ⅵ特性 ⑱満足度 ① 不特定多数の住民に利用されていますか。 1

5

1

14 Ⅴ利用 ⑭必要性 ① 近隣１km以内に用途機能の類似する公共施設
（国・県・他市等）または民間の施設はありますか。 5

15 Ⅴ利用 ⑮交通アクセス ③ 最寄りの公共交通機関乗り場（駅，バス停）からど
のくらいの距離がありますか。 5

17 Ⅵ特性 ⑰バリアフリー

③16 Ⅵ特性 ⑯環境保全

③

Ⅱ設備

建物の外壁修繕は行っていますか？

9 Ⅲ安全 ⑨災害影響 ③ 施設やその敷地が自然災害による影響を受けたことは
ありますか。

Ⅰ施設 ②建物の屋根・屋上 ③ 建物の屋根・屋上の防水工事は行っていますか？

3 Ⅰ施設 ③建物の内壁・天井

8

5

1

5

5

5

5

5

5

施設小分類 その他教育施設

番号

1 Ⅰ施設 ①建物の外壁

　施設管理者アンケート結果

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名
施設大分類 施設中分類 学校教育系施設

岩瀬学校給食センター 施 設 番 号
基準日

5
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㎡
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2008 新耐震基準適合

4

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
　施　設　情　報

大町172
須賀川市 教育委員会事務局学校教育課

施 設 名 称

所 在 地
所管局部課

施設大分類
施 設 番 号

施設中分類
施設小分類

E051-0030
共通
学校教育系施設
その他教育施設

令和5年3月31日

設 置 目 的

設 置 根 拠

運 営 形 態

財 産 区 分
地 域 区 分
小 学 校 区
中 学 校 区

供用廃止日

教育研修センターの事務事業の用に供するため。

なし

■　運営・管理情報
直接運営

公用
須賀川地域

1 0001 事務所

所 有 者 総建築面積 227.38

外　観　写　真

用途地域

2

■　建物情報
No. 施 設 名

3

棟 名 称棟 番 号No. 建 物 用 途 財産
区分 構 造 主 体

（㎡）

2

地下
1983438.11

468.11
468.11969.57

969.57

8:30 17:15
供用開始日 1983/11/01

新耐震基準適合

30.000002 教育研修センター倉庫 倉庫・物置 公用 軽鉄造 1 0 30.00
3

教育研修センター

基準日

時 間 備 考

■　敷地・建物情報
指定管理者

営 業 時 間

教習所・養成所・研修所 公用 鉄骨造 2 0 197.38

敷 地 面 積
借 地 面 積

総延床面積
施 設 面 積

建 築 面 積 延 床 面 積
耐震診断 改修年度（㎡）

建築年

5

■　施設情報　特記事項

　棟　情　報

4

階数
地上

耐 震 情 報

1



(千円)

/

 【施設サービス提供状況】

【単位当たりコスト比較】

令和2年 令和3年 令和4年

基準日 令和5年3月31日

　　【歳入の推移】

令和2年 令和3年 令和4年

令和2年 令和3年 令和4年

実績値
対前年度比

19,825.5 24,140.3 24,104.2

利用者数

　　【歳出の推移】

比較単位： 総額 施設面積 【当該施設】 【分類平均】

歳 出 対前年度増減率(%) 17.9 0.9
総額 23,713.0

1,974.0 1,974.2
人件費

889.7 948.3
維持保全費
使用料及び賃借料 1,974.5

27,956.7 28,208.5

1,092.0 952.6 1,181.8
光熱水費 820.9

その他 0.0 0.0 0.0

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名
施設大分類 共通 施設中分類 学校教育系施設 施設小分類 その他教育施設

施 設 番 号 E051-0030教育研修センター

（人）

　財　務　情　報

令和4年
797 926583

　施設サービス提供状況

項目 令和2年 令和3年

136.7% 116.2%

年度

歳 入

使用料・手数料等
0.0 0.0 0.0

(円/㎡)

総額

令和2年 令和3年 令和4年

- -
0.0 0.0 0.0

対前年度増減率(%)

国・県支出金
0.0 0.0 0.0

0 10000 20000 30000 40000 50000 60000 70000

0 5000 10000 15000 20000 25000 30000 35000

当該施設

0.0
0.2
0.4
0.6
0.8
1.0

0.0

20,000.0

40,000.0

60,000.0

80,000.0

利用者数1人あたりコスト （円/人）

㎡あたりコスト （円/㎡）
0
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1000

利用者数 利用者数平均



【費用対効果評価】
財務情報と利用情報からみる定量的な評価

区分 対応 費用対効果評価の考え方
Ａ 継続 コストも利用度も良好
Ｂ１ コスト改善 コストは高いが利用度も高い
Ｂ２ 利用度改善 コストは低いが利用度も低い
Ｃ 見直し コストも利用度も不良

・軸の交差箇所は，用途を同じとする施設全体の移動平均値です。
・コスト/㎡ = の ／ 施設面積
・利用度   = の ／ 施設面積

凡例： ■ … 当該施設 ◆ … 比較対象（分類）の他施設

【施設性能評価】
◯評価小分類によるチャート ◯評価大分類によるチャート

【一次評価】
費用対効果と施設性能のクロス評価結果からみる方向性の位置付け

区分 方向性 一次評価の考え方

Ａ 長寿命化（維持継続）
Ｂ１ 施設性能向上
Ｂ２ 費用対効果向上
Ｃ１ 更新、大規模改修
Ｃ２ 費用対効果と施設性能の改善
Ｃ３ 用途変更、運営管理方針改善
Ｄ１ 建替え等および費用対効果改善
Ｄ２ 用途変更等および施設性能改善
Ｅ 廃止、除却

凡例： ■ … 当該施設 ◆ … 比較対象（分類）の他施設

優

　一次評価

凡
例

Ⅰ施設 Ⅱ設備 Ⅲ安全 Ⅳ地域 Ⅴ利用 Ⅵ特性
①建物の外壁 ⑬周辺環境

⑭必要性
⑮交通アクセス

⑯環境保全
⑰バリアフリー

改善

　施設性能評価

施設小分類

優

優 向上
向上 優

向上 改善
改善 向上

⑥衛生 ⑨災害影響

⑩保存価値
⑪地域利用
⑫避難所機能

改善 改善
改善

②建物の屋根・屋上
③建物の内壁・天井

④冷暖房
⑤給排水

費用対効果 施設性能
優 優

⑦指摘事項
⑧位置関係

⑱満足度

　費用対効果評価
その他教育施設

基準日 令和5年3月31日

令和4年 歳出総額
令和4年 利用者数

改善 改善

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名 教育研修センター 施 設 番 号 E051-0030
施設大分類 共通 施設中分類 学校教育系施設

利
用
度

高
←
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低

高← →低コスト／㎡
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比較対象（分類）の他施設の平均値



テーマ 項目 回答 内容 備考 配点

5

10 Ⅳ地域 ⑩保存価値 ①

③ 建物は耐震性を有していますか？

施設敷地内または施設から概ね５０ｍ以内に危険
物施設はありますか。

1

1

1施設や建物等について歴史的・文化的な評価を受け
ていますか。

11 Ⅳ地域 ⑪地域利用 ① 地域のお祭りや自治会・町会の会合など、住民による
地域活動の拠点として利用されていますか。

12 Ⅳ地域 ⑫避難所機能

太陽光パネルやLED照明等の省エネルギー設備を導
入していますか。

① バリアフリー（誘導ブロック，手すり，スロープの設置
等）への対応ができていますか。

4 Ⅱ設備 ④冷暖房 ③ 冷暖房設備の年式と稼働状況について教えてくださ
い。

5 Ⅱ設備 ⑤給排水 ① 建物の給排水管の更新工事は行っていますか？

2

① 自然災害時等の避難所として指定されていますか。

13 Ⅴ利用 ⑬周辺環境 ③
施設や建物，その周辺環境（駐車場，日影，ビル
風，電波障害，騒音，光害，排水，排気，廃熱
等）に関して，利用者や周辺住民等から問題指摘や

令和5年3月31日

Ⅲ安全 ⑧位置関係 ③

⑥衛生 ③ 施設環境（衛生、音、光）に問題はありますか。

7 Ⅲ安全 ⑦指摘事項 ③ 過去１年間の消防の定期検査や定期報告で指摘事
項がありますか。

6

E051-0030
共通

18 Ⅵ特性 ⑱満足度 ① 不特定多数の住民に利用されていますか。 1

1

1

14 Ⅴ利用 ⑭必要性 ① 近隣１km以内に用途機能の類似する公共施設
（国・県・他市等）または民間の施設はありますか。 5

15 Ⅴ利用 ⑮交通アクセス ③ 最寄りの公共交通機関乗り場（駅，バス停）からど
のくらいの距離がありますか。 5

17 Ⅵ特性 ⑰バリアフリー

①16 Ⅵ特性 ⑯環境保全

①

Ⅱ設備

建物の外壁修繕は行っていますか？

9 Ⅲ安全 ⑨災害影響 ③ 施設やその敷地が自然災害による影響を受けたことは
ありますか。

Ⅰ施設 ②建物の屋根・屋上 ① 建物の屋根・屋上の防水工事は行っていますか？

3 Ⅰ施設 ③建物の内壁・天井

8

5

5

5

5

1

5

5

1

施設小分類 その他教育施設

番号

1 Ⅰ施設 ①建物の外壁

　施設管理者アンケート結果

須 賀 川 市   施 設 カ ル テ
施 設 名
施設大分類 施設中分類 学校教育系施設

教育研修センター 施 設 番 号
基準日

1


